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兵庫県佐用町におけるニシキキンカメムシの発見と上郡町での再発見，
当地での生活史に関する知見

末宗 安之１）

1) Yasushi SUEMUNE　NPO 法人こどもとむしの会

はじめに
ニシキキンカメムシ P o e cilo co ris sp le nd id ulus E s ak i は

国内では九州，四国，本州に局所的に分布しており，兵
庫県では 1966 年に上郡町，1969 年に西宮市で発見さ
れ（高橋，1986 など）岡山県では石灰岩地帯で複数の
発生地や生態に関する報告（小野・近藤，1966；渡辺，
1987；山地，2003；片山，2004；安田，2004 など）
がある．

2023 年 4 月に公開された「兵庫県版レッドリスト
2022（昆虫類）」では本種のランクが 2012 年版の「要
調査」から「要注目」に変更され，「2022 年に佐用町，
上郡町で発見された．」との記述がある．この記述はレッ
ドリスト選定委員の一人である八木剛氏によってなされ
たもので，その根拠は本稿で示す情報であり，事前に情
報共有していた八木氏の判断によるものである．

また，佐用町役場の広報誌「広報さよう」2023 年 7
月号に掲載された「兵庫県内で 53 年ぶりに発見！ニシ
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キキンカメムシ」の記事も，同様に本稿で示す内容の一
部を，町民向けに開示したものである．

１．調査のきっかけと食樹ツゲの自生地探索
2021年 6月，友人から岡山県高梁市産のニシキキン

カメムシの１卵塊を譲り受け，飼育を行なう機会を得た．
孵化した幼虫の飼育に必要なツゲ苗を購入したが育

成に失敗し枯死．しかし佐用町昆虫館の敷地にツゲ植栽
があり，終齢幼虫として越冬するまで切り枝にて飼育を
継続することができた．

2021 年 11 月になり，このことについて佐用町昆虫
館のスタッフ間で話題に出すと，スタッフの茂見節子氏
から「ツゲだったら町内に自生している所がある」との
情報を得た．

過去の兵庫県のニシキキンカメムシの記録を調べて
みると，1966 年に上郡町，1969 年に西宮市で発見さ

図１：佐用町で確認したツゲ．イヌツゲに似るが葉は
対生（佐用町櫛田）．

図３：崖地のツゲ（上郡町）．

図２：林床に密生するツゲ（佐用町櫛田）．

図４：渓谷沿いのツゲ（上郡町）．
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図５：ツゲの葉で発見されたニシキキンカメムシ
の卵塊（佐用町櫛田）．

図８：実を吸汁中の成虫（佐用町櫛田）．

図 11：3 齢，4 齢幼虫が集まっている（佐用町櫛田）．

図６：ツゲ枝先のニシキキンカメムシ成虫　　　
（佐用町櫛田）．

図９：2 齢幼虫が集団で吸汁（佐用町櫛田）．

図 12：終齢幼虫は単独傾向（佐用町櫛田）．

図７：ツゲ上で交尾するニシキキンカメムシ　　
（佐用町櫛田）．

図 10：成虫と 2 齢幼虫（佐用町櫛田）．

れたことが報告されており（高橋 ,1986），近隣の上郡
町に古い記録があることから，この佐用町にも本種が棲
息している可能性があるのではないか？と推測し，冬の
間に佐用町，上郡町を中心にツゲが自生している場所を
文献資料やスタッフの東輝弥氏からの情報を基に調査を
した．

2022 年 1 月 4 日，茂見氏情報の現地（佐用町櫛田）
に行ってみると，数多くのツゲが自生していることを現
認することができた（図１，図２）．

また，上郡町で他に 2 か所の自生地を現認すること
ができた（図 3，図 4）．

２．卵，成虫の確認
2022 年 5 月 28 日，友人が 1 年前にニシキキンカメ

ムシを採集した岡山県高梁市の産地を案内してもらい，
生息環境を把握した．

南西向きの日当たりの良い崖地でツゲが自生すると
ころに成虫が飛来したとの話を聞いた．

5 月 29 日，佐用町のツゲ自生地で棲息環境に近いと

思われる屋根筋の日当たりの良い自生地に足を運んだ．
現地では午前中に途中の林道沿いで卵塊を確認（図 5）．
正午過ぎに屋根筋で成虫を確認した（図 6）．
（２♂ 3 ♀，兵庫県佐用郡佐用町櫛田，29. Ⅴ .2022，筆者採集・

保管）

6 月 5 日，気になっていた上郡町のツゲ自生地を訪
れてみると，ここでも成虫や卵塊を確認した．

佐用町では初めての発見，上郡町では再発見となる．

３．当地での周年経過
6 月：ツゲ上に集合

6月上旬以降，佐用町，上郡町の産地では林道沿いの
ツゲに産卵された卵塊から幼虫が孵化し，複数の幼虫が
未成熟の実に集まって吸汁する場面が観察できた（図9）．
時には成虫と幼虫が隣り合って吸汁している場面も確認
した（図10）．

7 月下旬：幼虫の分散，ツゲから離れていく
ツゲの実が褐色に完熟し，3 つに割れて種がはじけ
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る頃になると，幼虫も大部分が４齢または終齢幼虫にな
り，集団ではなく，単独で徘徊するようになる（図 12）．
7 月上旬までは容易に観察できた幼虫が，この時期から
発見が困難になり，ツゲ周辺の葉裏に休憩する個体が偶
然見つかる程度まで激減する．恐らく他の樹木に移動し，
様々な植物の実や枝から吸汁すると推測される．岡山県
ではオオツヅラフジから幼虫が発見されている．（小野・
近藤，1966）

12 月：越冬場所は不明
越冬の状況を確認するのは極めて困難．2022 年の

12 月 4 日，佐用町昆虫館スタッフ 4 名で佐用町の産地
を訪れ，林道沿いのツゲの根際の枯れ葉や石の裏などを
中心に越冬幼虫を探してみた（図 13）．３時間ほどの調
査で，3 頭の終齢幼虫の死骸を確認できた（図 14）が，
生きている状態の終齢幼虫は確認できなかった．

2023 年の 4 月 2 ４日，そろそろ羽化の時期と判断
し，佐用町のツゲ自生地に行ってみると，複数の抜け殻
を確認できた（図 15）．抜け殻は長さ１ｃｍ以上で青い
金属光沢があり，野外でも見つけやすい．岡山県では４

月１８日にツゲ枝上で終齢幼虫や成虫を確認，また同じ
場所で羽化が複数確認されている．( 片山，2004)

佐用町では当日，羽化の確認はできなかったが，抜
け殻が見つかった所の特徴として，斜面に自生する大き
な常緑樹や落葉樹などの近くにツゲが高密度で自生して
いること，岩場で枯れ葉がたまりやすい場所がある環境
であった（図 16）．恐らく 7 月頃にツゲから一旦移動し，
晩秋には大きな木の根際に越冬のため集まると推測され
る．

4 月下旬から 5 月：羽化
最初に新成虫が確認できたのは 2023 年４月 27 日，

昨年初めて成虫を確認できた屋根筋に自生しているツゲ
の枝先で，1 頭の個体を確認できた（図 17）．その後天
候が安定し，気温も高くなる 5 月 10 日頃から複数の個
体を確認できるようになった．成虫が集合する所にはあ
る程度条件があり，周囲が空けたピークでツゲが多いと
ころに飛来してくる．6 月上旬には最も個体数が多くな
り，観察しやすかった（図 18，図 19）．

6 月中旬以降，交尾済みの成虫は分散し，観察でき

図 13：ツゲの根際を探索中（佐用町櫛田）．

図 16：発見場所の環境（佐用町櫛田）．

図 19：6 月 7 日撮影（佐用町櫛田）．

図 14：根際から発見された死骸（佐用町櫛田）．

図 17：4 月 27 日に発見した成虫（佐用町櫛田）．

図 20：保育園でスクリーンに登場．

図 15：羽化後の抜け殻（佐用町櫛田）．

図 18：6 月 5 日撮影（佐用町櫛田）．

図 21：保育園訪問，指先にとまる「にじいろガイダ」．
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る場所は屋根筋から谷筋などに広がってくる．
画像のように新鮮な成虫は体色が鮮紅色と濃緑色，

縁取りは藍色や黒色で非常に美麗な印象を受けた．羽化
して 2 週間ほど経過すると鮮紅色は朱色に，濃緑色は
黄緑色に，縁取りは黒色のみに変化していくことも分
かった．

課題として，越冬中の終齢幼虫は未だ当地では発見
できていないので，どのような環境で越冬するのか，筆
者は調査を継続している．

４．地元への情報開示
本種が佐用町で発見されたことを機に，佐用町昆虫

館でも地元を代表する昆虫として飼育，展示を継続し，
今後目玉とする方向で取り組んでいる．秘匿するので
はなく，まずは地元に知ってもらうことから取り組み，
2023 年の 5 月，「佐用町昆虫館・ひとはくコラボ企画！
エコロコしぜんたいけん in 佐用町」の活動で町内の保
育園にスタッフが訪問，自分たちで採集した生き物をデ
ジタル拡大鏡で観察する活動の最後に，生きている本種
を披露，拡大した美しい姿に歓喜の中，指先に誘導して
飛ばしたりする中で，園児がニックネームとして「にじ
いろガイダ」と命名してくれた（図 20，図 21）．

また，2023 年の 7 月，発見した櫛田地区の自治会
の定例会に参加，資料を配布し，珍しい昆虫であること
を知ってもらった．

町の広報誌でも 2023 年 7 月号でカラー写真と共に
分布や発見の経緯，生態や保育園での披露の場面が掲載
された（図 22）．

おわりに
兵庫県のツゲの分布は局地的で（福岡ほか，2003），

自生している環境も急峻な崖やアプローチが難しい谷沿
いが多く，容易に近づき難いことから，県内に他にも棲
息地があると仮定したとき，本種の探索調査には安全へ
の十分な配慮や複数人数での行動を推奨する．今後，西
宮市での記録や神戸市での不確かな記録（大倉，1991）
を基に，兵庫県東部での再発見を期待したい．ツゲはシ
カ不嗜好性植物で増えている．今後も生息環境の拡大に
より，発見の期待が待たれる．その際，本記事の周年経
過をご参考にしていただきたい．

最後に本種再発見のきっかけを作ってくださった松
尾泰幸氏，茂見節子氏，東輝弥氏と，飼育に関する助言
を下さった安田剛長氏，本稿作成へのご助言をくださっ
た八木剛氏に感謝の意を込めて心から厚くお礼申し上げ
る．

引用文献
小野洋，2004．ニシキキンカメムシ4齢幼虫県下初記録．

すずむし，(139)：25．
小野洋・近藤光弘，1966．ニシキキンカメムシの生態（予

報）．すずむし，16(2,3,4)：42-45．
大倉正文，1991．ニシキキンカメムシ神戸市内に産す？．

きべりはむし，19：42-43．
片山和久，2004．ニシキキンカメムシを多数確認．す

ずむし，(139)：9-11．
貴重な野生生物等（昆虫類）専門委員会，2022．兵庫

県版レッドリスト 2022（昆虫類）－ひょうごの環境．
高橋寿郎，1989．ニシキキンカメムシをめぐって．き

べりはむし，18：16-20．
福岡誠行・黒崎史平・高橋晃，2003．兵庫県産維管束

植物 5．人と自然，14：111-162
安田剛長，2004．哲多町でニシキキンカメムシを採集．

すずむし，(139)：11．
安田剛長，2005．ニシキキンカメムシの飼育及び 5 齢

幼虫の野外観察．すずむし，140：70-74．
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渡辺和夫，1987．ニシキキンカメムシの新産地．すず

むし．(122)：31．

図 22：広報さよう 7 月号巻末．
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兵庫県とその周辺で得られたシンジュキノカワガの記録と知見
 ― 2023 年の大発生，周年経過，成虫の行動など ―

髙橋 弘樹１）

1) Hiroki TAKAHASHI　兵庫県相生市

はじめに
シンジュキノカワガ Eligma narcissus (Cramer, 1775) は

謎だらけの蛾である．分類の面ではコブガ科として扱わ
れているが，コブガ科ではないという意見もあり，日本
産蛾類標準図鑑 II ( 岸田，2011) では「独立の科を設立
するか，ヤガ科に組み入れられるかなど不確定」とした
上でコブガ科亜科不確定としている．周年経過，特に越
冬についても完全には解明されておらず，本州では偶産
種とされることが多いものの同じ場所での複数年連続の
発見例もあり，一時的なものかもしれないが定着の可能
性が指摘されることもある ( 安達，2010；髙橋，2016)．
また成虫の行動に関する情報も乏しい．

2023 年，本種の大発生が兵庫県及び周辺府県で起こ
り，多くの方々の協力によって新たな確認記録と生態に
ついての知見が多数得られたため，本稿でまとめて報告
する．

(1) 2023 年の大発生，周年経過に関する考察
2023 年の大発生

これまでに発表されている兵庫県内の成虫の記録
本種の成虫は開帳 75mm 内外と比較的大きく，美し

く，さらに偶産種という響きが多くの人を魅了する．そ
のため発見が報告される機会は多く，これまで兵庫県
内で確認され，本誌で発表された記録は，高島 (2001)
で取りまとめられたものを含めて 19 件にのぼっている．
採集地は但馬から淡路まで県下全域に及んでいるものの，
鉢伏山周辺及び東鉢伏高原でのライトトラップで合計 7
件，播但連絡道路市川サービスエリア地下通路で 5 件
とこれらの採集例がとりわけ多く，件数を押し上げてい
る ( 表 1)．

これまでに発表されている兵庫県内の幼虫の記録
一方でニガキ科のニワウルシ ( 神樹 ) を食樹とする幼

虫は，鮮やかなレモンイエローと黒の縞模様に白い長毛
を備え，サイズも最大 5cm 近くに達するという目に付
きやすい姿をしているにもかかわらず，本誌での発表
は柏原 ( 丹波市 )，伊丹市昆陽池町，西宮市甲山広河原，

きべりはむし， 47 (1): 5-19

たつの市新宮町光都の4か所5件に留まっている (表1)．
ただし安達 (2010) は伊丹市昆虫館の方の話として，伊
丹市昆陽池公園では 2005 年ごろから毎年幼虫が見られ
るという情報を載せており，同館公式ブログには 2021
年 10月 21日に幼虫と蛹，2022年 12月 27日には成虫，
2023 年 10 月 25 日と 11 月 29 日には幼虫が確認され
たことが掲載されている．

誰もが参加できる形での情報収集を実施
NPO 法人こどもとむしの会では，兵庫県版レッドリ

スト掲載種とスタッフがリストアップした「気になる虫」
の確認情報を広く募集する取組，『みんなも、昆虫調査員』
を 2021 年度から行っている．具体的には佐用町昆虫館
公式ブログに設けられた入力フォームから情報を送信し
ていただくもので，子どもから大人まで非常に多くの方
が参加してくださっている．

この取組は元々 2022 年度の兵庫県版レッドリスト
( 昆虫類 ) の改訂のための情報収集を目的としたもの
だったが誰もが楽しめるイベントとしても好評だったた
め，改訂終了後の 2023 年度は『みんなも、昆虫調査員！
このむし、みつけたら、おしえてね【MM：むしみっけ 
2023 年版】』( 以下，「MM2023」と表記 ) として，対
象種を「気になる虫」に限定する形で継続した．

今回，対象種に初めてシンジュキノカワガを含め，
幼虫にクローズアップした記事を作成して佐用町昆虫館
公式ブログ及びメーリングリストで発信したところ，多
くの方が情報を提供してくださり，その件数はスタッフ
の予想を遥かに上回るものとなった．これにより本種が
大発生を起こしていることが明らかになった．

兵庫県全域から多数の情報
MM2023 で提供された情報に，こどもとむしの会会

員からの私信や筆者自身による確認記録等を加えたもの
が表 2 で，その数は兵庫県内から 108 件 (86 か所 )( 図
1)，岡山・京都・大阪・奈良の 4 府県から 17 件 (17 か所 )
の合計 125 件にのぼる．これらの新しい情報は兵庫県
内では北は豊岡市南部から南は南あわじ市まで，西は佐
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表 1．「きべりはむし」において第 46 巻 (2023 年発行 ) 以前に報告された兵庫県下のシンジュキノカワガの記録．

図 1．兵庫県内におけるシンジュキノカワガの記録．

【『きべりはむし』において第 46 巻 (2023 年発行 ) 以前に発表された記録】
◆成虫　●成虫以外

【今回新たに発表する記録】
◆成虫　●成虫以外

用町から東は西宮市までと，日本海沿岸部を除く県下全
域から寄せられており，成虫を含むものが 26 件 (21 か
所 )，幼虫を含むものが 44 件 (36 か所 )，蛹や繭，繭殻
を含むものが 69 件 (61 か所 ) ある．

なお，表 2 に掲載した投稿文は個人情報の保護や読
みやすさを考慮して筆者の責任で一部添削していること
をご了承いただきたい．近藤伸一氏及び筆者の記録につ
いては近藤 (2024ほか )及び髙橋 (2024a)と重複するが，

「MM2023」で提供されているものを中心に一部を掲載
しておく．

発見された時期と場所
成虫が発見された時期

兵庫県内での成虫の新たな情報 26 件 (21 か所 ) は，
年次別では 2022 年に 3 件，2023 年に 19 件，2024
年に 4 件，月別では 1 月に 2 件，3 月に 2 件，8 月に 2 件，
9 月に 2 件，10 月に 7 件，11 月に 7 件，12 月に 4 件で，
10 月以降に多くなった ( 図 2 ～図 9)．

このうち 2023 年の最も早い記録は 8 月 6 日 ( 洲本
市 )，次いで 8 月 11 日 ( 姫路市 )( 図 4) で，国内外から
の飛来かもしれないが，後述する西宮市仁川渓谷以外に
も 7 月に幼虫が発生していた場所が存在した可能性も
考えられる．一方，遅い記録は12月26日(神戸市)(図9)
で，同月 13 日に神戸市，15 日に三田市 ( 図 8) で生体が，
18 日には羽化不全の死骸がたつの市で発見されている．

2024 年の 1 月と 3 月に発見された成虫については
後述する．

(1) 成虫の記録
年 月日 場所 ステージ 数 採集・撮影者 出典 巻号 備考

1954 8 月 1 日 西宮市甲子園 成虫 1 ♀ 阿部 駿一

高島（2001） 29(2)
1965 9 月 6 日 高砂市 成虫 1ex. 岡本 清

高砂市曽根町松陽高校または
米田町 ( 岡本，1997)

1991 10 月 30 日 南淡町 ( 南あわじ市 ) 阿万上町 成虫 1ex. 藤平 明
1996 10 月 18 日 関宮町 ( 養父市 ) 鉢伏高原 成虫 1 ♀ 永瀬 幸一
1998 10 月 15 日 和田山町 ( 朝来市 ) 久世田 成虫 1ex. 柴田 剛
2007 11 月 1 日 神戸市須磨区中落合 成虫 1 ♀ 小西 堯生 小西（2009） 32(1) 街灯に飛来
2011 11 月 19-20 日 佐用町船越 成虫 1ex. 池田 大 池田・阪上（2016） 38(2) ライトトラップ

2015
10 月 21 日 市川町屋形 市川 PA 成虫 1ex. 髙橋 輝男 髙橋（2016） 39(1) 地下通路
10 月 23 日 市川町屋形 市川 PA 成虫 1 ♂ 久保 弘幸 久保（2016） 38(2) 上記と同一個体の可能性あり
11 月 9 日 宍粟市波賀町 音水渓谷 成虫 1ex. 阪上 洸多 池田・阪上（2016） 38(2) ライトトラップ

2016 10 月 15 日 市川町屋形 市川 PA 成虫 1ex. 髙橋 輝男 髙橋（2016） 39(1) 同一場所で 2 年連続の確認

2017
10 月 25 日 市川町屋形 市川 PA 成虫 1 ♂ 髙橋 輝男 髙橋（2017） 40(1) 同一場所で 3 年連続の確認10 月 29 日 市川町屋形 市川 PA 成虫 1 ♀ 髙橋 輝男
10 月 14 日 養父市丹戸 鉢伏山 成虫 1ex. 青木 宏太

松尾（2020） 43(1) ライトトラップ2019 10 月 19-20 日 養父市丹戸 鉢伏山 成虫 1ex. 坪田 瑛
10 月 25-26 日 養父市丹戸 鉢伏山 成虫 1ex. 松尾 隆人

2021
9 月 26 日 香美町村岡区 東鉢伏高原 成虫 1ex. 髙橋 輝男

坪田・髙橋（2021） 44(2) ライトトラップ9 月 30 日 香美町村岡区 東鉢伏高原 成虫 1ex. 坪田 瑛
10 月 13 日 香美町村岡区 東鉢伏高原 成虫 4exs. 髙橋輝男・坪田 瑛

(2) 幼虫等の記録
年 月日 場所 ステージ 数 採集・撮影者 出典 巻号 備考

1949 9 月 柏原町 ( 丹波市 ) 柏原 幼虫 不明 山本 義丸
山本（1996）
高島（2001）

24(2)
29(2)

2006 9 月 28 日 伊丹市昆陽池町
幼虫
繭、繭殻

約 50
約 20

安達 誠文 安達（2010） 32(2)
10/16 ～ 26 に 32 頭が羽化

2007 11 月 21 日 伊丹市昆陽池町 幼虫 8 安達 誠文
2016 9 月 22 日 西宮市甲山広河原 幼虫 7 石川 佳史 石川（2017） 39(2) 10/11 に 2 頭が羽化

2021 8 月 21-22 日 たつの市新宮町光都 幼虫 8 髙橋 弘樹ほか 髙橋（2022） 45(1)
終 齢 幼 虫．9/6 ～ 8 に 6 頭 が
羽化
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(1) 兵庫県内の記録

年 月日 場所 ステージ 数 発見者
（敬称略） 発見場所の詳細と状況 情報提供方法

2017 10 月 5 日 たつの市御津町朝臣 
みはらしの森 幼虫 1 茂見 節子 みはらしの森東側の林縁にそれほど背の高くないニワウルシがたくさんあり、そこで発見した。 私信

2021 9 月 26 日 たつの市御津町朝臣 
みはらしの森 幼虫 4 茂見 節子 2017 年と同じ場所で発見した。 私信

2022 9 月 1 日 西宮市越水社家郷山 幼虫 多数 中本 和恵

県道 16 号線仁川渓谷沿いの旧道、道路脇から生えているニワウルシにたくさんいました。幼虫を見つけて家に
持ち帰ると、すぐに繭を作り出しました。羽化したので元の場所に放しに行くと、すぐに写真 ( 図 2) のような
形で枝に止まりました。シンジュキノカワガはきれいな変わった模様だなと思っていましたが、木にたかってい
るのを見ると、その模様の意味がわかりました。近くをよく見ると羽化した後の繭がたくさん木についていまし
たが、成虫は見つけられませんでした。

MM2023

2022 10 月 10 日 たつの市新宮町光都 幼虫、繭、
繭殻

1 0 、 5 、
1

髙橋弘樹・
三村剣義

車道脇とその周辺のニワウルシ群生地。
樹高 1m 程のニワウルシの幹で繭と繭殻、葉裏で 2.5cm ほどの幼虫を発見し幼虫 3 頭と繭 5 個を採集。前年 8
月にも同じ場所で幼虫を採集 ( 髙橋，2022)。

筆者確認

2022 10 月 14 日 上郡町金出地 成虫 1ex. 髙橋 弘樹 渓谷沿いの道路脇で行ったライトトラップに 19 時半ごろ飛来。撮影後に飛翔したところを白幕のすぐ近くまで
突っ込んできたコウモリに捕食された。 筆者確認

2022 11 月 3 日 姫路市豊富町 豊富 PA 成虫 1ex. 三村 剣義 播但連絡道路豊富パーキングエリア。夜間、外灯で発見。 私信
2022 11 月 5 日 姫路市豊富町 豊富 PA 成虫 1ex. 久保 弘幸 外灯の支柱に止まっていた。 私信

2023 7 月 21 日 西宮市越水社家郷山 幼虫 6 以上 中本 和恵
県道 16 号線仁川渓谷沿いの旧道。シンジュの木は擁壁の中ほどに生えており、しっかりとは数えられてません
が、少なくとも 6 匹はいました。大きさは、終齢？かその一歩手前くらい？のものが多く、1 匹まだ小さいもの
もいました。

MM2023

2023 8 月 6 日 洲本市鮎屋 鮎屋ダム 成虫 1ex. 井嶋 航 林のハゼ？ウルシの木の幹についていました。撮影前に飛び立ってしまい、撮影できず…他に見た目で似ている種
がなければ確定だと思っていますが…捕りたかった。航曰く、模様が寝ている人みたいに見えたとのことです。 MM2023

2023 8 月 11 日 姫路市豊富町 豊富 PA 成虫 1ex. 三村 剣義 外灯の下、地面にいた。 MM2023

2023 8 月 26 日 姫路市石倉 
石倉峯相の里 幼虫、繭 多数 北詰涼太・

北詰青葉
遊歩道脇に群生するニワウルシで確認した。若木の葉はほぼ食い尽くされ、地面をさまよう幼虫も多かった。幹
には多くの繭が付着していた。

私信、筆者現
地確認

2023 9 月 3 日 姫路市安富町皆川 成虫 1ex. 前田 清隆

約 50 メートル程の距離の間にシンジュの樹が数十本と生えていて、成虫はシンジュの樹の周囲を飛翔（ホバリ
ング）していましたが、撮影には飛翔が止まる気配がなかった為に、さっさと捕獲に至りました。飛んでる外見
は、前翅は黒っぽくて、後翅が真黄色のキシタバのような昆虫が、トリバネアゲハの小型版の蝶がホバリングし
ているような様子で、どんな昆虫が飛んでいるのかは、判別できませんでした。捕虫網で捕獲して、網の中の姿
でシンジュキノカワガと判別が出来た次第です。

個 人 ブ ロ グ か
ら 一 部 改 変 の
上引用 ( 筆者聞
取り )

2023 9 月 4 日 たつの市新宮町光都 幼虫 50 以上 髙橋 弘樹 車道脇とその周辺のニワウルシ群生地。３年連続、同じ場所、同じ木での幼虫発見です。幼虫のサイズは 1.1cm
から終齢の 4.1cm までバラバラです。 MM2023

2023 9 月 4 日 たつの市新宮町光都 卵 15 髙橋 弘樹
上記の幼虫と同時に本種の卵と思われるものをニワウルシの葉裏で発見したので、持ち帰って管理していたところ
、9 月 7 日 15 時 12 分に孵化を確認しました。卵から頭を覗かせ、体全体が抜け出るまで約３分。卵殻は食べる個
体と食べない個体があるようです。

MM2023

2023 9 月 6 日 たつの市新宮町光都 成虫 1 ♂ 1 ♀ 髙橋 弘樹

卵を発見したのでもしかするとと思い、すぐ近くでライトトラップを行ったところ、1 ♂ 1 ♀が飛来しました。
飛来時刻は♀が点灯約 1 時間後の 20 時 30 分頃，♂が 21 時 39 分。ニワウルシの藪では繭や繭殻は１個も見つ
からなかった（ニワウルシは昨年末と今年の梅雨頃にほぼ全て根際から伐採されている）ため、直近にこの場所
、少なくとも道路際の目立つところで羽化した成虫ではないと思われます。

MM2023

2023 9 月 7 日 姫路市安富町皆川 幼虫 60 以上 前田 清隆

道沿いに生えていて、枝が手元に手繰り寄せれるニワウルシ約 15 本前後を調べると日向に生える樹の葉の裏側に
初齢の幼虫から 5 齢幼虫までが確認できました。初齢にはまだ黄色と黒の縞模様はありませんが、2 齢幼虫以降は
黄色と黒の縞模様があります。初齢が約 30 匹ほど、2 齢から４齢までが約 10 匹ほど、5 齢が 21 匹が確認できま
したが、樹が高すぎて確認できなかった樹もある事から、それ以上の個体数が存在すると思われます。

個 人 ブ ロ グ か
ら 一 部 改 変 の
上引用 ( 筆者聞
取り )

2023 9 月 12 日 佐用町下徳久 幼虫、繭 ２、２ 末宗 安之 国道脇の法面、樹高２m 程度のニワウルシの葉（幼虫）、地上から 1 ｍほどの幹（繭）若いニワウルシの葉が荒
っぽく食べられていたので近寄って確認しました MM2023

2023 9 月 12 日 たつの市揖西町小神 幼虫 多数 茂見 節子 山裾のニワウルシで多数見られた。 私信

2023 9 月 15 日 佐用町西下野 幼虫 1 末宗 安之 国道脇の荒れ地、樹高 2 ｍ程度の若いニワウルシに絡んだクズの葉裏。ニワウルシの葉が大部分食べられて無くな
っているので近づいたところ、絡んでいるクズの葉裏に 1 頭だけ確認できました。 MM2023

2023 9 月 16 日 佐用町船越 幼虫 多数 末宗 安之
佐用町昆虫館の近くの県道沿いにニワウルシの木があり、たくさんの葉が食べられた跡があるので近づいてみる
と、今年は各地で良く見つかっているシンジュキノカワガの幼虫がたくさん確認できました。今日は昆虫館の成
虫標本と並べて展示しました。タイガースファンには気になる（？）虎模様の配色です。

佐用町昆虫館
公式ブログ

2023 9 月 16 日 朝来市川上 幼虫 多数 近藤 伸一 青倉山の麓。この周辺ではシンジュが多く生育している。シタベニハゴロモは未確認。 MM2023

2023 9 月 17 日 佐用町船越 幼虫 50 以上 末宗 安之 道の駅ちくさ手前の県道脇の法面に生えているニワウルシ。幼虫の個体数が非常に多く、葉を食べつくされた木
から幼虫が多数降りてきていました。ガードレールにも多数の幼虫が徘徊していました。 MM2023

2023 9 月 17 日 丹波市柏原町柏原 
丹波の森公苑 幼虫 多数 八木 剛 丹波の森公苑のニワウルシにたくさんいた。 佐用町昆虫館

公式ブログ
2023 9 月 19 日 朝来市桑市 幼虫、繭 多数 近藤 伸一 MM2023
2023 9 月 19 日 朝来市上八代 幼虫、繭 多数 近藤 伸一 MM2023
2023 9 月 19 日 朝来市多々良木 幼虫、繭 多数 近藤 伸一 MM2023
2023 9 月 19 日 朝来市立脇 幼虫、繭 多数 近藤 伸一 MM2023
2023 9 月 24 日 養父市浅野 繭 8 近藤 伸一 大屋川の左岸付近　ニワウルシ 3 本の低木に蛹 8 個体 MM2023
2023 9 月 25 日 養父市森 繭 6 近藤 伸一 建屋川の支流の谷沿い MM2023
2023 9 月 25 日 養父市長野 幼虫、繭 1、5 近藤 伸一 MM2023

2023 9 月 25 日 宍粟市山崎町土万 
八重谷峠付近 幼虫、繭 多数 久保 弘幸

県道沿いのニワウルシとその周辺。2 週前にはたくさん葉があった木のうち、10 株ほどは完全丸坊主で、残りの
木にも幼虫が多数いました。繭がないのかと探してみると、ニワウルシの木立に囲まれた電柱にありました。高
さは地上 30cm から 3m ほどまで。木立から 3m 程離れたガードレールの裏にも繭を作っていました。蛹化の時
にかなり動くのかと思って 10m ほど離れた道の反対側を調べると幼虫が 1 頭うろついていました。完全丸坊主
の木では葉柄を齧った痕跡が見られました。

私信

2023 9 月 26 日 佐用町小日山 幼虫、繭 50 以上 末宗 安之
大日山川沿いの県道脇の荒れ地に自生しているニワウルシ。
ニワウルシの葉がほとんど無くなっているので近づいてみると、幹がいぼ状に見えるほど多数の繭と食べる葉が
無くなって徘徊している幼虫を確認しました。

MM2023

2023 9 月 26 日 朝来市佐嚢 繭 21 近藤 伸一 神子畑川沿いの国道 429 号付近 MM2023
2023 9 月 27 日 朝来市川上 幼虫、繭 34、5 近藤 伸一 伊由谷川の上流、県道沿い。まだ幼虫が多い MM2023
2023 9 月 29 日 朝来市山東町与布土 幼虫 50 以上 近藤 伸一 伊由峠から東へ約 1km の地点、谷沿い。県道沿いに、高さ 2m 程度のシンジュが多数生育 MM2023

2023 10 月 4 日 姫路市夢前町寺 
ゆめさきの森公園 成虫、繭 1ex.、多

数 匿名 羽化直後。池の横の手すりの下にぶら下がってた。近くに繭らしきものがたくさんありました MM2023

2023 10 月 4 日 朝来市田路 繭 1 近藤 伸一 神子畑川の上流、国道 429 号の笠杉トンネルの東側。国道沿い。笠杉トンネルの西側の宍粟市一宮町では、シン
ジュキノカワガは見つからず。 MM2023

2023 10 月 5 日 朝来市和田山町久世田 繭 10 近藤 伸一 播但道の和田山パーキングエリア付近。谷筋、道路沿い MM2023
2023 10 月 5 日 朝来市和田山町三波 繭 1 近藤 伸一 和田山町藤和集落の東側、県道 136 号線沿いの藤和峠付近 , MM2023

2023 10 月 10 日 たつの市御津町朝臣 
みはらしの森 幼虫 4 匿名 葉にいた。写真の植物名は分かりませんが、カラスザンショウの葉裏にもいました。 MM2023

2023 10 月 10 日 朝来市佐嚢 繭 5 近藤 伸一 佐中川沿い、佐中集落付近 MM2023

2023 10 月 13 日 三田市波豆川 成虫 1ex. 仲山 颯祐
キャンプ場の街灯に飛来していた。
吉田さんと一緒にライトトラップをしていました。するとスズメガのような蛾が街灯に飛来し、近くの木に止ま
ったがどこに止まったかわからず吉田さんに獲ってもらったらシンジュキノカワガだった。

MM2023

表 2．今回新たに発表するシンジュキノカワガの記録．
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年 月日 場所 ステージ 数 発見者
（敬称略） 発見場所の詳細と状況 情報提供方法

2023 10 月 14 日 三田市香下 繭、繭殻 20 以上 島岡 優 北 摂 里 山 街 道 沿 い、 砂 利 の 敷 か れ た 駐 車 場 の よ う な と こ ろ に ニ ワ ウ ル シ が ぽ つ ん と １ 本。
仲山くんの情報に触発されて、探してみました。 MM2023

2023 10 月 14 日 三田市香下 幼虫、繭、
繭殻 多数 島岡 優 ガラス工芸館に続く道沿い、建材置き場のようなところに小さなニワウルシが数本。上記の情報と近い場所です

。 MM2023

2023 10 月 15 日 洲本市奥畑 幼虫、繭 5 以上 三村 剣義 道路沿い。ニワウルシめっちゃ散らかってたので蛹を探してみたら、幼虫も蛹もたくさんいました。 MM2023
2023 10 月 15 日 丹波篠山市本郷 繭 多数 島岡 優 山際の道路沿い。２本だけニワウルシがあり、幹には大量に繭がありました。 MM2023

2023 10 月 15 日 丹波篠山市火打岩 幼虫、繭
成虫

多数
１ex. 島岡 優 山道に入る手前の左右の道路沿い。ニワウルシはほぼ丸坊主で、成虫も一頭だけ飛び立つのを見ました。繭には

蛹がたくさんいました。幼虫もいました。 MM2023

2023 10 月 15 日 丹波篠山市小枕 繭 多数 島岡 優 山道の道路際。三田市との境に近い所です。ニワウルシは数本でした。繭からめくり蛹も確認しました。 MM2023

2023 10 月 20 日 たつの市新宮町光都
幼虫
繭
成虫

20 以上
多数
１ex.

髙橋 弘樹

車道脇とその周辺のニワウルシ群生地。定点観察地点の様子です。成虫と繭、これから繭を作るであろう幼虫が
一枚の画像に収まりました。幼虫は 2cm のものが１頭いた他は 3.5 ～ 4.5cm の終齢かそれに近いものばかりで、
若齢は見当たりませんでした。蛹はそれぞれの木の幹にビッシリ付いています。ニワウルシの大木はすでに落葉
していますが、今年はさすがに実がほとんど見られませんね。

MM2023

2023 10 月 21 日 姫路市打越 白鳥 PA 幼虫 3 八木 剛 山陽道白鳥 PA 東行き、北側の道沿い。 MM2023

2023 10 月 21 日 赤穂市御崎 
赤穂海浜公園 幼虫、繭 多数

八木、安岡
、末宗、茂
見、炭本、
北詰ほか

海洋科学館周辺。
若齢から繭まで大量。 MM2023

2023 10 月 21 日 上郡町金出地 繭、繭殻 多数 髙橋弘樹・
三村剣義

車道のガードレール。ガードレールの各所に灰色の繭が多数付着していた。ほとんどが羽化済みだったがまだ蛹
のものもいくつかあった。谷底には葉の無い大きなニワウルシが複数あり、樹から降りたのちに擁壁をよじ登っ
て蛹化したものと思われる。

筆者確認

2023 10 月 25 日 南あわじ市八木養宜上 幼虫 3 八木 剛 小河川沿い。幼木に数匹。近くに大木あり。 MM2023

2023 10 月 26 日 相生市矢野町瓜生 繭、繭殻 5 髙橋 弘樹 県道４４号線沿いの山裾、道端のニワウルシ。ニワウルシが数本あり、樹高５ｍほどのものの枝についていた。
葉はすでに無く、幼虫もいなかった。 MM2023

2023 10 月 26 日 相生市矢野町能下 繭、繭殻 4 髙橋 弘樹
能下川護岸上、ニワウルシの枝。樹高 5m 超のニワウルシが 1 本あり、9 月末ごろから本種独特の食痕が車窓か
ら視認できていた。藪漕ぎしやすい時期になったので接近してみると手が届く範囲に今年の繭が４つあり、その
うち 1 つはまだ蛹が入っているようだった。（生死不明）

MM2023

2023 10 月 26 日 朝来市山東町大内 繭 1 近藤 伸一 国道 9 号線の北側 MM2023
2023 10 月 26 日 朝来市山東町粟鹿 繭 2 近藤 伸一 粟鹿山の北麓 MM2023
2023 10 月 26 日 朝来市山東町柴 成虫、繭 1ex.、8 近藤 伸一 国道 427 号線沿い MM2023
2023 10 月 26 日 朝来市山東町柴 繭 6 近藤 伸一 遠阪峠の西側 MM2023
2023 10 月 26 日 朝来市和田山町竹田 繭 50 近藤 伸一 金梨山の南麓 MM2023
2023 10 月 26 日 朝来市山東町迫間 繭 1 近藤 伸一 金梨山の南麓 MM2023
2023 10 月 27 日 朝来市山東町野間 繭 12 近藤 伸一 国道 9 号線・磯部川の北側 MM2023
2023 10 月 27 日 朝来市和田山町白井 繭 4 近藤 伸一 夜久野ヶ原 MM2023
2023 10 月 28 日 養父市大屋町宮垣 幼虫、繭 1、1 近藤 伸一 琴引峠の南側 MM2023
2023 10 月 29 日 朝来市佐嚢 成虫、繭 1ex.、2 近藤 伸一 国道 429 号線・神子畑川沿い MM2023
2023 10 月 29 日 宍粟市一宮町百千家満 繭 10 近藤 伸一 国道 429 号線・揖保川沿い MM2023
2023 10 月 30 日 朝来市和田山町立ノ原 幼虫、繭 1、5 近藤 伸一 国道 9 号線の和田山大橋付近・円山川沿い MM2023
2023 10 月 30 日 養父市養父市場 幼虫 1 近藤 伸一 円山川に架かる千石橋の上流の右岸側 MM2023
2023 10 月 30 日 養父市八鹿町宿南 幼虫、繭 1、5 近藤 伸一 円山川の左岸側の堤防 MM2023

2023 11 月 1 日 神戸市東灘区西岡本 成虫 1ex. 匿名 自宅マンション、エントランスの天井。自宅マンション裏が林になっていて、いろいろな昆虫が来る。シンジュ
があるかは未調査ですみません。 MM2023

2023 11 月 3 日 たつの市新宮町光都
成虫
幼虫
繭、繭殻

1 ♂
3
多数

髙橋 弘樹

定点観察地点でのライトトラップに 1 ♂が飛来しました。飛来時刻は 19:50、気温は 14 度程度です。他にも飛
んでいたのかもしれませんがコウモリが多かったため捕食されている可能性があります。周辺のニワウルシはほ
とんど落葉し、わずかに残った葉に終齢幼虫２頭と終齢手前と思われる幼虫が１頭いました。幹には多くの繭が
見られましたが、ほぼ羽化済みのようです。

MM2023

2023 11 月 3 日 淡路市多賀 幼虫 多数 島岡 優・
八木剛 山際。目の前には田畑。若いニワウルシがスポット的に密集していました。 MM2023

2023 11 月 5 日 丹波篠山市小原 幼虫、繭 複数 島岡 優 国道 173 号線沿い。工事用車両出入り口付近。周辺にもニワウルシがあり、蛹が付いていた。 MM2023

2023 11 月 5 日 丹波篠山市小田中 繭 多数 島岡 優 国道 173 号線沿いの空き地。写真は大きなニワウルシに一つ蛹が付いていたものですが、周辺の小さなニワウル
シにかなり多くの蛹が付いていました。 MM2023

2023 11 月 5 日 三田市大畑 幼虫、繭 複数 島岡 優 畑と国道 176 号線の間の斜面。切り株の脇から出てる、ひこばえが成長した枝に多数の蛹がありました。幼虫も一匹
見つかりました。同じようなニワウルシが周辺に複数ありました。定期的に手入れされている斜面かと思います。 MM2023

2023 11 月 5 日 福崎町田口 幼虫、繭 多数 近藤 伸一 七種川沿い MM2023
2023 11 月 5 日 福崎町高岡 繭 5 近藤 伸一 七種川沿い MM2023

2023 11 月 11 日 たつの市新宮町光都 幼虫
繭、繭殻

7
多数 髙橋 弘樹

定点観察地点。ニワウルシはほぼ落葉し、残ったものもほぼ食い尽くされ、わずかな小葉の裏に終齢幼虫が見ら
れた。葉柄を齧っているものもいた。繭は多数あり、蛹の状態のものもいるにはいるが、ほぼ羽化済み。雨風で
幹から脱落しかかっている繭殻も見られた。

筆者確認

2023 11 月 11 日 姫路市安富町 安富 PA 成虫 1ex. 石川元貴・
石川大馳 トイレの壁に静止していた。 私信

2023 11 月 11 日 西宮市越水社家郷山 繭、繭殻 多数 中本 和恵
県道 16 号線仁川渓谷沿いの旧道。７月と同じシンジュの木を観察したところたくさんの繭がついていたのです
が、そのほとんどが穴が開いていました。( 寄生されてたのかな？ ) 記念に穴の開いた繭の付いた枝を折って持
ち帰ったのですが、家でよく見たら、まだ生きているサナギのはいった繭がありました。

MM2023

2023 11 月 12 日 三田市下相野 繭、繭殻 9 島岡 優 高速道路と側道の間の空き地。若いニワウルシがたくさん生えていました。繭を 9 つみつけ、そのうちの 1 つだ
け蛹が入っていました。事前に Google でニワウルシのようなものを見つけてから行きました。 MM2023

2023 11 月 19 日 宍粟市山崎町青木
成 虫、 前
蛹、 蛹、
繭殻

1ex.、不
明、20、
多数

島岡 優
高速道路下の開けた場所。ニワウルシが大量に生えていました。成虫は、羽化直後の 1 頭のみ樹皮に止まってい
るものを発見、蛹は、腹をぐるぐる動かすのが 2 頭、翅の模様が透けているのが 4 頭、死亡と思われるもののう
ち黒いのが 4 頭、まだ茶色いのが 10 頭でした。抜け殻はたくさんありました。

MM2023

2023 11 月 20 日 宍粟市山崎町青木 繭 30 近藤 伸一 切窓峠の東側 MM2023
2023 11 月 20 日 宍粟市山崎町土万 繭 20 近藤 伸一 八重谷峠の東側 MM2023

2023 11 月 21 日 たつの市龍野町
中霞城 龍野公園

前蛹、蛹、
繭殻

1 、 3 、
多数 末宗 安之 龍野公園聚遠亭付近の駐車場脇のニワウルシ。既に羽化した繭がたくさんあり、その中で穴が開いていないもの

を触ると中で蛹が動くものが 3 つ。一番新しい状態の繭をめくると前蛹が入っていました。 MM2023

2023 11 月 23 日 三田市弥生が丘 人と自然
の博物館入口付近 成虫 1ex. 八木 剛 柱に止まっていた。新鮮な個体。逃げたのではないと思います。" MM2023

2023 11 月 26 日 神戸市西区押部谷福住 繭、繭殻 1 島岡 優 道路と道路の間に１本の大木があり、１０本位の幼木の一つに蛹、もしくは抜け殻を信号待ちの車から発見しました。 MM2023
2023 11 月 27 日 朝来市和田山町枚田岡 幼虫、繭 11、20 近藤 伸一 与布土川右岸の堤防 MM2023

2023 12 月 8 日 たつの市新宮町光都 幼 虫（ 死
骸） 1 髙橋 弘樹 定点観察地点。伐採済みのニワウルシの群生地に残された大木の切り株から伸びた細いひこばえの幹上。終齢幼

虫が幹に引っかかったまま絶命していた。 筆者確認

2023 12 月 13 日 神戸市北区ひよどり台南町 成虫 1ex. 匿名 自宅の外壁に止まっていた。 MM2023

2023 12 月 15 日 三田市弥生が丘 神戸電鉄
フラワータウン駅構内 成虫 1ex. 八木 剛 壁に止まっていました。 MM2023

2023 12 月 18 日 たつの市新宮町光都 成 虫（ 死
骸） 1 ♀ 髙橋 弘樹 ニワウルシの株元の落ち葉の上で羽化不全の状態で死亡していた。 筆者確認

2023 12 月 21 日 豊岡市日高町浅倉 繭 2 近藤 伸一 私信
2023 12 月 26 日 神戸市東灘区本山南町 成虫 1ex. 石川 大馳 友達のマンションの階段の天井にいました。つかまえると、死んだふりをしたそうです。 MM2023

表 2．続き．



-9-

きべりはむし，47 (1)，2024．

年 月日 場所 ステージ 数 発見者
（敬称略） 発見場所の詳細と状況 情報提供方法

2024 1 月 13 日 洲本市栄町 成虫 1ex. 山本 明生
市街地の住宅前。コンクリの上。気象庁の洲本市のデータを調べたら、この日の最高気温は 11.5℃、最低気温
5.0℃。前日は 2℃ぐらいまで下がってました。ほとんど動かなかったらしいので、死にかけてたのかもしれませ
んね。

MM2023

2024 1 月 28 日 相生市野瀬 成虫 1ex. 坂本 まり子
日当たりのよい海沿いの斜面、刈り払い途中の笹と雑木の藪。( 私有地 ) 数十年放置された土地の刈り払いを行
っている途中に本種の成虫１頭を見かけ、撮影した。発見したのは気温 10℃ほどの晴れた日中で、５分間ほど
積み上げた笹や雑木に止まったり、周辺をひらひら飛んだりしていたが、目を離している間に姿を消していた。

筆者聞き取り
（MM2023)

2024 2 月 2 日 朝来市立脇 蛹 1 近藤 伸一 繭を開き、生存している蛹を採集。 私信
2024 2 月 9 日 朝来市立脇 蛹 1 近藤 伸一 繭を開き、生存している蛹を採集。 私信
2024 2 月 27 日 朝来市和田山町竹田 蛹 1 近藤 伸一 繭を開き、生存している蛹を採集。 私信

2024 3 月 9 日 姫路市林田町
中山下付近 繭殻、蛹 多数 三 村 貴 之

・寛子

道路沿いのニワウルシ。手に届くところの繭を開けていった。ほとんどが寄生、羽化済、動かない蛹だったが、
１つお尻がゆっくり動く個体がいた。激しく動くことはなかった。動画を撮ろうと試みたが、かすかに動くが撮
影はできなかった。その後、林田川沿いのニワウルシ群を確認。道路沿い同様、寄生、抜け殻が多い。動かない
蛹は、中で縮んでしまって透けているものが多かった。その中で１つ色の違う蛹を確認。動いたため、再度動画
撮影を試みるが、触りすぎたため傷が入ったか？しばらくして体液が出てきた。動いた個体 2 と、寄生されてい
ない個体 4 を持ち帰り、自宅で日当たりのいい南東の位置に置き、羽化するか観察中。

私信

2024 3 月 10 日 相生市野瀬 成虫 1 ♂ 坂本 まり子
日当たりのよい海沿いの斜面 ( 私有地 )。窓から外されて野外に置かれているアルミサッシの隙間に静止してい
た。アルミサッシには日中、日が当たっており、その表側で見つかった。

筆 者 確 認
(MM2023)

2024 3 月 11 日 高砂市阿弥陀町長尾 蛹 1 三村 寛子 荒れ地。よく行く場所なのですが、全く気が付かなかったです。蛹が入っていたので、生きてるか死んでるかわ
からないですが持ち帰りました。( その後、死亡を確認。) MM2023

2024 3 月 18 日 宍粟市山崎町土万 蛹 ( 死骸 ) 8 久保 弘幸 繭のうち１５個ほどを触って確認し、中に個体があった８個を開いたが、蛹は全て死亡していた。他に寄生の脱
出孔がある繭が 1 つあった。 私信

2024 3 月 22 日 三田市尼寺付近 蛹 ( 死骸 )
繭殻

54
31 島岡 優 有馬富士の麓の空き地。蛹は全て死骸でした。 MM2023

2024 3 月 23 日 加西市畑町 繭殻 1 島岡 優 加西インターの上り側の高架のトンネルの入り口付近の壁。１個体のみ見つかりました。中を触ると抜け殻でし
た。 MM2023

2024 3 月 27 日 三田市大原 
有馬富士公園

蛹 ( 死骸 )
繭殻

1
8 島岡 優 有馬富士公園内森林公園、芝生広場の垣根の中。広場の垣根の中からニワウルシが２本生えていて、そのうちの

１本にありました。蛹の死骸は寄生痕がありました。 MM2023

2024 3 月 30 日 三木市別所町高木 蛹 ( 死 骸 )
繭殻

8
11 久保 弘幸 道路脇のシンジュ。19 繭中、8 個体に蛹が残っており、全て死亡蛹。他は羽化済み。 私信

2024 3 月 30 日 淡路市尾崎 成虫 1 ♀ 井嶋 幸司 灯火採集にて。まさかの飛来でした。19 時 40 分頃、灯火前の地面に落ちていました。 MM2023

(2) 兵庫県以外の記録

2023 9 月 11 日 岡山県美作市平福 繭 3 末宗 安之 国道脇の法面、樹高 3m 程度のニワウルシの地上から１ｍほどの幹。若く、元気の良いニワウルシの葉に荒っぽ
い食痕があるので近づいてみたところ、既に幼虫から蛹になっていた。 MM2023

2023 9 月 11 日 岡山県美作市蓮華寺 幼虫 16 末宗 安之 県道沿いの荒れ地に生えている樹高 1m ～２ｍ程度の若いニワウルシ。この蛾の幼虫は終齢になると食欲旺盛ら
しく、不自然に葉がかじられて無くなっている若いニワウルシをルッキングすると見つけやすかったです。" MM2023

2023 9 月 12 日 岡山県美作市竹田 繭 1 末宗 安之 国道脇の荒れ地に生えている樹高３ｍ程度のニワウルシの樹幹。地上から 1m 程度。若いニワウルシの葉が荒っ
ぽく食べられた跡が見えたので近づいてみると繭（蛹）が確認できました。 MM2023

2023 9 月 12 日 奈良県明日香村栢森 
飛鳥川河川敷 幼虫 多数 池田 大 同地では 9 月 2 日の時点で弱齢幼虫確認。現在は弱齢～終齢まで幅広くいました。 MM2023

2023 9 月 12 日 奈良県吉野町千股 芋峠 幼虫 約 20 池田 大 MM2023

2023 9 月 12 日 奈良県吉野町千股 幼虫 3、 死 骸
多数 池田 大 葉を食べつくし飢餓になったのか、死んだ幼虫と蛹が複数ありました。 MM2023

2023 10 月 5 日 奈良県五條市野原西 幼虫、繭 多数 池田 大 吉野川（紀の川）左岸 MM2023

2023 10 月 7 日 大阪府枚方市磯島
淀川河川敷 幼虫 3 植田 義輔 セイタカヨシ群落の縁にシンジュ幼木（高さ 1.5m 程度）が 6 本生育 MM2023

2023 11 月 2 日 大阪府枚方市枚方上之町 成虫 1ex. 植田 義輔 アパートの外壁 MM2023
2023 11 月 4 日 京都府福知山市談 繭 45 近藤 伸一 国道 429 号沿い・梨木峠の東側 MM2023
2023 11 月 4 日 京都府福知山市談 繭 13 近藤 伸一 国道 429 号沿い・榎峠の北側 MM2023

2023 11 月 4 日 京都府福知山市夜久
野町千原 繭 20 近藤 伸一 千原峠の北側 MM2023

2023 11 月 4 日 京都府福知山市夜久
野町小倉 繭 6 近藤 伸一 山陰本線の上夜久野駅の南東側 MM2023

2023 11 月 5 日 京都府京丹波町八田 繭 複数 島岡 優 国道 173 号線沿い。車通りの多い道沿い、ガードレールの奥の少し開けている土地。ニワウルシが点在しており、
蛹が多数ありました。写真がうまく撮れていませんでしたが、写真では左上の幹に蛹が一つあります。 MM2023

2023 11 月 11 日 大阪府枚方市大峰南町 成虫 1ex. 植田 義輔 ホームセンターコーナン PRO 枚方大峰店の外壁に静止していた。 MM2023

2023 11 月 24 日 岡山県美作市久賀
幼虫
繭
繭殻

6
3
多数

末宗 安之 久賀ダム上流の道路脇に生えている樹高 60cm 程度のニワウルシ。幼虫は繭を作っているものが 2 頭、他は葉裏
でじっとしていた。繭は多数確認、その中で音がするものが３つ。他は穴が開いて羽化後のようだった。" MM2023

2023 11 月 24 日 大阪府吹田市春日 成虫 1ex. 清水 東与 マンションのエレベーター前のライトの近くにいた。 MM2023

表 2．続き．

成虫の発見場所
今回の成虫の発見場所もやはり但馬から淡路まで県

下全域に及んでおり，姫路市の播但連絡道路豊富パーキ
ングエリアの外灯では 2 年連続の発見となった．一方
で過去に何度も採集された鉢伏高原周辺や市川パーキン
グエリアからの情報は得られなかった．これについては
MM2023 への投稿が無かっただけとも考えられるが詳
細は不明である．

成虫が発見された環境はニワウルシや本種の繭の周
辺が 8 件，外灯の周辺が 4 件，外灯の影響は不明だが
建造物の外壁等に静止していたものが 6 件，ライトト
ラップが 4 件，その他が 4 件となっている．昼間に静
止状態で発見されることが多かったが，成虫の前翅はニ

ワウルシの幹等への静止時に想像以上の隠蔽効果を発揮
する ( 図 2) ため，見落としも多かったのではないかと
思われる．

幼虫および繭が確認された時期
幼虫の新たな情報 44 件 (36 か所 ) は 9 月以降に

集中しており，それ以前の情報は僅かである．7 月は
2023 年 7 月 21 日の西宮市仁川渓谷 1 件のみで，8 月
も 2021 年 8 月 21 日の既報 ( 髙橋，2022) と，今回新
たに報告する 2023 年 8 月 26 日の姫路市石倉のみだが，
2023 年は 9 月中旬になると件数が一気に増加した ( 図
10)．１か所あたりの確認数も多くなり，激しく食害さ
れたニワウルシの発見が幼虫の発見につながるケースが
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図 2．西宮市で採集した幼虫から羽化した成虫を
採集地に放したところすぐにニワウルシの枝
に静止し，隠蔽効果を披露した．(2022 年 中
本和恵氏 )．

図 7．宍粟市山崎町青木．図 24 とともに撮影さ
れた．(2023.11.19 島岡優氏 )．

図 8．冷え込みの厳しい三田市の駅構内で発見さ
れた成虫．三田市弥生が丘．(2023.12.15 八木
剛氏 )．

図 3．上郡町金出地でのライトトラップに飛来し
た成虫．撮影後，飛び上がったところをコウ
モリに捕食された．(2022.10.14 筆者 )．

図 5．姫路市夢前町寺で手すりにぶら下がって翅
を乾かす羽化直後の個体．(2023.10.4 匿名 )．

図 9．神戸市東灘区のマンションの階段天井にい
た成虫．(2023.12.26 石川大馳氏 )．

図 4．姫路市豊富町の豊富 PA の外灯の下で発見
された成虫．前年にも同じ場所で成虫が 2 度
採集されている．(2023.8.11 三村剣義氏 )．

図 6．外灯に飛来したところを採集された個体．ス
ズメガのように素早く飛んでいた．(2023.10.13 
仲山颯祐氏 )．

多々あったほか，小葉を食い尽くして葉柄を齧っている
幼虫やその痕跡，餌や蛹化場所を求めて多数の幼虫が地
面等を這い回る様子も各地で観察された．11 月中旬に
差し掛かると幼虫の情報は激減してほとんどが繭・繭殻・
成虫のものとなり，朝来市で 11 月 27 日に確認された

「幼虫 11 頭，繭 20 個」が MM2023 における最後の生
きた幼虫の情報となった ( 図 11 ～図 21)．

繭の特徴
繭はニワウルシの幹に作られることが多く，特に佐

用町小日山では大きなニワウルシの幹に大量の繭がびっ
しり付着して異様な光景を作り出していた ( 図 24)．そ
の一方，宍粟市土万ではニワウルシの木立に囲まれた
電柱の高さ 3m までの範囲 ( 図 25) や，木から 3m 程離
れたガードレールの裏 ( 図 26)，上郡町金出地ではニワ
ウルシのある谷底から擁壁を約 7m 上ったところにある
ガードレールで多数の繭が観察されている．ニワウルシ
の幹に作られた繭は幼虫が削った樹皮で隠蔽されている
のに対し電柱やガードレールに作られたものは灰色の粒
子で覆われていた．
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寄生者
繭や幼虫を持ち帰って飼育を試みた方も多数おられ，

成虫のみならずヤドリバエの一種(図27)や寄生バチ(図
28) の羽化も報告された．

越冬態に関する知見
1973 年 3 月の九州北部での成虫の採集例と宮田 (1986)
の見解

本種の成虫の注目すべき採集記録として 1973 年 3
月 30 日長崎県対馬の 2 ♀と，同 31 日福岡県大牟田市
の 1 ♀が知られており，Digital Moths of Japan は「本
種の越冬態様を暗示するものとして理解されている」と
している．この記録について宮田 (1986) は，花宮広務
氏が行った天気図による流跡線解析法での解析結果を基
に華中からの飛来と結論付ける一方，11 月中旬に羽化
した成虫は 25℃の室内では 2 ～ 5 日間生存しただけだ
が，室温 5 ～ 16℃では最終的に 3 月中旬まで生存して
いた事例などを紹介している．そして，各時期の耐寒性
について調べられていないことを指摘しつつ，極めて少
数の成虫がかろうじて冬を越すことがあるかもしれない
と述べている．

一方，蛹越冬については大分県玖珠町での観察を基
に，平均気温が 15℃以下となる 10 月中旬以降は蛹に
なってもほとんど羽化しないこと，自然状態で放置した
繭の中の蛹は冬の初め頃まで生存しているがその後は死

ぬこと，死んだ蛹は全て何らかの羽化の兆候を示してお
り越冬状態に入っていなかったことを指摘し，当時の玖
珠地方での蛹越冬の可能性を否定している．

複数年にわたって幼虫が確認された例
今回新たに報告する記録の中には複数年にわたって

幼虫が確認された場所が含まれており，本種の定着を示
している可能性がある．

たつの市御津町朝臣では茂見節子氏と匿名の方に
よ っ て 2017 年，2021 年，2023 年 ( 図 18) の 3 回
幼虫が確認され，たつの市新宮町光都では 2021 年～
2023 年の 3 年連続の発生が見られた ( 髙橋，2024a)．
中本和恵氏から情報提供があった西宮市越水社家郷山の
仁川渓谷は 2022 年 ( 図 11) と 2023 年 ( 図 12) の 2 年
連続での発生だが，この場所から直線距離で約 2km 下
流の広河原 ( 西宮市越水社家郷山 ) で 2016 年 9 月の幼
虫報告例がある ( 石川，2017) うえ，2023 年の確認日
7 月 21 日は本県での幼虫の記録としては最も早いもの
で，本種の周年経過を紐解くうえでも重要な手掛かりに
なるだろう． 

冬季から春季にかけての成虫の発見例
2023 年度の冬は実感こそ乏しかったがデータ上では

暖冬で，秋の発生状況を考慮すると越冬個体発見のチャ
ンスではないかと思われた．

そんな中，2024 年 1 月 13 日には洲本市栄町の住宅
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図 11．西宮市越水社家郷山の仁川渓谷で発生し
た幼虫．(2022.9.1 中本和恵氏 )．

図 14．図 13 の幼虫の発見場所．ニワウルシの小
葉の多くが無くなっている．(2023.9.12 茂見
節子氏）．

図 17．養父市長野で確認された終齢幼虫と繭．
(2023.9.25 近藤伸一氏 )．

図 20．赤穂市御崎の赤穂海浜公園でも若齢から繭
まで大量に確認された．(2023.10.21 八木剛氏 )．

図 21．姫路市打越では終齢幼虫が 3 頭見られ．
(2023.10.21 八木剛氏 )．

図 12．仁川渓谷では 2 年連続の発生となった．発生
時期もとびぬけて早い．(2023.7.21 中本和恵氏 )．

図 15．佐用町船越では幼虫の個体数が非常に多
く，ニワウルシの小葉は食べ尽くされていた．
(2023.9.17 末宗安之氏 )．

図 18．たつの市御津町朝臣では 7 年間で 3 回の
発生が確認された．(2023.10.10 匿名 )．

図 13．たつの市揖西町小神で発見された終齢幼虫．
(2023.9.12 茂見節子氏）．

図 16．図 15 の木から多数の幼虫が地上に降りて
きていた．ガードレール上を徘徊する幼虫も
多かった．(2023.9.17 末宗安之氏 )．

図 19．様々なサイズの幼虫と繭が多数見られた．
洲本市奥畑．(2023.10.15 三村剣義氏 )．
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図 23．三田市香下で確認された繭．三田市から
丹波地域にかけても多数の幼虫や繭が見られ
た．(2023.10.14 島岡優氏 )．

図 25．宍粟市土万の電柱に作られた繭．(2023.9.25 
久保弘幸氏 )．

図 28．飼育していた繭から出現した寄生バチの
一種．(2023.12.10 島岡優氏 )．

図 24．宍粟市山崎町青木．繭を開くと前蛹が姿
を現した．死亡したと思われる蛹も多かった．
(2023.11.19 島岡優氏 )．

図 26．宍粟市土万のガードレールに作られた繭．
(2023.9.25 久保弘幸氏 )．

図 22．佐用町小日山では幹が疣状に見えるほど
多数の繭と食べる葉が無くなって徘徊してい
る幼虫が見られた．(2023.9.26 末宗安之氏 )．

図 27．飼育中の繭から出現したヤドリバエの一種．
幼虫採集地不明．(2024 年 八木剛氏）．

地で成虫 1ex. が山本明生氏により採集された．住宅前
のコンクリート上で発見されたこの個体は衰弱していた
のかほとんど動かなかったとのことだが，比較的新鮮な
個体のようである ( 図 29)．

2024 年 1 月 28 日の日中に相生市野瀬で飛び古した
成虫 1ex. が撮影されていることが判明 ( 図 30) したの
は 3 月のことだった．筆者は撮影者である坂本まり子
氏に連絡を取り，情報提供を依頼したところ現地での聞
き取りに快く応じていただけた．

成虫が見つかった坂本氏の私有地は海沿いの日当た
りのよい斜面で，上部はカシ類などが生い茂る山へと続
いており，下部は数十年使用されていなかったため笹
や低木，クズなどに覆われていたが，笹藪の刈り払い
作業が徐々に進められているところだった ( 図 31，図
32)．成虫は刈り取られて積み上げられた笹や伐採木に
止まったり，その周辺をひらひらと飛んだりする行動を
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図 29．洲本市栄町の住宅街で採集された成虫．ほ
とんど動かなかったそうだが，比較的新鮮な
個体のようだ．(2024.1.13 山本明生氏 )．

図 32．１月 28 日には刈り取った笹や木の枝が積
み上げられていて，成虫はそこで撮影されて
いる．(2023.3.10 筆者 )．

図 35． 成 虫 が 発 見 さ れ た 場 所． 直 射 日 光 の 当
た る ア ル ミ サ ッ シ の 上 部 に 静 止 し て い た．
(2023.3.10 筆者 )．

図 38．図 37 が飛来したライトトラップ．白布の
奥の道路上に静止していた．(2024.3.30 井嶋
幸司氏 )．

図 42．姫路市林田町中山下の繭の中の蛹．尾端
をゆっくり振ったことで生存が確認された．
(2024.3.9 三村寛子氏 )．

図 30．相生市野瀬で撮影された成虫．日中に飛翔
したり止まったりする行動を繰り返していた．
(2024.1.28 坂本まり子氏 )．

図 33．3 月 10 日 13 時 20 分頃， 相生市．野瀬の
同じ私有地内で見つかった♂の発見時の写真．
(2024.3.10 坂本まり子氏 )．

図 36．3 月 10 日に採集された♂は筆者の自宅で 3
月 28 日まで生存した．( 筆者 )．

図 39．図 37 の標本．前翅に損傷は見られるが，前
縁の光沢は失われておらず，縁毛の脱落も少な
い．( 井嶋幸司氏 )．

図 43．図 42 の周辺で見つかった繭．羽化済みや寄
生されたもの，死亡した蛹が多かったが生存し
ている個体もあった．(2024.3.9 三村寛子氏 )．

図 44．生存が確認された 2 頭と生死不明だが寄生
されていない蛹計 6 頭を採集し，飼育したが全
て死亡した．(2024.3.9 三村寛子氏 )．

図 41．図 37 の標本の裏面．( 井嶋幸司氏 )．

図 40．図 37 の腹端．

図 31．図 30 の個体が発見された私有地．1 月 28
日の時点では刈り払いがそれほど進んでおらず，
藪はもっと深かったそうだ．(2024.3.10 筆者 )．

図 34．図 33 の成虫は坂本氏が捕獲し，16 時頃
に筆者が譲り受けた．その際に撮影した写真．
(2023.3.10 筆者 )．

図 37．3 月 30 日に淡路市尾崎でのライトトラッ
プに飛来した♀成虫．(2024.3.30 井嶋幸司氏 )．
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図 45．島岡優氏の屋外飼育個体低温に耐え，1 頭
は 50 日程度生存した．枯葉は利用されていな
いようだった．(2023 年 島岡優氏 )．

図 48．吸汁を行う羽化不全個体．もう 1 頭の健
常個体は自発的に吸汁した．(2023.12.21 島岡
優氏 )．

図 46．カルピス，蜂蜜，塩を混ぜて薄めたものに自
主的に接近し，口吻を伸ばす行動が観察された．
(2023.12.10 島岡優氏 )．

図 49．熟した甘柿を与えると非常に積極的に吸汁し
た．その様子は他の餌とは明らかに異なるも
のだった．(2024.1.4 島岡優氏 )．

図 47．熟 し た パ イ ナ ッ プ ル に 止 ま ら せ た と こ
ろ，口吻を伸ばして頭を動かし吸汁しはじめた．
(2023.12.21 島岡優氏 )．

図 50．相生市で 3 月 10 日に採集された個体は薄め
たカルピスのみ吸汁した．時期の問題もあり，
果物は与えられなかった．(2024.3.25 筆者 )．

５分間ほど繰り返しており，撮影後，目を離している間
にどこかに行ってしまったとのことである．発見時の天
候は晴れで，最も近い上郡アメダスでの当日の最低気温
は -1.2℃，最高気温は 10.8℃だった．私有地内には利
用しているかどうかは不明だがスイセンとヤブツバキが
あり，前者は発見日にも咲いていたことが写真で確認で
きた．

筆者が現地で聞き取りを行ったのは3月 10日の午前
中だったが，なんとその日のうちに本種成虫を再び発見
し捕獲したという連絡があったため，再訪して確認した．

発見場所は上記と同じ私有地内で，13 時 20 分ごろ
に屋外に置いていたアルミサッシの金属部分に静止して
いるのを坂本まり子氏が見つけ捕獲したとのことであ
る．当日の上郡アメダスの最低気温は -3.5℃，最高気温
は 10.5℃，天候は晴れでアルミサッシには長時間日光
が当たっており，その表側で発見されている ( 図 33 ～
35)．成虫は♂で，前翅の退色が著しく，長期間生存し
ている個体であることは確実だったが，前翅の損傷の状
況から 1 月 28 日に撮影されたものとは別個体とみられ
る．なお，この個体は筆者が譲り受けて自宅屋内で飼育
し，ニワウルシが芽吹く直前の 3 月 28 日まで生存した
( 図 36)．

また 2024 年 3 月 30 日 19 時 40 分頃には淡路市尾
崎で井嶋幸司氏によりライトトラップに飛来した成虫 1

♀が採集された ( 図 37 ～ 41)．前翅外縁は損傷してい
るが前縁部からは光沢が失われておらず，後翅縁毛の脱
落も少ない個体である．採集地は 30 年程度放置されて
いた林を井嶋氏が整備して自宅や畑を設けた場所で，周
囲の林にはハゼノキ，カクレミノ，ウバメガシなどが多
くニワウルシは見られない．海からは 2km 弱離れてい
るが冬季には水温の下がる播磨灘からの風が常に当たり，
淡路島内ではかなり寒い場所とのことである．2023 年
度の冬は最低気温が極端に低い日が少ない一方で高い日
もほぼ無かったが，採集日前日から急に気温が上がり，
当日の 20 時から 23 時の郡家アメダスの気温は 16℃台
で，イボタガ，オオシモフリスズメ，オナガミズアオも
飛来するなど早春から春の蛾が一気にあふれ出してくる
ような状況となっていた．

成虫越冬の可能性
これらの観察例により本種が国内で成虫越冬した可

能性が大きく高まった．そして相生市での発見時の状況
から越冬中の生態は日本の気候に適応した種とはかなり
異なっていることも示唆される．ただし相生市の 1 月
と 3 月の個体が別個体であるため，発見日の直近に国
外から飛来した可能性を完全には排除できていないこと
には注意を要する．

晩秋以降の蛹
秋が深まってから採集された繭は，発育は進むも
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のの羽化せず死亡するものが多かった．末宗安之氏が
2023 年 10 月中旬に岡山県美作市で採集した幼虫が形
成した繭は，室内で保管したところ 2024 年 2 月 11 日
まで確実に生存していたことが確認されている．同個体
は１月には刺激時に激しく動き，2 月 11 日にも尾端を
ゆっくりだが左右に細かく振っていた．その時には成虫
の翅や胴体の模様が見えるようになっていたが，その後
乾燥して硬くなっていき，2月24日に死亡が確認された．

厳寒期を生き抜いた蛹
2024 年 2 月～ 3 月にかけて高砂市，宍粟市，三田市，

加西市，三木市から繭の中の蛹の死骸の情報が寄せられ
る中，三村貴之・寛子氏は 2024 年 3 月 9 日に姫路市
林田町中山下付近で生存している蛹を採集している．同
氏がニワウルシに残っている繭のうち約 30 個の内部を
確認したところ，羽化済み，寄生による死亡，蛹が残存
しているものの動かないものがほとんどで，動かない蛹
は萎縮して透けているものが多かったが，刺激を与える
とゆっくりと動く蛹が 2 か所で１頭ずつ見つかり，寄
生されていない蛹と合わせて６頭を持ち帰った ( 図 42
～ 44)．これらを日当たりのいい部屋で管理したところ，
採集時に確実に生存していた蛹のうち１頭は触りすぎた
ためか体液が出てきてしまいすぐに死亡したものの，も
う 1 頭を含む多くの蛹は 3 月 13 日までには成虫の模様
がはっきりと見えるようになった．しかしその後，採集
時の柔らかさが消えて硬くなっていき，色も黒化して 3
月末までに全て死亡と判断したとのことである．

近藤伸一氏も 2024 年 2 月 2 日と同 9 日に朝来市立
脇，同 27 日朝来市和田山町竹田でそれぞれ 1 頭ずつ，
繭の中で生存していた蛹を採集している．発見地はいず
れも 2023 年秋に幼虫や繭を確認済みの場所で，採集時
には尾端を緩やかに振ったという．この蛹はいずれも野
外に並べていたが 3 月上旬には 30cm の積雪もあり，3
頭とも死亡したとみられる．

蛹越冬の可能性
飼育下で 9 月下旬に繭を作らず蛹化した個体は無事

に羽化している ( 髙橋，2024b) が，晩秋から早春に繭
から取り出された蛹はどれも死亡してしまった．しかし
3 月上旬でも野外で生存していた蛹が採集されたことは
蛹での越冬を成功させる個体の存在を期待させるもので
あり，淡路市で 3 月 30 日に採集された比較的損傷の少
ない成虫の存在はそれをすでに証明している可能性を秘
めているが，春期のさらに新鮮な成虫の確認や冬期の繭
に関するさらなる検証が必要である．

2024 年 4 月以降の状況
2024 年のニワウルシの芽吹きは 4 月初旬で，たつの

市，高砂市，三木市，三田市ではソメイヨシノが満開一
歩手前の 4 月 2 日～ 5 日に芽から緑の葉が見え始め，9
日には相生市，たつの市，高砂市で小葉の展開が観察さ
れている．しかしながら芽吹き以降の本種の確認情報は
5 月 6 日時点ではまだ届いていない．

(2) 飼育下及び野外での成虫の行動に関する知見
今回得られた成虫に関する知見

本種の成虫の行動についてはあまり知られていない
が，今回飼育下や野外で観察を行った方々から成虫の摂
餌行動や飛翔，活動時間などに関する知見が提供された
ので報告する．

飼育下における生存日数
島岡 優氏は 2023 年に三田市の自宅で羽化した個体

を室内と屋外に分けて飼育している．
室内飼育は 12 月 16 日に羽化し 1 月 12 日に死亡し

た羽化不全の個体 1 頭と，12 月 22 日に羽化し 1 月 13
日に死亡した健常個体 1 頭で，生存日数は 22 日間と
27 日間だった．一方屋外飼育は 11 月 25 日と 28 日に
羽化し 1 月 4 日と 15 日に死亡した 2 頭で，生存日数
は 37 日間と 51 日間または 40 日間と 48 日間となって
いる．

2023 年 12 月の三田アメダスの最低気温は 1 日から
5 日まで氷点下が続き，22 日には -6.3℃，23 日には
-7.1℃，26 日には -5.7℃を記録している．しかし屋外
飼育個体はこの低温を耐え抜いて室内飼育よりも長期間
生存していることから，成虫の耐寒性が決して低いもの
ではないことを確認できた．

この屋外飼育はプラスチック製の飼育ケースで行い，
ケース内には止まり木の他に落ち葉を多く入れていたが，
観察した範囲では落ち葉に潜り込むような場面は見られ
ず，ほぼケースの蓋に張り付いていたそうである (図45)．

飼育下における摂餌行動
島岡 優氏からは本種成虫の摂餌についての観察例も

提供していただいた．なお，これまでに報告された成虫
の摂餌の観察例としては宮田 (1986) の，「砂糖水 ( なめ
てわずかに甘みが感じられる程度のもの ) をよく水洗し
た脱脂綿に染み込ませて，飼育箱の天井にぶら下げた．
成虫は何度も砂糖水を吸いに来た．」というものがある．

島岡氏は室内飼育と屋外飼育の両方で摂餌行動また
はそれと思われる行動を観察している．室内飼育の 2
頭は側面と天井が網になった 30 × 45 × 60cm の飼育
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箱でツマグロヒョウモン，モンキチョウ，ベニシジミ，
アケビコノハ等と一緒に飼われており，飼育箱の底に新
聞紙を敷いて，その上にペットボトルの蓋やプリンカッ
プなどのエサ入れを設置していた．屋外飼育のセッティ
ングは先述のとおりで，こちらは本種 2 頭だけで飼わ
れていた．室内・屋外ともに本種は夕方から夜に動き出
す傾向があり，摂餌行動も夜間に観察されることが多
かったという．

屋外飼育では，12 月 10 日に飼育ケースの底にカル
ピスに蜂蜜と塩を加えて水で薄めたものを染み込ませた
ティッシュペーパーを置いたところ，上蓋に止まってい
た成虫がポトリと落ちてきて口吻を伸ばす行動が観察さ
れている ( 図 46)．

室内飼育でもカルピスなどを薄めたものに対する同
様の行動が観察されていて，羽化不全の個体も普通の個
体も天井からポトリと床に落ちて翅をパタパタさせなが
ら歩き，自発的に餌に近づいて口吻を伸ばしたとのこと
である．別の日には乾燥してしまった餌と餌入れの上を
ウロウロと歩く様子が目撃されており，霧吹きで湿らせ
ると餌入れに付いた水を必死に飲んでいたという．

さらに果実からの吸汁も観察されている．12 月 21
日と 24 日に甘く熟して芳香を放っているパイナップル
を与えたところ，果実の上に乗せた羽化不全の個体が
口吻を伸ばし，頭を動かして吸汁を行った ( 図 47，図
48) ほか，観察に驚いたのかすぐに離れたが，健常な個
体が果実の上に乗るところも目撃された．1 月 3 日の夜
以降は熟して柔らかくなった甘柿を与えたが，これに対
しても天井から落ちてきて歩いて接近し吸汁を行った．
この柿に対する行動は非常に積極的で，パイナップルや
カルピス等を与えた場合とは明らかに異なり，何度も
何度も吸汁を繰り返したとのことである ( 図 49)．この
1 例のみの記録であり，特殊な事例なのかもしれないが，
本種の成虫が夜間に腐果の吸汁を行い，特に晩秋には柿
の果実を利用していることを示す可能性もあるため，さ
らなる検証が必要である．

久保弘幸氏も自宅で羽化した成虫の摂餌行動を観察
している．カルピスウォーター，ソルティライチ，アク
エリアスの 3 種の飲料を与えたところ，カルピスウォー
ターは摂取しているかはっきりとしなかったが，その他
2 種の塩分を含んだ飲料は間違いなく吸っていたという．

茂見節子氏は島岡氏の助言により 2024 年 1 月 6 日
に羽化不全の成虫を柔らかくなった柿の上に乗せたが，
吸汁しているかどうかは分からなかったそうである．こ
の成虫は室内で飼育していた幼虫が脱走し，羽化してい

るのを 12 月 17 日に発見したが見失い，1 月 6 日に再
発見されたもので，その時点でかなり衰弱しており，3
日後に死亡している．

筆者も先述の 2024 年 3 月 10 日に相生市野瀬で採
集された 1 ♂を飼育し，採集地でも見られたスイセン，
ツバキの花の他，ウメの花，昆虫ゼリー，100％リンゴ
ジュース 2：日本酒 1：酢 1 の割合で配合した糖蜜トラッ
プ用の液体，薄めたカルピス，熟したミニトマト等を与
えてみた．これらのうち筆者が観察した範囲で自発的な
吸汁を確認できたのはカルピスのみ ( 図 50) で，カルピ
ス以外はこちらから止まらせてみても口吻を伸ばさず，
しばらくすると他の場所へ移動していた．

野外における飛翔行動
野外での成虫の飛翔行動についての情報も寄せられ

ている．
2023 年 10 月 15 日に丹波篠山市のニワウルシ付近

から飛び立つのを見た島岡 優氏に尋ねると「モンシロ
チョウのような感じでひらひらと飛んでいた．スピード
はそれほど速くなかった．」と回答があり，筆者がライ
トトラップで観察した計 4 頭も全て一般的なエダシャ
クを想起させるようなひらひらと遅い飛翔で飛来してき
た．2023 年 9 月 3 日姫路市で飛翔中の個体を採集した
前田清隆氏は，「ニワウルシの木の周辺の狭い範囲をホ
バリングするかのように飛んでいた．トリバネアゲハの
ようにゆったりと羽ばたき，キアシドクガのようにふわ
ふわと漂っていた」と，採集時の様子を聞かせてくださっ
た．また 2024 年 1 月 28 日に相生市野瀬で発見された
成虫 ( 図 30) は先述のとおり積み上げられた笹や伐採木
に止まったり，その周辺をひらひらと飛んだりする行動
を繰り返していたそうだ．

一方，2023年10月13日に外灯に飛来した個体(図6)
を採集した仲山颯祐氏からは「時間は19時半くらいだっ
たと思います．飛び方は素早く外灯をぐるぐると回って
いるようで，体はナナメ 45°くらいで飛んでいるよう
に見えました．一緒にいた吉田峰規さんも「スズメガじゃ
ない？」というくらいスズメガに飛び方と形が似ていま
した．」という情報をいただいている．

また，筆者が車に紛れ込んでいた成虫を夜間，高さ
約 7m の水銀灯の下で飛ばした際には，飛び始めこそ
ゆったりしたものだったが上昇するにつれて速度を上げ
ていった．成虫は水銀灯の周りを 3 周ほどして電線の
蜘蛛の巣に引っかかったが，自力で破って即座に脱出し，
水銀灯をさらに 1 周した後，そのまま円を描くような
軌道で高く上昇して姿を消した．その時にはスズメガと
まではいかないもののかなりのスピードで飛んでおり，



-18-

きべりはむし，47 (1)，2024．

本種の本来の飛翔力を垣間見ることができた．

成虫の活動時間
飼育下において成虫は夜行性の傾向を示した．
石川大馳氏が2024年12月26日に採集した成虫(図

9) は夜になると飼育ケース内で活発に活動した．島岡 
優氏の飼育個体も先述のとおり主に夕方から夜に活動
し，摂餌行動も夜間に観察されることが多かった．筆者
が 3 月に飼育した成虫 ( 図 50) も島岡氏の観察と同様に
昼間にはプラケースの壁面，蓋の裏，枯れ枝等に静止し
ていたが日没後部屋が暗くなると活動し始め，飛翔する
など容器内を活発に動き回った．しかし日没から 3 時
間ほどすると活動が鈍り，一か所で静止していることが
多かった．直接確認できなかったが明け方にも活動して
いたようである．

野外での観察例として今回新たに得られたライトト
ラップへの飛来時刻 ( 撮影時刻 ) をまとめると以下のよ
うになり，日没から約 1 ～ 3 時間後に飛来しているこ
とが分かる．

1ex．，兵庫県上郡町金出地，2022 年 10 月 14 日 19 時 28 分．

髙橋弘樹．( 相生の日没 17 時 30 分 )

1 ♀，兵庫県たつの市新宮町光都，2023 年 9 月 6 日 20 時 30

分．髙橋弘樹．( 相生の日没 18 時 23 分 )

1 ♂，兵庫県たつの市新宮町光都，2023 年 9 月 6 日 21 時 39

分．髙橋弘樹．( 同上 )

1 ♂，兵庫県たつの市新宮町光都，2023 年 11 月 3 日 19 時

50 分．髙橋弘樹．( 相生の日没 17 時 7 分 )

1 ♀，兵庫県淡路市尾崎，2024 年 3 月 30 日 19 時 40 分頃．

井嶋幸司．( 洲本の日没 18 時 20 分 )

さらに前項の仲山颯祐氏による外灯への飛来の観察
例も 10 月 13 日 19 時半頃となっており，野外でも日
没後早い時間に活発に活動することが示唆される．一方
で 9 月と 1 月には日中にひらひらと飛翔する姿，8 月
と 10 月の日中にはニワウルシなどの植物から飛び立つ
姿が観察されており，夜間にしか活動しないというわけ
ではなさそうだ．

おわりに
　今回シンジュキノカワガについて前代未聞と言え

るほどの大量の情報と興味深い観察例を報告することが
できた．これはいくつもの奇跡が積み重なった結果であ
る．2023 年にこの黄色と黒の毛虫が阪神タイガースの
38 年ぶりの日本一に合わせたかのように大発生を起こ
したこと．その年にたまたま本種の情報の募集が行われ
ており，多くの方の目がニワウルシに向けられていたこ
と．実感は乏しいが暖冬となったこと．そして何より大

きかったのは，様々な地域や年齢層の “昆虫少年・昆虫
少女” が総力を結集し，各地から情報を届けてくださっ
たこと．これらの奇跡によってもたらされたデータの
数々が，謎の多い本種の生態解明のための重要な足掛か
りとなることは確実であろう．

今回の取組で情報を提供してくださった方はもちろ
ん，発見の有無にかかわらず本種を探してくださったす
べての方に心から御礼申し上げます．また本稿作成にあ
たってご指導・ご助言をくださった八木 剛氏，久保弘
幸氏，末宗安之氏，近藤伸一氏，情報の収集にお力添え
くださった島岡佳子氏をはじめ大変多くの方々に対して
も厚く御礼申し上げます．

2024 年度は本種の動向から目が離せない 1 年とな
りそうだ．前年度に越冬した個体が残した幼虫や蛹越冬
に成功した新成虫が早期に確認されるのか，2 年連続の
大発生が起こるのか，越冬の実態にさらに迫れるかなど，
新たな発見への期待が高まっている． 

NPO 法人こどもとむしの会では 2024 年度も引き続
き『みんなも、昆虫調査員！このむし、みつけたら、お
しえてね【MM：むしみっけ 2024 年版】』を実施し，
本種等の情報を募集していますので，発見の際には佐用
町昆虫館公式ブログの入力フォームからお知らせいただ
きますようお願いします．

参考文献
安達誠文，2010．伊丹市昆陽池町で発生したシンジュ

キノカワガ．きべりはむし，32(2)：7‐8．
池田 大・阪上洸多，2016．播磨地方西部におけるシン

ジュキノカワガの記録．きべりはむし，38(2)： 49．
石川佳史，2017．兵庫県西宮市でシンジュキノカ

ワガの幼虫を採集・羽化の観察．きべりはむし，
39(2)：7‐8．

岡本 清，1997．高砂で採集した蛾．てんとうむし，
11：40‐45．

岸田泰則（編），2011．日本産蛾類標準図鑑Ⅱ , 416pp. 
学習研究社．

久保弘幸，2016．兵庫県市川町でシンジュキノカワガ
を採集．きべりはむし，38(2)： 50．

小西堯生，2009．神戸市須磨区でシンジュキノカワガ
を採集．きべりはむし，32(1)：63．

近藤伸一，2024．兵庫県但馬地域のニホンジカ食害地
におけるチョウ類群集の多様性の低下とシンジュ
キノカワガ．兵庫ワイルドライフモノグラフ，16：
24‐49. 兵庫県森林動物研究センター．

高島 昭，2001．兵庫県のキノカワガ亜科・リンガ亜科・
サラサリンガ亜科　（兵庫県産蛾類分布資料 ･23）．
きべりはむし，29(2) ：40‐49．



-19-

きべりはむし，47 (1)，2024．

髙橋輝男，2016．二年連続して兵庫県市川町でシンジュ
キノカワガを観察・採集．きべりはむし，39(1)：
22‐23．

髙橋輝男，2017．2017 年の兵庫県市川町でのシンジュ
キノカワガの採集記録．きべりはむし，40(1)：36
‐37．

高橋弘樹，2022．2021 年に西播磨地域で採集・撮影し
た注目すべき蛾類の記録．きべりはむし，45(1)：
80‐84．

髙橋弘樹，2024a．兵庫県たつの市において 3 年連続
で発生したシンジュキノカワガの観察記録．きべり
はむし，47(1)：20‐24．

髙橋弘樹，2024b．兵庫県たつの市で採集したシン
ジュキノカワガの卵からの飼育記録．きべりはむし，
47(1)：25‐27．

坪田 瑛・髙橋輝男，2021．2021 年の東鉢伏高原に
おける注目すべき蛾類について．きべりはむし，
44(2)：18‐24．

松尾隆人，2020．氷ノ山鉢伏山の注目すべき蛾類の記
録 43(1)：29‐35．

宮田 彬，1986．日本の昆虫 4 シンジュキノカワガ．
116pp．文一総合出版．

山本義丸，1996．兵庫県氷上郡地方の蛾類 (1)．きべり
はむし，24(2)：1‐13．



-20-

兵庫県たつの市において 3年連続で発生したシンジュキノカワガの観察記録

髙橋 弘樹１）

1) Hiroki TAKAHASHI　兵庫県相生市

はじめに
筆者は兵庫県たつの市新宮町光都において，2021 年

にシンジュキノカワガ Eligma narcissus (Cramer, 1775) の
終齢幼虫を発見し，本誌 45(1) で発表 ( 髙橋，2022a)
したが，全く同じ場所で 2022 年に幼虫と蛹，2023 年
に卵，幼虫，蛹，成虫を確認したので報告する． 

発見地とその環境について
　見地は標高約 250 ～ 380m の準平原上にある播

磨科学公園都市 ( 兵庫県たつの市，上郡町，佐用町 ) か
ら国道 179 号線に向かって下っていく谷沿いの標高
200m 前後の場所で，車道沿い約 300m の範囲 ( 図 1)
とその区間にある砂利敷きの広場周辺 ( 図 2)，さらに谷
側の法面にニワウルシが密生している．ここのニワウル
シの多くは年に数回根際から伐採されるため樹高 2m 以
下のものが特に多く，山側では車道に沿って無数の若木
が藪を形成している，また谷側の急峻な法面を中心に
樹高 10m 近いものもいくつか見られる．気温について
は冬季の最低気温が低く，複数日にわたる積雪も年に数
回見られる．当地から最も近い気温観測点の上郡 ( 標高
20m) では 2022 年 2 月 25 日に -6.5℃，2023 年 1 月
26 日に -9.6℃，2023 年 12 月から翌 2 月には -5.4℃を
3 回観測している．

きべりはむし， 47 (1): 20-24

図 1．たつの市新宮町光都の車道沿いに密生するニワウルシ．
(2023.10.20)．

図 2．図 1 の左奥にある砂利敷きの広場周辺のニワウルシ．
(2023.10.20)．

2021 年の発生状況
筆者らは 2021 年 8 月 21 日と 22 日に車道沿いの若

木の藪と広場の樹高 2m 弱の木の葉裏で終齢幼虫合計 8
頭を採集した．持ち帰った幼虫は2日以内に繭を形成し，
14 ～ 16 日後に 6 頭が羽化したが，幼虫が見つかった
木を含むニワウルシの若木は 2022 年 1 月までに全て
伐採・焼却されてしまった ( 髙橋，2022a)．

2022 年の観察記録
6 月から 9 月は確認できず

翌年 2022 年 6 月 25 日に当地を訪れてみると，伐採
されたニワウルシが再生して前年と同様の景観を作り出
しており，前年に成虫を確認済のシタベニハゴロモ ( 髙
橋，2022b) の 2 齢幼虫が見られたが，本種は全く確認
できなかった．それから 9 月上旬にかけてシタベニハ
ゴロモの観察のために度々訪れたがやはり本種の姿は無
く，周辺で実施したライトトラップへの成虫の飛来も無
かった．これ以降 10 月までの約 1 か月間，当地での観
察は行わなかった．

幼虫と繭を確認
当地を再訪した 10 月 10 日，広場にあるニワウルシ

のうち隣接する A と B の 2 本から本種の繭５個と羽化
後の繭殻 1 個を発見した ( 図 3，図 4)．樹高は A が約
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図 3．砂利敷きの広場にあるニワウルシ A( 左 ) 及び B( 右 )(2023.9.4)．

図 4．ニワウルシ A に形成されたシンジュキノカワガの繭 (2022.10.10)．

図 5．シンジュキノカワガの 4 齢幼虫と終齢幼虫．(2022.10.10)．

図 6．ニワウルシ C の終齢幼虫．(2022.10.22)． 図 7 ．ニワウルシ C の根際で確認した終齢幼虫．一番下の個体は長期間
にわたり幼虫のまま留まり続けた (2022.10.23)．

図 8．10 月 10 日に採集した繭が筆者宅で羽化．(2022.10.27)．
図 9．10 月 10 日に採集した繭の飼育容器から寄生バエの死骸が発見され

た．(2022.12.24)．
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100cm，B が約 90cm で根元の直径はどちらも約 2cm， 
A は昨年幼虫を採集したものと同じ木が再生したもので
ある．さらに 10m ほど離れた直径 4cm ほどの切り株
から株立ちした樹高約 2m の木 C では終齢幼虫 9 頭と
4 齢幼虫 1 頭が確認できた ( 図 5)．これらのうち，繭 4
個を筆者が，繭 1 個と終齢幼虫 3 頭を三村貴之・寛子・
剣義氏が採集して飼育した．また筆者はこれ以降，現地
での観察を再開した．

11 月前半まで幼虫生存
C の木の終齢幼虫は 10 月 19 日に 8 頭、22 日には 6

頭 ( 図 6) となり，そのうち 1 頭は幹の根際近くまで移
動して静止していた．この 1 頭はそのまま蛹化するか
と思われたが，少なくとも 17 日間その状態で留まり続
けた．

10 月 23 日には終齢幼虫の数が再び 8 頭となり，そ
のうち 3 頭が根際にいた ( 図 7)．別の木では 1cm 程度
の幼虫 1 頭も見つかった．11 月 2 日も同様だったが根
際にいた3頭のうち先述の1頭を除く2頭は葉裏に戻っ
ていた．

11 月 9 日には周囲のニワウルシはほぼ落葉し，C の
木でも葉は残りわずかとなっていたがこの木では繭は発
見できず，5 頭が幼虫の状態で生存していた．つまり同
一個体である確証は無いが C の木では終齢幼虫だけが
約 1 か月見られ続けたことになる．なお ABC を含む周
辺一帯のニワウルシは 11 月 15 日までの間に急斜面の
大木を除き伐採・焼却されていたためこの年の観察を終
了した．

10 月 10 日に採集した幼虫及び繭の羽化状況
10 月 10 日に筆者が採集した繭 4 個は 17 日後の 10

月 27 日に 1 ♀ ( 図 8)，20 日後の 10 月 30 日に 1 ♂、
27 日後の 11 月 6 日に 1 ♂が羽化した．残り 1 個は羽
化せず，ヤドリバエの一種の死骸が容器内から発見され
た ( 図 9)．三村貴之・寛子・剣義氏が採集した繭 1 個
は 13 日後の 10 月 23 日に羽化した．終齢幼虫 3 頭は
持ち帰ってすぐに蛹化し，日付は不明ながら 2 頭が羽化，
1 頭は羽化不全で死亡した．

2023 年の観察記録
8 月までは未確認

2023 年は 5 月 18 日の時点ですでにニワウルシがほ
ぼ再生していたがシタベニハゴロモの 1 齢幼虫しか見
られなかった．ニワウルシの低木は梅雨前にまた伐採さ
れたがすぐに再生し，シタベニハゴロモへの影響も見
られなかったものの本種は 8 月 20 日の時点でも未確認
だった．

9 月初旬，幼虫多数と卵を確認 
その 2 週間後の 9 月 3 日の夕刻には多数の幼虫が見

つかり，翌 4 日の昼間には 3 年連続の確認となる A の
木を含む周辺一帯のニワウルシで 50 頭を超える幼虫が
確認できた．幼虫の全長は 1.1 ～ 4.1cm とバラバラな
がら蛹化している個体は全くおらず，繭の痕跡も一切見
つからなかった ( 図 10，図 11)．また谷側道路沿いの
樹高約 4m のニワウルシで本種のものと思われる卵 15
個を発見し，持ち帰って飼育した．この卵の飼育記録
については本誌別稿 ( 髙橋，2024) で報告しているので，
そちらを参照していただきたい，

ライトトラップに成虫が飛来
9 月 6 日の 19 時半頃から 23 時頃にかけて HID サー

チライトと白幕を用いたライトトラップを行ったところ，
本種の成虫 1 ♂ 1 ♀が飛来した ( 図 12)．飛来時刻は♀
が点灯約 1 時間後の 20 時 30 分頃，♂が 21 時 39 分
で，2 頭とも採集せずリリースした．先述のとおり繭や
その痕跡が見られないことから，これらは直近にこの場
所、少なくとも道路際の目立つところで羽化した成虫で
はない可能性が高い．

繭が見られはじめる
その後 9 月中旬には繭が見られるようになり，10 月

上旬にかけて多数の幼虫と繭が常にいる状況が続いた．
10 月 20 日にはほとんどの木に繭が付着しており，A
の木の幹には成虫 1 頭が静止していた ( 図 13)．幼虫は
全長約 2cm の個体 1 頭以外は全て終齢幼虫で，10 月
20 日に 20 頭程度，同 22 日には 25 頭以上を確認でき
た ( 図 16)．

11 月 3 日はライトトラップに 1 ♂が飛来した．飛
来時刻は 19 時 50 分，気温は 14℃程度だった ( 図 17)．
この日はコウモリが多かったため途中で捕食されていた
可能性もあるが，周辺の繭はほとんどが羽化済みである
にも関わらずこれ以外の成虫は確認できなかった．懐中
電灯を使った探索では終齢幼虫 2 頭と 4 齢幼虫 1 頭が
確認できた．

11 月 11 日にはニワウルシはほぼ落葉し，残ったも
のも大部分が食い尽くされていた．発見できた幼虫は終
齢 7 頭で，わずかに残された小葉や小葉の無い葉柄を
齧っていた ( 図 18)．繭は蛹の状態のものもいるにはい
るがほとんどが羽化済みで，雨風によって剥落しかかっ
ている繭殻も見られた ( 図 19)．

ニワウルシの伐採と幼虫・繭の再発見
4 日後の 11 月 15 日に訪れた時には道路沿いと斜面

一帯のニワウルシの若木は根際から伐採されて広場の一
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図 10．ニワウルシ A で確認された幼虫．周辺一帯
では 50 頭以上の幼虫が確認された．(2023.9.4)．

図 11．幼虫の齢数はまちまちだった．その他，
卵も確認でき，採集して飼育した．(2023.9.4)．

図 14．ニワウルシ A，B も小葉が少なくなって
きた．(2023.10.20)．

図 12．ライトトラップに飛来したシンジュキノ
カワガ♀．(2023.9.6)．

図 15．小葉を食い尽くされた木も多数見られた．
(2023.10.20)．

図 17．ライトトラップに 1 ♂が飛来．気温 14℃．
(2023.11.3)．

図 18． ニ ワ ウ ル シ の 葉 柄 を 齧 る 終 齢 幼 虫．
(2023.11.11)．

図 16．残った小葉にはまだ多数の幼虫が見られ
た．(2023.10.22)．

図 13．終齢幼虫，繭，成虫が 1 か所で観察された．
(2023.10.20)．

図 19．雨風によって剥落
しかかっている繭殻．
(2023.11.11)．

図 20．伐り残されたひこばえで終齢幼虫を発見し
たが衰弱しており，12 月 8 日に死亡を確認した．
(2023.11.25)．
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角に山積みされていたため観察は終了と思われた．しか
し 11 月 25 日には同年梅雨時期に伐採された山側法面
の直径 12 ｃｍの大木の切り株 D から伸びた細いひこば
えが伐り残されていることに気づき，そこで終齢幼虫 2
頭といくつかの繭・繭殻を発見した ( 図 20)．幼虫はい
ずれも生存してはいるものの動きは非常に鈍く，12 月
8 日には 1 頭は行方不明，もう 1 頭は幹に引っかかっ
たまま萎びて絶命していた．繭は 11 月 25 日の時点で
すでに触っても反応がなく，うち 2 個の内部を確認し
たがすでに死亡しているようで，念のため持ち帰って様
子を見たがやはり羽化することは無く，他の繭も同様だ
と思われた．

12 月に羽化を試みた個体
ところが 12 月 18 日正午過ぎに D の株元に積み重

なった落ち葉の上で羽化不全または羽化中に死亡した成
虫 1 ♀の死骸を発見した ( 図 21，図 22)．死骸は仰向
けに転がっていて，胴体の鮮やかな黄色が非常に目を引
いており，正確な死亡時期は不明ながら死骸の状態や落
ち葉との位置関係から直近に死亡したものであることは
明らかであった．上郡アメダスで記録された最低気温は
11 月 13 日以降 3 度以下になる日が多くなり，25 日か
ら 12 月 5 日は -1.9℃～ +1.7 で推移，成虫の死骸を発
見した 12 月 18 日の最低気温は -2.1℃だったが，12 月
10 日～ 16 日の 7 日間は最低気温が 8℃～ 9℃台の日
が 3 日あり，最高気温も 15℃を下回らず，10 日には
20.3℃を記録するなどこの時期としては異常なほど温
暖だった．

宮田 (1986) には大分県内陸部の玖珠町での観察結果
として，平均気温が 15℃以下となる 10 月中旬以降は
蛹になってもほとんど羽化しないこと，自然状態で放置
した繭の中の蛹は冬の初め頃まで生存しているがその後
は死ぬこと，死んだ蛹は全て何らかの羽化の兆候を示し
ており越冬状態に入っていなかったことが述べられてい
るが，今回の当地での事例により本種の蛹は 0℃前後の
気温に何度かさらされても生存する可能性があり，条件
が整えば羽化を試みる個体がいることが確認できた．

2024 年 5月初旬までの観察記録
落葉期にも成長するニワウルシ

2023 年 11 月 15 日までに伐採された当地のニワウ
ルシは冬の間も葉の無いひこばえを伸ばし続けていた。
大木の切り株 D から伸びたものは 11 月 25 日には約
40cm だったが芽吹きが始まった 2024 年 4 月 2 日には
80cm を超え、根際から伐採されたものも最長で 20cm
程度まで成長していた。

5 月 6 日時点では未確認
筆者は 2023 年冬から 2024 年春にかけても当地を

含む播磨科学公園都市周辺でのライトトラップ，糖蜜ト
ラップ，夜間の花巡り，昼間の調査を何度も行ったが本
種の成虫を発見することはできず，残存する繭を調べて
も生きている蛹は確認できなかった．しかし 2024 年 1
月 23 日と 3 月 10 日に相生市，3 月 30 日に淡路市で
成虫が，3 月 9 日には姫路市で生きた蛹が撮影・採集さ
れている ( 髙橋，2024) ことから越冬明けの成虫や新成
虫，早期の幼虫等の発見への期待が高まっているため，
3 月末以降はライトトラップと昼休み中の見回りの回数
を増やしている．5 月 6 日時点では本種はまだ確認され
ていないが，今後も当地での調査を継続していく予定で
ある．

謝辞
末筆ながら本稿の作成に当たってご指導・ご助言く

ださった池田 大氏，八木 剛氏に感謝申し上げる．
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髙橋弘樹，2022a．2021 年に西播磨地域で採集・

撮影した注目すべき蛾類の記録．きべりはむし，
45(1)：80-84．

髙橋弘樹，2022b．兵庫県におけるシタベニハゴロモの
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髙橋弘樹，2024．兵庫県たつの市で採集したシンジュ
キノカワガの卵からの飼育記録．きべりはむし，
47(1)：25-27．

宮田 彬，1986．日本の昆虫 4 シンジュキノカワガ．
116pp．文一総合出版．

図 21．ニワウルシの切り株の根元で羽
化不全または羽化中の成虫の死骸を
発見．(2023.12.18)．

図 22．発見された成虫の死骸．
(2023.12.18)．
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はじめに
筆者は兵庫県たつの市新宮町光都においてシンジュ

キノカワガ Eligma narcissus (Cramer, 1775) の卵を採集し，
羽化するまで飼育を行った．その際の記録について報告
する．

シンジュキノカワガの卵の発見
卵の採集地と採集の経緯

採集地は播磨科学公園都市 ( 兵庫県たつの市，上郡町，
佐用町 ) の外れの標高 200m 前後の谷沿いで，車道に
沿ってニワウルシが密生している．筆者はこの場所でシ
ンジュキノカワガの定点調査を行っており，2021 年か
ら 2023 年にかけて 3 年連続での幼虫の発生を確認し
ている ( 髙橋，2024b).

2023 年の幼虫は 9 月 3 日夕刻に初めて見つかり，
翌 4 日の昼休みの時間中に行った調査で 50 頭を超える
幼虫を確認したが，その調査の際に谷側道路沿いのニワ
ウルシで本種のものと思われる卵を発見した． 

卵の形状
卵は樹高約 4m のニワウルシの小葉の裏側に 15 個が

固めて産み付けられていた．個々の直径は約 1mm，白
色球形で周囲に 50 本前後の微小な稜が認められた．

筆者は終業後に現地を再訪し，15 個全てを小葉ごと
持ち帰って飼育を開始した．

卵から羽化までの飼育記録
飼育方法

飼育は折り畳んだティッシュペーパーを 1 枚敷いた
底面直径 75mm，蓋の直径 125mm，高さ 45mm の円
柱形のフードパックで行った．3 齢幼虫までは 1 個の
容器に 15 頭全てを収容していたが，4 齢への脱皮後に
12 頭を採集地に戻し，残り 3 頭を容器 2 個に分割して
飼育した．

本種の食樹であるニワウルシの葉は全長 1m を超え
る巨大な羽状複葉であるため非常に扱いづらいうえ，水
揚げが悪くあっという間に萎れてしまう．しかし洗浄し

た葉を適当に折ったものをチャック付きの食品保存袋に
入れて冷蔵しておけば数週間は保管可能なので，孵化後
は小葉を適宜ちぎって与えた．

孵化
孵化は 9 月 7 日に起こった．たまたま休日だった

筆者がこれに気づいて撮影を行ったのが 15 時 12 分で，
すでに 3 頭の幼虫が完全に抜け出ていて他の卵でも幼
虫が卵殻を食い破り始めていた．15 時 36 分には 9 頭
が孵化を終え，残り 6 頭もそれに続いた．孵化直後の
幼虫は白色で全長 2mm 程度，幼虫の頭が現れてから完
全に抜け出るまでの時間は 3 分程度，孵化後に卵殻を
食べるものも食べずにすぐにその場を離れるものもいた
( 図 1 ～ 3)．幼虫はニワウルシの小葉の裏面を削り取
るようにして食べ，孵化 2 日後の 9 月 9 日には全長は
4.5mm，体色は鮮やかな黄色に変わっていた (図 4，図 5)．

急激に成長する幼虫
9 月 12 日には 15 頭全てが 2 齢幼虫となり，脱皮直

後の個体も観察できた．全長は 8mm，黄色の体に黒点
列が見られるようになった ( 図 6，図 7)．

9 月 14 日には 3 齢幼虫となり，全長は 14mm となっ
た．黒点列だったものが横方向に広がった ( 図 8)．

9 月 16 日には 4 齢幼虫となって黒斑がさらに広がり，
全長も 31mm となった．この 4 齢への成長を機に飼育
頭数を 3 頭に減らした ( 図 9)．

9月 18日には飼育を続行した 3頭が 5齢幼虫となっ
た．計測した個体の全長は 37mm だった ( 図 10)．

前蛹と蛹化
9 月 21 日には 3 頭とも姿が見当たらなくなったので

小葉を除去して容器の底の折り畳んだティッシュペー
パーを開いたところ前蛹が発見され，別容器の 2 頭も
同様に隙間に潜り込んでいた ( 図 11)．

ティッシュの間から取り出した 1 頭は容器の底に直
置きし，その他 2 頭はそのままにして様子を見ている
と 9 月 23 日の朝には蛹になっていた．裸の状態の蛹は

兵庫県たつの市で採集したシンジュキノカワガの卵からの飼育記録

髙橋 弘樹１）

きべりはむし， 47 (1): 25-27

1) Hiroki TAKAHASHI　兵庫県相生市



-26-

きべりはむし，47 (1)，2024．

図 1．孵化 (2023.9.7 15:15)．

図 3． 孵 化 直 後 の 幼 虫 は 全 長 2mm 程 度
(2023.9.7)．

図 6．2 齢幼虫 (2023.9.12)．

図 9．4 齢幼虫 (2023.9.16)． 図 10．5 齢幼虫 (2023.9.18)．
図 11．容器底面のティッシュペーパーを開く

と前蛹が姿を現した (2023.9.21)．

図 12．蛹化直後 (2023.9.23)． 図 13．蛹化翌日 (2023.9.24)． 図 14．羽化前日の蛹 (2023.10.5)．

図 15．羽化直後 (2023.10.5)． 図 16．図 11 ～ 14 と同一の個体も羽化 (2023.10.6)．

図 2．卵殻を食べる個体もいた (2023.9.7 15:36)．

図 4．孵化 2 日後には体色は黄色に変化し
ていた (2023.9.9)．

図 7．脱皮直後の幼虫 (2023.9.12)．

図 5．ニワウルシの小葉を削り取るように
して食べていた (2023.9.9)．

図 8．3 齢幼虫 (2023.9.14)．
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きべりはむし，47 (1)，2024．

8 時の時点では黄色だったが，18 時までには茶色く変
わっていた ( 図 12，13)．

羽化
飼育した個体は孵化から蛹化まで成長スピードに差

はなかったが羽化に関しては 1 日だけ差がつき，10 月
5 日朝に 1 頭が先んじて羽化，裸の状態の蛹は体の模様
が透けていたがこの日は動きがなく翌 6 日の夜に羽化
した (図14～16)．残りの1頭もこの日に羽化しており，
性別は 3 頭とも♂だった．なお成虫は 3 頭とも佐用町
昆虫館で生体展示した後，標本作成用として別のスタッ
フに提供した．

羽化までに要した日数
今回の観察での各ステージの日数は 1 齢 5 日，2 齢

2 日，3 齢 2 日，4 齢 2 日，5 齢 3 日，前蛹 2 日，蛹
12 ～ 13 日で，幼虫期間が合計 14 日，前蛹＋蛹期間が
14 ～ 15 日と，幼虫の成長速度は驚くべきものだった．
卵の期間は不明だが，宮田 (1986) で引用された阿部俊
久氏の飼育記録に 6 日間とあり，仮に同じ日数を要し
たとすると産卵から前蛹までの期間は 20 日，産卵から
羽化までの期間は 34 ～ 35 日ということになる．

なお阿部氏の記録は当時の大分県立玖珠農業高校で
1983 年に得られた幼虫から羽化した成虫と，室内の飼
育箱内で交尾を行ったその成虫が生んだ卵が蛹化するま
での観察結果で，筆者の観察例より約 1 か月遅い 10 月
2 日に孵化し，10 月 22 日に前蛹または蛹になっている．
幼虫期間は 1 齢 3 日，2 齢 4 日，3 齢 3 日，4 齢 5 日，
終齢 5 日の 20 日間で，日付だけの比較になるが筆者の
観察例よりも 6 日長くかかっている ( 表 1)．

おわりに
筆者が当地で行った観察により晩秋には幼虫期間が

かなり長期化することも確認しているが，条件によって

は 1 か月少々での世代交代が可能であることも今回の
飼育によって確かめられた．そしてこの成長速度こそ
が 2023 年に見られたような本種の爆発的な拡散 ( 髙橋，
2024a) の原動力になっているのではないかと思われる．

謝辞
末筆ながら本稿の作成に当たってご指導・ご助言く

ださった池田 大氏，八木 剛氏に感謝申し上げる．
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2023 年に兵庫県たつの市で採集したシンジュキノカワガの成長記録
1983 年に大分県玖珠町で採卵されたシンジュキノカワガ
の成長記録　※ ( 宮田，1986) を基に筆者が作成

日数
孵化後
日数

月日 状態 全長 備考 日数
孵化後
日数

月日 状態 備考

? ? ？
卵

- 産卵
0 -6 9 月 26 日 卵 産卵0 -3 9 月 4 日 直径 1mm

たつの市内のニワウルシの葉裏で発見
し，持ち帰って飼育開始．

3 0 9 月 7 日 １齢幼虫 2mm 強 15 時頃に孵化．白色． 6 0 10 月 2 日 １齢幼虫
5 2 9 月 9 日 4.5mm 黄色．模様無し．
8 5 9 月 12 日 ２齢幼虫 8mm 黄色．背面に斑点列． 9 3 10 月 5 日 ２齢幼虫

10 7 9 月 14 日 ３齢幼虫 14mm 黄色．斑紋の面積が横に広がる． 13 7 10 月 9 日 ３齢幼虫
12 9 9 月 16 日 ４齢幼虫 31mm 黄色．斑紋の面積がさらに広がる． 16 10 10 月 12 日 ４齢幼虫
14 11 9 月 18 日 ５齢幼虫 37mm 黄色．縞模様となる． 21 15 10 月 17 日 ５齢幼虫
17 14 9 月 21 日 前蛹 -

19 16 9 月 23 日 蛹 -
朝 7 時頃，飼育容器の底及び敷紙の間
で蛹化を確認。夕方には茶色となる．

26 20 10 月 22 日 蛹 羽化せず

31 28 10 月 5 日 蛹、成虫 - 1 ♂羽化．
32 29 10 月 6 日 成虫 - 2 ♂羽化．

表 1．飼育下におけるシンジュキノカワガの成長記録．
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上郡町のアシブトコバチ科（Hymenoptera: Chalcididae）

大貝 秀雄１）

1) Hideo OGAI　兵庫県上郡町

アシブトコバチ科は小型ながらも体は頑健で，頭部
や小楯板に大きな突起や凹みがあったり，科名の由来に
なっている巨大な後腿節のおもしろさなど，形態的にも
興味深いグループである．

一般に微小な種が多いコバチ上科の中にあって，ア
シブトコバチ科には比較的大型の種が多く含まれている
ためか，日本産の種については古くからよく分類研究が
なされている．一方，現状での各種の分布状況を見ると，
全北区・旧北区・東洋区などといった広域分布種の多い
ことがめだち，将来的には分類の見なおしが必要となる
可能性もはらんでいるように思われる．

日本産のアシブトコバチ科については Habu (1962)
によるレビューで概要を知ることができるが，その後あ
らたに記録された属・種も多く，日本昆虫目録 (2020)
では 4 亜科 13 属 57 種が報告されている（実体の疑わ
しい 19 世紀の記録 3 種を含む）．そのうち本州からの
記録が確認できるものは 36 種あり，国内既知種の約三
分の二にあたる．これを都道府県別の昆虫相調査報告と
照らし合わせると，神奈川県（26 種），東京都本土部（24
種）などはよく解明されていると思われるが，ほかは多
くて広島県の 16 種などであり，アシブトコバチの多く
が広域分布種である点を考慮すると，各地域の分布調査
は充分には行われていないところが多いと言わざるをえ
ない．兵庫県においても，筆者の知る限りでは，大貝

（2018）による 6 種以外にアシブトコバチ科のまとまっ
た記録は存在しないようである．

筆者は兵庫県上郡町における自身の調査により 4 亜
科 7 属 16 種のアシブトコバチ科を記録することがで
きた．そのうちの多くは兵庫県では初めて記録される
種になるのではないかと思われる．また，あわせて日
本産アシブトコバチ科の亜科・属までの検索表として，
Narendran (1989) の検索表から抽出作成した拙訳を参
考のため掲載しておきたい．

きべりはむし， 47 (1): 28-32

アシブトコバチ亜科 Chalcidinae
日本産既知の 4 属 27 種のうち上郡町からは 1 属 5

種を記録した．
1. ハ エ ヤ ド リ ア シ ブ ト コ バ チ B rach y me ria minut a 

(L i n n aeu s , 176 7)
八保丙；1 ♀ , 2. X. 2023（図 1）．

本種以下の 3 種は小楯板末端が多少とも両側方に突
出する．本種は腹部第二背板後半に明瞭な点刻がなく横
皺状の微細印刻をもつ，黒色味の強い種である．

アシブトコバチ科は外骨格が非常に固く，微針を刺
すことも容易ではない．刺す位置を間違えると，図 1
のように頭部や前胸などが脱落することもある．中胸前
端から腹端までの長さ 4.7mm．

2. キアシブトコバチ B rach y me ria lasus (W al k er, 18 4 1)
八保丙；1 ♀ , 19. IX. 2023．上郡 鈴の宮公園；1 ♀ , 21. X. 

2022，4 ♀ , 28. X. 2022，5 ♀ , 19. XI. 2022，2 ♀ , 30. I. 

2024．高田台；1 ♀ , 23. VIII. 2003，1 ♀ , 26. VIII. 2003，1

♂ , 18. IX. 2005（図 2）．

B rach y me ria の以下の種は腹部第二背板後半に明瞭な
微小点刻をもつ．

本種は後脛節の背面から外面の大部分が鮮黄色を呈
し，野外でも他種から容易に区別できる．体長 4.0 ～
6.7mm．本科の中では上郡町で最も普通にみられる種
である．

晩秋から真冬の無風で晴れた暖かい日には神社の
白壁などに飛来し静止する個体を見ることができる．
2024 年 1 月 30 日の例では，午後 1 時頃から約 30 分
の観察中に少なくとも 2 例の雌が飛来して日なたの白
壁に静止し，手を近づけると飛んで移動した．観察時の
気温は 13℃で，この時期としては特に暖かい日であっ
た．成虫越冬し，冬でも暖かい日に飛翔し活動すること
は，オツネントンボ S y mp e cma p ae d isca などで観察され
ている行動と類似する．
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きべりはむし，47 (1)，2024．

図 1：ハエヤドリアシブトコバチ♀．

図 7：ツヤアシブトコバチ♀．

図 9：イシイツヤアシブトコバチ♀．

図 5：チビアシブトコバチ♀．

図 3：ハットリアシブトコバチ♀．図 2：キアシブトコバチ♀．

図 8：チビツヤアシブトコバチ♀．

図 10：ヒメツヤアシブトコバチ♀． 図 11：ハネマダラアシブトコバチ♀．

図 6：アシアカツヤアシブトコバチ♀．

図 4：コマユバチヤドリアシブトコバチ♀．

3. ハットリアシブトコバチ B rach y me ria h at t o riae  (H ab u , 
19 6 0 )

上郡 鈴の宮公園；1 ♀ , 28. X. 2019，1 ♀ , 28. X. 2022（図 3），

4 ♀ , 19. XI. 2022．金出地；1 ♀ , 26. V. 2022．旭日；1 ♀ , 

24. IV. 2021．小野豆；1 ♂ , 7. VII. 2022．与井新；1 ♀ , 26. V. 

2022．

腹部第二背板基部に多数の大型点刻をもつ．Habu 
(1962) によれば体長 5.3-5.7mm とされるが，上郡では
5.4-8.2mm におよぶ大型の個体が得られている．各地
で記録されているフィスケアシブトコバチ B rach y me ria 
fiskei (Cw aw f o rd , 19 10 ) とまぎらわしいが，顔面に複眼ぞ
いの隆起条を欠き，中胸小楯板の点刻が均一で縦の無点
刻領域がないことなどで明瞭に区別される．

とらえると擬死する性質が強い．またキアシブトコ
バチとともに，晩秋における活動が確認されたので，成
虫越冬する可能性が強い．

4. コ マ ユ バ チ ヤ ド リ ア シ ブ ト コ バ チ B rach y me ria 
se cund aria (R u s c h k a 19 2 2 )

上郡 鈴の宮公園；1 ♀ , 9. IV. 2022（図 4）．

本種と次種は小楯板の後縁が均一に丸められる．
Habu (1962) には兵庫県篠山の記録が反映されている．
上郡産個体の体長 3.6mm．

5. チビアシブトコバチ B rach y me ria e x carinat a G ah an , 19 2 5)
上郡 鈴の宮公園；1 ♀ , 9.I V. 2022（図 5）．

複眼後方の頬部に斜位の隆条をもたないことで特徴
づけられる種群の一種．体長は 3.2mm．

ツヤアシブトコバチ亜科 Haltichellinae
日本産既知の 7 属 20 種のうち上郡町には 4 属 9 種

が分布する．
6. アシアカツヤアシブトコバチ A nt ro ce p h alus d iv id e ns

(W al k er, 18 6 0 )
金出地；1 ♂ , 2. IX. 2023．八保丙；1 ♀ , 8. VIII. 2023（図 6）．

本種♀は橙赤色の後腿節等が顕著であるが，♂は全
身黒色を呈し，別種の感がある．体長 5.4 ～ 6.0mm．
A nt ro ce p h alus ap icalis (W al k er, 18 74 ) は本種のシノニムで
あり，そのタイプ標本の産地は Kobe, Hyogo とされる．

7. ツ ヤ ア シ ブ ト コ バ チ Antrocephalus hakonensis 
(A s h mead , 19 0 4 )

上郡 鈴の宮公園；1 ♀ , 22. V. 2022（図 7），1 ♀ , 28. X. 

2022．高田台；1 ♂ , 23. VIII. 2003，1 ♂ , 22. IX. 2003，1 ♀ , 

20. X. 2007，1 ♂ , 27. IX. 2008．

Habu (1960) は本種を T ainania 属に移したが，のち
に A nt ro ce p h alus に包含された．

本種の顔面を複眼ぞいに走る蹄鉄型の隆起条の下方
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は触角窩下へのびることを特徴とする．全身漆黒色．体
長 3.6 ～ 5.7mm とサイズの差が顕著である．

8. チ ビ ツ ヤ ア シ ブ ト コ バ チ A nt ro ce p h alus j ap o nicus 
(M as i , 19 3 6 )

上郡 鈴の宮公園；1 ♀ , 18. IV. 2023（図 8）．

以下の 3 種はいずれも肢や触角に褐色味が強く外観
が似るが，後腿節の形状などで区別される．本種の前翅
は雌の縁紋下方をのぞき無斑．体長 3.2mm．

9. イシイツヤアシブトコバチ A nt ro ce p h alus ish ii H ab u , 
19 6 0

旭日；1 ♀ , 5. VI. 2023．高田台；1 ♀ , 14. VIII. 2007（図 9），

1 ♀ , 4. V. 2008，1 ♀ , 20. VI. 2019．

本種は触角の全体が黒く，前翅は不明瞭な斑紋を有
する．複眼は無毛とされる（Habu, 1962）が，次種の
それよりはるかに短い毛を散生しているようである．体
長 4.4 ～ 6.2mm．

10. ヒメツヤアシブトコバチ Antrocephalus murakamii 
H ab u , 19 6 0

上郡 鈴の宮公園；1 ♀ , 9. IV. 2022，1 ♀ , 31. III. 2023．与井；

1 ♀ , 25. IX. 2022（図 10），2 ♀ , 19. IX. 2023．

複眼には明瞭な毛を生じる．前翅に不明瞭な斑紋を
有する．体長 3.8 ～ 4.7mm．

与井で得られた 3 ♀はいずれもナラ類の枯木に生じ

たヤケコゲダケの近傍で見られ，特に 2022 年の 1 ♀
は子実体の上面に静止していた．ヤケコゲダケに寄生す
る鱗翅目幼虫を宿主とする可能性が考えられる．

11. ハネマダラアシブトコバチ Hockeria bifasciata W al k er, 
18 3 4

高田台；1 ♀ , 5. V. 2003（図 11）．

本種の前翅には顕著な環状の暗色斑がある．体長
3.0mm．Hockeria nipponica H ab u , 19 6 0 はシノニムである．

12. イシイアシブトコバチ Hockeria ishii (H ab u , 19 6 0 )
上郡 鞍居川河川敷；1 ♀ , 7. XI. 2021（図 12a）．

ハネマダラアシブトコバチとよく似て，前翅にも類
似の斑紋があるが，顔面に複眼に沿った隆起条がなく（図
12b），腹部第一背板の基部に数本の縦隆条をもつ（図
12c）ことで区別される．これら特徴に基づき Habu 
(1960) は本種のために Nipponohockeria 属を新設したが，
これは現在では Hockeria のシノニムとされている．体
長 4.2mm．

長崎県の標本に基づき記載された種で，日本昆虫目
録では九州の他に小笠原父島，屋久島，沖縄本島が産地
として加えられている．また神奈川県昆虫誌には川崎，
横浜市，三浦半島などにも産すると報告されている．本
州では稀な種と思われるので，種の特徴を示す写真（図
12b,c）を提示する．

13. ヒ ゲ ブ ト ム ネ ト ゲ ア シ ブ ト コ バ チ H alt ich e lla 
clav ico rnia (A s h mead , 19 0 4 )

金出地；1 ♀ , 28. IV. 2022（図 13）．上郡 鈴の宮公園；1 ♀ , 

29. III. 2022．与井新；1 ♀ , 20. IV. 2023．

H alt ich e lla は顔面に複眼ぞいの隆起条をもつが，左右
の隆起条は前後単眼間で結合しない．本種は雌の触角が
先方で顕著に肥大する．体長 3.2 ～ 3.7mm．

14. カ ジ ム ラ ホ ソ ア シ ブ ト コ バ チ N ip p o no ch alcid ia 
kajimurai (H ab u , 19 6 0 )

上郡 鈴の宮公園；2 ♀ , 18. X. 2023．与井新；1 ♀ , 20. IV. 

2023 （図 14）．

ツヤアシブトコバチ亜科の別族で，前翅の脈相で区
別されるが，腹部背板の第二節や腹部腹板の形状にも同図 12：イシイアシブトコバチ♀；a 全形，b 頭部（前面），c 腹部第一背板．

図 15：ハネジロアシブトコバチ♀．図13：ヒゲブトムネトゲアシブトコバチ♀． 図 16：オニアシブトコバチ♂．図14：カジムラホソアシブトコバチ♀．
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亜科の他種との間に顕著な差異が認められる．本種の体
長 3.3 ～ 4.2mm．はじめ Euch alcid ia 属として記載され
たが，のちに N ip p o no ch alcid ia Habu, 1976 に移された．

ハネジロアシブトコバチ亜科 Epitraninae
日本産既知の 1 属 3 種のうち上郡町には 1 種が分布

する．
15. ハネジロアシブトコバチ Epitranus albipennis W al k er, 

18 74
高田台；1♀ , 22. VIII. 2004，1♀ , 28. VIII. 2006（図 15），1♀ , 

2. V. 2010．

体 長 3.1 ～ 4.0mm． タ イ プ 標 本 の 産 地 は Kobe, 
Hyogo とされる．

オニアシブトコバチ亜科 Dirhininae
日本産既知の 1 属 7 種のうち上郡町には 1 種が分布

する．
16. オニアシブトコバチ D irh inus h e sp e rid um (R o s s i , 179 0 )

高田台；1 ♂ , 28. V. 2006 （図 16）．

体長 4.0mm．頭部に前方へ向かう長大な一対の突起
をもつ．原色日本昆虫大図鑑にも掲載されている奇怪な
形状のハチである．
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日本産アシブトコバチ科の亜科，属への検索表§

1.　後脛節末端は裁断され 2 本の距を持つか，まがった刺状突起があり距を欠く．ツヤアシブトコバチ亜科．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・・・・・・・・・・・　2.
― 　後脛節末端には強靭な刺状突起があり，1 本の距を持つ． 　　　　　　　　　　　・・・・・・・・・・・　8.
2.　前翅の縁脈は翅の前縁に接し，後縁脈と縁紋脈（図 17）が発達する．　　　　　　・・・・・・・・・・・　3.
― 　前翅の縁脈は翅の前縁からやや離れ，後縁脈を欠く．縁紋脈は痕跡的． 　　　 ・・・・・・・・・・・　6.
3.　後脛節外面の少なくとも後半には縦隆線がある＃．　　　　　　　　　　 　　　　・・・・・・・・・・・　4.
― 　後脛節・外面には縦隆線を欠く． 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・・・・・・・・・・・　5.
4.　後腿節の腹面に顕著な突起を有する．腹部第 1 背板基部に縦隆起線を欠く．　　　・・・・・・・　 N e o ch alcis

― 　後腿節の腹面に顕著な突起を欠く．腹部第 1 背板基部に少なくとも一対の縦隆起線を有する．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・・・・・・・　 H alt ich e lla

5.　顔面には，前単眼の後方から複眼に沿い下方にのびる蹄鉄型の強い隆起線を有する．　 ・・・・　 A nt ro ce p h alus

― 　顔面にはそのような隆起線はない．　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　・・・・・・・・　 Hockeria

6.　腹部第 1 背板基部に横隆起線があり、この隆起線から発する 3 本の短い縦隆起線があり，その間がしわ状となる．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・・・・・　N ip p o no ch alcid ia

― 　腹部第 1 背板基部に横隆起線はない．　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　・・・・・・・・・・・　7.
7.　頭部は横から見て著しく細長い．小楯板後縁は 2 歯状に突出する．　　　　　　　・・・・・・　 L asio ch alcid ia

― 　頭部は横からみて特に細長くない．小楯板後縁は丸められる．　　　　 　　　　　 ・ ・・・・・・　 P ro co nura ※

8.　頭部に 2 本の角状突起を有する．腹部基部は有柄．オニアシブトコバチ亜科．　　・・・・・・・・・　D irh inus

― 　頭部に角状突起はない．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　・・・・・・・・・・・　9.
9.　腹部には縦隆線群をもつ細長い柄部を有し，腹部は下方にふくらむ．触角付着点は複眼の下端よりはるか下方に
　　ある。前翅に後縁脈を欠き，縁紋脈は痕跡的．ハネジロアシブトコバチ亜科．　　・・・・・・・・　Ep it ranus

― 　腹部に柄はあっても，縦隆線群はない．触角付着点は複眼の下端より上にある．前翅の後縁脈と縁紋脈は発達する．
　　アシブトコバチ亜科．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ・・・・・・・・・・　 10.
10.　腹部は幅より長い柄を有する．前伸腹節の気門は縦長．　　　　　　　　　　　 ・・・・・・・・・・　 11.
― 　腹部は無柄．前伸腹節の気門は横長．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ・・・・・・・　B rach y me ria

11.　中脛節末端に 1 本の距を持つ．雌の腹部腹板末節は突出しない．肢の爪は単純．　　　　　・・・・　 C o nura

― 　中脛節末端に距を欠く．雌の腹部腹板末節は後方に突出する．雄では肢の爪が二叉状． 　　・・・・　 C h alcis

§ : Narendran (1989) の検索表にない M e galo co lus 属を除く．
＃ : ヒゲブトムネトゲアシブトコバチの後脛節は薇毛でおおわれて縦隆線は不明瞭．

※ : P ro co nura は国内では小笠原諸島のみから知られる．

図 17：アシブトコバチ科の前翅の翅脈（ハエヤドリアシブトコバチ）
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クロマダラソテツシジミの寄生バエ確認記録（続報）

神吉 正雄１）

1) Masao KAMIYOSHI　兵庫県宝塚市

兵庫県宝塚市で，クロマダラソテツシジミ C h ilad e s 
p and av a の幼虫に産卵行為をしていた寄生バエを採集し
たので，本誌第 46 巻２号で報告した．

この寄生バエの種名およびその生態が，寄生バエの
専門家である九州大学の舘卓司先生のご教示を得て判明
したので以下に記す．

種名について
Family：Tachinidae ヤドリバエ科
Subfamily：Exoristinae ヤドリバエ亜科
Tribe：Eryciini 和名なし
species：S e no me t o p ia p rima (B aran o v ) 和名なし

生態について
本種の生態については，日本各地に分布し，30 種以

上の鱗翅目幼虫に寄生することが知られている．
寄生バエの寄主への寄生方法には 2 タイプあり，卵

胎生直接産卵型と呼ばれる寄主の体表に産卵し，その孵
化した一齢幼虫が寄主の体内に潜り込む寄生タイプと幼
虫のついている食樹の葉上に産卵し，それを幼虫が食し
て体内に入り込む間接型のタイプがある．今回見つけた
S e no me t o p ia p rima は前者の卵胎生直接産卵型である．し
かし，本種の産卵行動については，観察例が殆どないと

きべりはむし， 47 (1): 33-35

のことであった．
以上の種名と生態等を舘先生により教示頂き，本種

の産卵時ないし発生までの生態報告が少ないことも分
かったので，これらの知識を下地にして今回観察と飼育
で得たことを以下に詳細に報告しておく．

なお，寄生バエの種類数については，嶌・原による
埼玉県での記載があり，同県だけでも Tachinidae 科は
341 種，本種が属する Eryciini　族だけでも 73 種（嶌・
原 2016）と極めて多くの種に分類されていることを
知った．

図 1．寄生バエが飛来した食痕が著しいソテツ．

図 3．左から，ハエ脱出後のチョウの蛹殻，ハエの蛹殻，羽化したハエ（♂），
10 月 8 日撮影．

図 2．現地で採集した寄生バエの成虫（♀）．
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産卵行動等の生態について
筆者は偶然に本種の産卵行動の場面に出くわし，さ

らにその寄主の幼虫を採集し，飼育を行った結果，寄生
バエの羽化に成功したので，ここでその産卵行動と飼育
について述べておく．

クロマダラソテツシジミが 2007 年に植木業の多い
兵庫県宝塚市山本で初めて発見された．この地区の植木
業者が南西諸島から購入したソテツに付いてきたのでは
ないかと見られ，その周辺地域で発生して後終息した．
ところが 2008 年に筆者と兄の神吉弘視で西宮のチョウ
類調査をしている時に兵庫県西宮市柏堂の緑化植物園の
花に飛来した本種を発見し，その周辺で発生木の確認も
した．その後，クロマダラソテツシジミは瞬く間に広域
に広がり，京阪神間の全域で大発生が確認された．この
大発生以降は毎年秋季から初冬にかけて，発生数の増減
はあるが 2023 年まで発生が続いている．筆者らはその
発生状況を調査するとともに，飼育も多く行ってきた
が，これまで阪神間での寄生バエの確認情報は聞かない
し，飼育中での発生も聞いていない．今回初めて寄生バ
エを発見したのは，兵庫県宝塚市仁川北の閑静な住宅街
である．この場所の邸宅前に 20 株のソテツが列状に植
栽されている．筆者は，この場所もクロマダラソテツシ
ジミの調査ポイントの一つとしてこれまで継続して観察
を続けてきた．

2023 年 9 月 27 日 11 時 30 分頃，当地にクロマダ
ラソテツシジミの発生確認に来てみると，このソテツ群
で♂ 1 頭がテリトリーを張っていた．ソテツの新芽な
いし若葉にはクロマダラソテツシジミの幼虫による食痕
が多く見られ，1 齢から終齢までの多くの幼虫も確認で
きた．その状態を観察していると，1 頭の微小なハエか
ハチのようなものが飛来し，早い速度で終齢ないしそれ
に近い大きな幼虫に，飛びながらツンと触れると次の幼
虫のところへ飛んで行く，このような同じ行動を次々と
繰り返した．その飛翔行動は素早いものであった．興味
を持ったのは，ソテツの正面からは見えない若葉の裏側
についている幼虫にも難なく見逃さないでツンと接触し
ていく．この行動は，視覚だけでなく臭覚的なものを感
じ取ることにより幼虫を素早く見つけて産卵する行動と
見受けられた．ただ，その行動は早すぎて，①チョウの
幼虫の体表に産卵しているのか，②幼虫の体表に針状の
ものを刺して体内に産卵しているのか，③幼虫の側の食
樹の葉に産卵しているのかが，小さいこととその行動が
あまりにも早いため，ハエかハチかの見分けも，その行
動の詳細も見届けられなかった．15 分ほど観察した後，
この時期には常に携行しているお散歩ネットで採集して
見ると，その昆虫は明らかにハエであった．寄生バエで
あると，先ほどの幼虫にタッチする際の行為は②ではな
く，既知の知識（平井 2007）から③の可能性があると

みた．
次の９月 28 日に，再度現地に行き幼虫 36 頭とその

周辺のソテツの若葉を採集して持ち帰り，寄生バエが出
ることを期待して飼育することにした．この段階で，寄
生バエであることはほぼ判明したが，どのような産卵行
動をするかの知識はこの時点では乏しく，間接型タイ
プの論文（平井 2007）のみの知識であった．このため，
幼虫の周辺の若葉を中心に採集して飼育時に与えること
をした．後日，舘先生に教えてもらった①のタイプであ
ると知っていたなら，幼虫の体表に寄生バエの卵か幼虫
が見られないかを調べられていたのにと，非常に残念で
あった．なお，この邸宅のソテツでの観察と採集は毎年
行っているので，以前に許可を頂いている．

寄生バエの飼育記録
9 月 27 日に採集した生きた寄生バエのメス 1 頭は，

28 日午前中に自然死した．遺伝子分析が必要になるか
と考え，通常使用している酢酸エチルを使用せずに自然
死させた．また，展翅をせず写真撮影をした後，自然死
状態でカット面を敷いた容器に保管した．この処置方法
により，分類ポイントの体毛が欠落したらしく，同定に
非常に苦労をお掛けした．標本は微小であるが，採集後
すぐに針刺し標本にすることを教えて頂いた．

9 月 28 日に現地へ行き，クロマダラソテツシジミ幼
虫 36 頭と，幼虫が付いていたソテツの若葉を採集し持
ち帰り，飼育することにした．

幼虫の飼育には，上面に網張蓋のある大型ガラス製
飼育専用容器を使用した．容器の底には，蛹になる場所
のためにキッチンペーパーを皴状にしたものを敷いた．
この状態でこれまでクロマダラソテツシジミを飼育した
場合，ほぼ 100％の蛹化・羽化を経験していた．さら
に，今回は寄生バエが出ることを想定して，蛹になった
段階で，深さ 11cm，口径 8cm のプラスティックカッ
プに2～3頭ずつ移し替え，止まり木を入れ，上面をネッ
トで蓋をしたものを使用した．この状態で，チョウの羽
化ないし寄生バエの羽化が見られるか楽しみながら飼育
を続けた．チョウが羽化すると，取り出して後日展翅す
るために冷凍庫に保管した．寄生バエが羽化した場合は，
チョウの蛹の抜け殻，チョウの蛹から脱出した寄生バエ
の蛹の抜け殻と誕生した寄生バエを，カット綿を敷いた
ケースに常温で保管することにした．

飼育の結果
・9 月 28 日に採集してきたクロマダラソテツシジミの幼虫 36

頭とソテツの若葉に付いてきた幼虫 2 頭を合わせ 38 頭の幼虫

を飼育することにした．



-35-

きべりはむし，47 (1)，2024．

・10 月 4 日迄に 38 頭の幼虫は全て蛹となった．

・10 月 12 日迄に 18 頭がチョウに羽化し，20 頭は蛹のまま

である．

・10 月 15 日迄にさらに 12 頭がチョウに羽化し，合わせて

30 頭がチョウになった．8 頭は蛹のままである．

・12 月 5 日前後に寄生バエ 2 頭が羽化した．6 頭が蛹のまま

である．

・12 月 8 日・10 日・12 日・17 日に確認していくが残る蛹 6

頭は変化なし．

・1 月 8 日，残る蛹 6 頭は蛹のままで死亡している様子のため，

解剖してみた．蛹は既に乾燥していたため，蛹殻の内壁に付着

しているものがチョウのものか，寄生バエのものかの判断が付

けられなかった．ただ，1 頭は羽化不全状態かと思われる変形

したもの，1 頭は腹部に小さな穴が開いていたものがあったが，

寄生バエに侵入されて死亡したものかは不明であった．

以上の飼育から，採集してきたクロマダラソテツシ
ジミの幼虫 38 頭のうち 30 頭は 10 月 15 日迄にチョウ
に羽化したが，寄生バエ 2 頭の羽化は 12 月 5 日前後と
随分遅い羽化であった．産卵行動時には 7 ～ 8 ヵ所の
幼虫に産卵行動をしたように見受けられたが，寄生バエ
に羽化したのは 2 頭♂のみであった．

これまでクロマダラソテツシジミの蛹は秋季には通
常 2 週間もあればほぼ 100％羽化していた．寄生バエ
が産卵から羽化までの日数に関する知識が無かったため，
羽化の瞬間の観察ができなかったことと，羽化しなかっ
た 6 頭の蛹が何時羽化するかと待ちすぎたため解剖時
期が遅れ，死亡した蛹が寄生バエに侵入されたための死
亡か判断が付かなかったことは残念であった．

クロマダラソテツシジミが 2008 年に阪神間に本格
的に出現し，その発生は各公園や庭園のソテツに大きな
被害を与えるまで増え，しかも広域にまで拡大した．し
かし，その天敵となる寄生バエの発生については，阪神
間ではこれまで聞いていなかった．今回の寄生バエの発
生が確認でき，さらに，その産卵時の観察や寄生された
幼虫の飼育から寄生バエの羽化まで確認できたことは幸
運であったと思っている．阪神間における 2023 年のク
ロマダラソテツシジミの発生がこれまでに見られないほ
ど少なかった．この減少傾向が寄生バエの出現によるも
のかは現段階では定かではないが，その動向には興味深
い．今後，これらの寄生バエがクロマダラソテツシジミ
の発生状況にどのような影響を与えるか，調査を継続し
ていきたいと考えている．

本調査研究にあたり，寄生バエの同定・生態等のご
教示を頂いた九州大学舘卓司先生，研究方向でご助言を
頂いた神戸女学院大学遠藤知二先生に厚くお礼を申し上

げる．また，大宮正也・桂孝次郎両氏には研究の手探り
の段階で相談に乗って頂いた．調査のため調査地域の
方々には長期に亘りクロマダラソテツシジミの調査に協
力を頂いた．皆様に感謝申し上げる．

文献
嶌洪・原勝司，2016，埼玉県産ヤドリバエ科（昆虫綱：

ハエ目）．九州大学総合研究博物館研究報告，14：
1-36

平井規夫，2007，アサギマダラとマダラヤドリバエの
寄生－寄生者関係に関する生態学的研究．博士（緑
地環境科学）論文，1-6
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サトユミアシゴミムシダマシ (P ro me t h is v algip e s v algip e s) に関する知見

東 輝弥１）

1) Teruya AZUMA　兵庫県高砂市

1．はじめに
自宅のすぐ隣にクスノキの枯れた立木が有り，この

立木は 4 年ほど前に大きくなりすぎて近隣から苦情が
出たために取り除かれる事となり高さ３ｍ程残し取り除
かれた．今は樹皮は剥がれた状態で立っている．（写真
1．）そこに表題のサトユミアシゴミムシダマシが棲息
している「別名ユミアシオオゴミムシダマシ」．（写真2．）

ごく普通の虫であるが里山とか森で無く住宅地にあ
るクスノキの枯れ木に棲息している．棲息状況について
報告例が無いようなので参考のためになると思うので報
告しておく．

2．目撃した日時と頭数

きべりはむし， 47 (1): 36-37

写真 1．棲息している枯れ木．

写真 2．本種．

年月日
観察した
時間

頭数 年月日
観察し
た時間

頭数

2022/07/13 19:48 2exs. 2023/10/18 19:05 2exs.

2022/07/16 20:03 2exs. 2023/10/30 19:13 2exs.

2022/07/31 19:56 2exs. 2023/11/02 21:08 2exs.

2022/08/26 19:19 2exs. 2023/11/04 19:38 2exs.

2023/06/21 19:44 3exs. 2023/11/06 20:05 2exs.

2023/06/22 10:22 3exs. 2023/11/07 18:56 2exs.

2023/06/25 20:25 3exs. 2023/11/07 21:45 2exs.

2023/09/29 20:29 3exs. 2023/11/09 20:07 4exs.

2023/09/30 21:16 3exs.

3．考察
成虫の雄雌は採集していないので不明．活動は日没

から少過ぎて辺りが暗くなってから姿を現し朽ち木の表
面に着いているカビとかコケを摂食しているようであ
る．( 写真 3.）日中の棲息場所は朽ち木の割れ目とか枯
れた樹皮の下に潜んでいるようである．（写真 4．）高砂
市の市ノ池公園の観察ではカブトムシやクワガタムシの
いる樹液の出る半朽ち木の中に生息している．ここでは
樹林の中などで薄暗いために日中にでも観察することが
出来る．図鑑では 4 月から 11 月まで活動するようであ
るが成虫越冬するとは書かれていないので不明である
が，6 月から 9 月まで 3 頭であったのが 10 月から 2 頭

になり 11 月 9 日に 4 頭になっているので，ここで幼虫
が羽化して増えたものと思うので本種は成虫越冬するよ
うに思う．11 月 10 日は雨のため姿を見せず，以後気
温が下がったために姿を見ることが出来なかった．次年
度 (2024) では成虫の出現時刻と退避時間等を観察して
みたいと思う．

本種は通常，林の中にある半朽ち木の中で棲息して
いて住宅地でしかも独立した朽ち木に棲息してる．最も
近い棲息地は阿弥陀町にある市ノ池公園で途中に生息で
きるような場所はない．だがこの場所にいるのであれば
途中に似たような環境があれば棲息している可能性があ
る．本種は普通種であるがためか生態は調べられていな
いようだが，移動性のある種である可能性がある．

本種が枯木の表面に顕れる時間は 19 時ぐらいから翌
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写真 3．食事中

写真 4．樹皮の中に退避

日の 4 時くらいまで居るようだ．季節によって出現時
間は違ってくると思うが日没の少し後から日の出までが
活動時間帯と思われる

図鑑に因れば，近畿地方では 4 月から出現するよう
なので，来年は立木が残って居たら 4 月から観察した
いと思う．

近似種のオオユミアシゴミムシダマシ（ P ro me t h o s 
inso mnis) は図鑑では北海道から本州に棲息していて 4
月から 8 月頃迄見られるようだが，本種は本州から沖
縄方面まで棲息していて 4 月から 10 月頃まで見られる
と書いてあるのでサトユミアシゴミムシダマシとした．

4．参考文献
虫ナビ https://mushinavi.com/navi-insect/data-gomimusi 

_yumiasi.htm
昆 虫 エ ク ス ブ ロ ー ラ https://www.insects.jp/kon-

gomidamasiyumi.htm
槐 真史（編），2013．日本の昆虫 1400 (2) トンボ・コ

ウチュウ・ハチ．文一総合出版．
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昆虫図鑑で見る “日本の昆虫の文明開化”

神吉 正雄１）

1) Masao KAMIYOSHI　兵庫県宝塚市

1．はじめに
昨年（2023 年），NHK の朝ドラで，牧野富太郎の生

涯を題材とした「らんまん」が放映され話題となった．
牧野富太郎が日本全国を歩き，多くの新種を含む日本の
植物に学名を与え，1940 年（S15 年）に「牧野日本植
物図鑑」を出版し，世界に日本の植物を紹介した功績は
極めて大であった．

日本は身近に多彩な自然があり，子どもたちがネッ
トを持って虫採りをする姿は日常風景である．また古く
から花鳥風月や鳴く虫などを愛でる文学や美術品も多く
見られる．しかもそれぞれの草木や鳥，鳴く虫や蝶に名
前を付け，親しんできたのである．ところが，それぞれ
の国で付けられている名前が，国際的には通じないので
ある．そこで分類学の父と呼ばれるカール・フォン・リ
ンネ（Carl von Linne）が 1735 年に「自然の体系」を
著し，その中で学名は属と種名をラテン語で表す二名法
を体系づけ，さらに 1758 年に同誌の 10 版で「国際動
物命名規約」「国際植物命名規約」などを提案した．こ
の規約に基づいて学名を付けることにより，その種名は
国際的に認められるようになったのである．牧野富太郎
もこの規約に従って日本の植物に名前を付けていったの
で，世界に通じる名づけ親となった訳である．この学名
を付けるようになった時期が，日本の昆虫が文明開化し
た時期と見ていいのではないだろうか．

昆虫の場合は，いつ頃から日本の昆虫に学名が付け
られたのか，またその名付け親は外国人か，日本人かを
調べてみた．次に，日本の昆虫に正式学名を使って分
類された図鑑は何時頃から出版されたのかを調べて見
た．オサムシに関する文明開化は既に報告したが（神吉，
2023），ここでは一般に親しまれているチョウの場合を
紹介する．なお，筆者はチョウの専門家でなく，専門の
生物（昆虫）地理学の視点で飛ぶことができないオサム
シや分布地域を拡大する移入昆虫などを主な研究テーマ
にしてきた．ここで取り上げるチョウについては，中学
生時代に横山光男の「原色日本蝶類図鑑」を見てワクワ
クし，以来 70 年間虫好きを通してきた一昆虫愛好家で
ある．チョウに触れあった 70 年間のアマチュアの目で

きべりはむし， 47 (1): 38-44

書いたものであることを，了解していただきたい．なお，
ここで登場させた図鑑類の多くは，筆者が大学時代から
地理学の古書，古地図と昆虫関係の古書や図鑑を収集し
ていたものを使用し，一部宝塚市立中央図書館・西宮市
立中央図書館，西宮市立大社小学校，宝塚市立手塚治虫
記念館の協力を得た．お礼を申し上げる．

2．日本のチョウの学名記載時期について（表 1）
日本のチョウに学名を付けての最初の記載は，今か

ら 266 年前の 1758 年（宝暦 8 年）でリンネによるも
のであった．この年にリンネが記載したチョウは，アオ
スジアゲハやモンシロチョウ，ルリシジミ，キタテハな
どのよく見かけるチョウから，オオイチモンジやクジャ
クチョウなどの高山チョウ，リュウキュウムラサキやツ
マベニチョウなどの南方系のチョウなどの 39 種であっ
た．リンネは 1758 年に学名の記載法を提案し，それま
でに確認していた日本のチョウに学名を付けたのであ
る．ここで注目したいのは，この年が江戸時代の真っ只
中であることで，ヨーロッパの学者と日本の昆虫学との
差が大きかったことである．その後も，外国人による
新種記載が続き，杉田玄白が解体新書を書いた 1774 年
迄に 61 種の記載がされ，伊能忠敬が「日本沿海輿地全
図」の測量を始めた 1800 年（寛政 13 年）までに日本
のチョウの４割近い 103 種が記載されている．外国人
による記載はその後も続き，明治時代に入った 1892 年

（Ｍ 28 年）迄に 147 種の記載が追加され合計 250 種で，
日本のチョウの９割を超す種が外国人により記載された
ことになる．1886 年（明治 19 年）にはイギリス人の
ヘンリ―・プライヤ―が日本へ来て採集活動をし，「日
本蝶類図譜」を日本で出版している．

明治時代に入ると日本人の昆虫の調査や研究も進み
始め，1883 年（Ｍ 16 年）には日本最初の昆虫採集案
内書である「採虫指南」が出された．1904 年（Ｍ 37
年）には松村松年が「日本千虫図解」を出版し，1906
年（Ｍ 39 年）に日本人初の新種キマダラルリツバメ，
リュウキュウウラナミジャノメ，オガサワラセセリの 3
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記載年 元号 日本のチョウ新種記載年種（＜＞：日本人記載種，他は外国人記載種） 主な図鑑の発行，記事

1758 （江戸時代）

ナガサキアゲハ，モンキアゲハ，シロオビアゲハ，キアゲハ，ミカドアゲハ，ツマキチョウ，クマモツマキチ
ョウ，モンシロチョウ，オオモンシロチョウ，エゾシロチョウ，ツマベニチョウ，ウラナミシロチョウ，リン
ゴシジミ，ルリシジミ，ヒメシジミ，リュウキュウアサギマダラ，カバマダラ，ミドリヒョウモン，ギンボシ
ヒョウモン，オオイチモンジ，シロミスジ，アカマダラ，キタテハ，シータテハ，キベリタテハ，クジャクチ
ョウ，コヒオドシ，ヒメアカタテハ，タテハモドキ，アオタテハモドキ，リュウキュウムラサキ，アカボシゴ
マダラ，ウスイロコノマチョウ，クモマベニヒカゲ，ヒメチャバネセセリ，迷蝶：オオカバマダラ

リンネ :「国際動物命名規約」提案

1760-64
(61) ミヤマモンキチョウ，ベニシジミ，シロオビヒメヒカゲ，(63) ツマグロヒョウモン，カバタテハ，フタス
ジチョウ，ルリタテハ，ジャノメチョウ，ウラジャノメ，(64) イチモンジチョウ，イワサキタテハモドキ，メ
スアカムラサキ

1765-69 (67) アゲハ，(68) タイワンモンシロチョウ，(73) ウラベニヒョウモン，タイワンキマダラ

1770-74
(71) イワカワシジミ，ツバメシジミ，ジョウザンシジミ，ウラギンスジヒョウモン，コミスジ，タカネキマダ
ラセセリ，(73) ウラベニヒョウモン，タイワンキマダラ

(74) 杉田玄白「解体新書」

1775-79

(75) クロアゲハ，ベニモンアゲハ，ウスキシロチョウ，ホリイコシジミ，ウスコモンアサギマダラ，コヒョウ
モン，ウラギンヒョウモン，シロオビヒカゲ，ダイセツタカネヒカゲ，タイワンアオバセセリ，ネッタイアカ
セセリ，(77) タイワンシロチョウ，ナミエシロチョウ，イワサキコノハ，(78) ヤエヤマカラスアゲハ，ツマベ
ニ，(79) ゴマシジミ，ミヤマシジミ，スジグロカバマダラ，ツマムラサキマダラ

(75) 長久保赤水「日本輿地路程全図」

1780-84
(80) ヒョウモンチョウ，コジャノメ，クロコノマチョウ，オキナワビロウドセセリ，(81) カラフトルリシジミ
，ヒオドシチョウ，エルタテハ，(82) カラスシジミ，ルリシジミ，ヒメアサギマダラ

1785-89 (85) チョウセンシロチョウ，(87) シルビアシジミ，ヒメヒカゲ
1790-94 (91) アサヒヒョウモン，タカネヒカゲ，(93) クロモンシロチョウ，(94) アカタテハ
1795-99 (98) クロボシセセリ，チャバネセセリ
1800-04 (03) ホソバヒョウモン (00) 伊能忠敬「日本沿海輿地全図」の測量開始
1805-09 (05) モンキチョウ，(08) カラフトセセリ，(09) ベニヒカゲ
1815-19 (19) マルバネルリマダラ
1820-24 (24) タイワンツバメシジミ

1825-29
(28) ヤクシマルリシジミ，タイワンクロボシシジミ，カラフトタカネキマダラセセリ，(29) クロマダラソテツ
シジミ，コムラサキ

(26) ペリー来航 , シーボルト江戸へ

1830-34 (34) オオゴマダラ
1835-39 (36) ジャコウアゲハ，ツマグロキチョウ，タイワンキチョウ，カワカミシロチョウ

1840-45
(40) イシガケチョウ，コノハチョウ，スミナガシ，(43) クロツバメシジミ，フタオチョウ，アオバセセリ，
(44) ヤマトシジミ，アサギマダラ，ヤエヤマイチモンジ，タイワンヒメシジミ，アサマシジミの亜種イシダシ
ジミ

1845-49 (47) メスグロヒョウモン

1850-54
(50) ウスバキチョウ，(51) シロモンクロシジミ，キリシマミドリシジミ，アサマシジミ，ツマジロウラジャノ
メ，(52) クロシジミ，オオミスジ，チャマダラセセリ，ギンイチモンジセセリ，コキマダラセセリ，ホソオチ
ョウ，(53) イチモンジセセリ，コムラサキ褐色型：クロコムラサキ，キマダラモドキ

1855-59

(57) スジグロチョウ，サトキマダラヒカゲ，ダイミョウセセリ，(58) ミヤマカラスアゲハ，ヒメシロチョウ，
スジボソヤマキチョウ，ルーミスシジミ，アマミウラナミシジミ，テングチョウ，ミスジチョウ，ウスイロヒ
ョウモンモドキ，オオヒカゲ，ヒメジャノメ，テツイロビロウドセセリ，(59) コヒョウモンモドキ，ホシチャ
バネセセリ，(63) オオムラサキ

1860-64

(60) ヒメウラナミシジミ，マルバネウラナミシジミ，シロウラナミシジミ，ウスアオオナガシジミ，クロヒカ
ゲモドキ，(61) ミヤマシロチョウ，ミズイロオナガシジミ，メスアカミドリシジミ，サカハチチョウ，ミヤマ
セセリ，ヒメキマダラセセリ，ヘリグロチャバネセセリ，(62) ムラサキツバメ，トラフシジミ，クモガタヒョ
ウモン，オオウラギンヒョウモン，ゴマダラチョウ，ヒカゲチョウ，ホソバセセリ，クロセセリ，(64) カラス
アゲハ

1865-69 (68)M1
(65) アカシジミ，ウラナミアカシジミ，(66) ウスバシロチョウ，ツマキチョウ，カバイロシジミ，オオウラギ
ンスジヒョウモン，クロヒカゲ，ヒメウラナミジャノメ，ユウレイセセリ，トガリチャバネセセリ，シロオビ
マダラ，(67) ハマヤマトシジミ，(68) リュウキュウヒメジャノメ，(69) キタキチョウ，ヤエヤマムラサキ

(67) 大政奉還

1870-74 M3-7
(71) ホシミスジ，(72) ヒメギフチョウ，(73) ウラゴマダラシジミ，(74) ミドリシジミ，コウトウシロシタセセ
リ，迷蝶：コモンアサギマダラ

(72) 松村松年出生

1875-79 M8-12
(75) ゴイシシジミ，コチャバネセセリ，キマダラセセリ，オオチャバネセセリ，オオミドリシジミ，ムラサキ
シジミ，(77) オナガアゲハ，ヒメキマダラヒカゲ，(78) ヒョウモンモドキ，アカセセリ，スジグロチャバネセ
セリ，ヒメイチモンジセセリ，ミャマチャバネセセリ，(79) メスシロキチョウ，サツマシジミ , キバネセセリ

1880-84 M13-17
(80) チョウセンアカシジミ，(81) ウラキンシジミ，ジョウザンシジミ，ヤマキマダラヒカゲ，(82) エゾヒメシ
ロチョウ，エゾスジグロチョウ，ウスイロオナガシジミ，ウラミスジシジミ，ウラクロシジミ，(83) オガサワ
ラシジミ，タイワンアサギマダラ，ウラナミジャノメ，

(83)「採虫指南」曲直頼愛 *1

1885-89 M18-22
(87) アイノミドリシジミ，ハヤシミドリシジミ，ウラジロミドリシジミ，オオゴマシジミ，オオルリシジミ，
ムモンアカシジミ，(89) ギフチョウ，ツシマウラボシシジミ，ゴイシシジミ，ゴイシツバメシジミ

(86)「日本蝶類圖譜」ヘンリー・J・S・プライヤー
*2

1890-99 M23-32 （92）ハヤシミドリシジミ，ヒロオビミドリシジミ

1900-09 M33-42
(06) ＜キマダラルリツバメ，リュウキュウウラナミジャノメ，オガサワラセセリ ( 松村 ) ＞，(09) ヤマトスジ
グロシロチョウ，アサマイチモンジ

1910-14 M43-T3 (10) ＜フジミドリシジミ ( 松村 ) ＞，(12) ヒメウスバシロチョウ
1915-19 T4-8 (15) ＜エゾミドりシジミ ( 松村 ) ＞，(19) ＜スギタニルリシジミ ( 松村 ) ＞，リュウキュウウラボシシジミ
1920-24 T9-13 (20) ヤエヤマウラナミジャノメ，(24) キリシマミドリシジミ屋久島亜種＜ヤクシマミドリシジミ (YAZAKI) ＞ (2)「昆虫記 ] ファーブル著」大杉栄訳
1925-29 T14-S4 (29) アサマシジミの亜種＜ヤリガタケシジミ・イシダシジミ ( 松村 ) ＞ (29)「日本通俗昆虫圖説蝶之部」松村松年
1930-34 S5-S9 (31)「日本通俗昆蟲圖説 ( 甲虫之部 )」松村松年
1935-39 S10-14 (35) ＜ヒサマツミドリシジミ（NAGAI ・ISHIGA ＞ (39)「原色蝶類圖譜」平山修次郎

1940-44 S15-19 (41) バナナセセリ
(40)「原色甲虫圖譜」平山修次郎・「牧野日本植物図
鑑」牧野富太郎，(41)「原色千種昆虫圖譜」平山修
次郎

1945-49 S20-24 (47) ＜クロミドリシジミ（白水）＞，＜マサキウラナミジャノメ (ITO) ＞

1950-54 S25-29 (53) ＜カシワアカシジミ ( 松村 ) ＞
(50)「日本昆蟲圖鑑」改訂版初版，江崎悌三他，
(54)「原色日本蝶類図鑑」横山光男著，

1955-59 S30-34 (57) ＜ベニモンカラスシジミ (OTA・KUSUNOKI) ＞ (57) 牧野富太郎没
1960-64 S35-39 (64) ＜アサヒナキマダラセセリ ( 白水 ) ＞ (60) 松村松年没
1985-89 S60-H1 (85)「原色昆虫大図鑑」白水隆著
1990 H2 (90)「原色蝶類検索図鑑」猪又敏男著

表 1．日本産蝶類の新種記載年一覧表．
＊記載年は日本産蝶類標準図鑑 (2006 年発行 ) による
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図 1．「日本通俗昆虫圖説 蝶之部」松村松年著　昭和 4(1929) 年発行．

種を記載した．その後，松村は 1910 年（M43）にフ
ジミドリシジミ，1915 年（T4）にエゾミドリシジミ，
1919 年（T8）にスギタニルリシジミの新種を次々発表
した．

1920 年（T9）以降には白水隆など日本人により
1935 年（S10）ヒサマツミドリシジミ，1947 年（S22）
クロミドリシジミ，マサキウラナミジャノメ，1953 年

（S25）カシワアカシジミ，1957 年（S32）ベニモンカ
ラスシジミ，1964 年（S39）アサヒナキマダラセセリ
が新種記載された．1924 年（T13）ヤクシマミドリシ
ジミが発表されたが，現在はキリシマミドリシジミの
屋久島亜種とされている．以上 12 種が日本人が記載し，
現在でも種として認められているのである．

3．日本のチョウの図鑑の変遷について
日本のチョウが図鑑の中でどのように紹介されてき

たかを見ていきたい．日本で初めて学名を付したチョウ
類図鑑は，イギリス人のヘンリー・ジェイムス・スト
ヴィン・プライヤ―（Henry James Stovin Pryer 1850-
1888）である．彼が日本へ 1871 年（Ｍ 4 年）に来日し
て昆虫の調査をし，1886 年（Ｍ 19 年）に日本最初の
蝶類図鑑である原色の「日本蝶類図譜」（原色図，137
種採録．学名記述，和名なし．日本で出版）を刊行して
いる．

日本人が最初に本格的な蝶類図鑑を出版したのは，
昭和に入り 1929 年（Ｓ 4 年）松村松年の「日本通俗
昆虫図説　蝶之部」である．1940 年（Ｓ 15 年）には
平山修次郎による「原色蝶類図譜」が出版され，漫画家
の手塚治虫等昆虫愛好家に愛読された．戦後，1950 年

（Ｓ 25 年）石井悌・江崎悌三による全昆虫分野を対象
とした北隆館の「日本昆虫図鑑」が出版された．蝶類図
鑑としては横山光男の「原色日本蝶類図鑑」が 1954 年

（Ｓ 29 年）に出版され子どもや一般のチョウ愛好家に
も活用された．

その後，現在に至るまで多くの本格的な蝶類の図鑑
やハンドブックタイプの普及本が出されてきた．分類学
の進展もあり 1990 年（平成 2 年）に猪又敏男の「原
色蝶類検索図鑑」が出版され，その後上位分類の基準の
見直しもあり，学術的レベルが高い本格的な蝶類図鑑と
して白水隆の「日本産蝶類標準図鑑」が 2006 年に出版

された．一方で，子どもや一般昆虫愛好家向きの日本チョ
ウ類保全協会の「フィールドガイド日本のチョウ」も出
版された．

ここでは，松村松年の「日本通俗昆虫図説　蝶之部」，
平山修次郎の「原色蝶類図譜」，江崎悌三・白水隆他の「日
本昆虫圖鑑」，横山光男の「原色日本蝶類図鑑」，白水隆
の「原色昆虫大図鑑」，猪又敏男の「原色蝶類検索図鑑」，
白水隆の「日本産蝶類標準図鑑」，日本チョウ類保全協
会の「フィールドガイド　日本のチョウ」を取り上げて，
日本のチョウの図鑑で見られる掲載内容の変化を以下で
述べる．

①「日本通俗昆虫図説 蝶之部」松村松年著　春陽堂（東京）
＜ 1929(S4) 年 10 月発行．Ｂ５版　原色図鑑．図版 32P，種

の説明：和文 45 ｐ , 英文 66 ｐ．掲載種 166 種（全種の 75％

図示・説明）．（日本列島・琉球含 + 樺太 + 朝鮮 , 南洋 + 台湾産）

日本産蝶類分布表 37 ｐ＞

著者の松村松年（まつむらしょうねん，1872-1960）
は，札幌農学校（現北海道大学）から北海道大学で学び，
北海道大学教授・農学博士として，日本の近代昆虫学を
築いた人物である．1898 年（Ｍ 31 年）「日本昆虫学」，
1904 年（Ｍ 37 年）「日本千虫図解」を著し，1926 年（Ｔ
15 年）には研究成果が世界に通じるために英文の昆虫
雑誌「Insecta Matsumurana」を創刊している．一方で，
多くの新種・新亜種などの記載をしている． 
「日本通俗昆虫図説　第 1 巻蝶之部」は，第 2 巻蛾之部，

第 3 巻甲虫之部，第 4 巻蜂蠅之部，第 5 巻蜻蛉蝗其他
で構成されている内の一冊である．掲載されているチョ
ウは，当時日本領土となっていた日本列島に加えて樺太，
朝鮮，台湾に南洋領土が対象となっている．掲載されて
いるチョウは総数 166 種であり，日本産蝶 220 種の 7

1998 H10 「手塚治の昆虫博覧会」手塚治
2006 H18 「日本産蝶類標準図鑑」白水隆著

2012 H24
「フィールドガイド　日本のチョウ」日本チョウ類
保全協会

注記： *1：「採虫指南」曲直頼愛，日本最初の昆虫採集案内書
*2:「日本蝶類圖譜」ヘンリー・J・S・プライヤー著，1982 年（昭和 52 年）に江崎悌二解説，白水隆学名校訂表が付記されて再復刻されている。

表 1．続き
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図 3．平山修次郎の「原色蝶類圖譜」（左），手塚治虫少年の中学校時代
の模写図（右）．

図 2．「原色蝶類圖譜」平山修次郎著　昭和 14(1939) 年発行．

割 5 分のチョウを図示し解説をしている．図版は写真
でなく原色の手書図である．図示した蝶の解説は日本文
と英文とで記述し，外国へも日本のチョウの紹介となっ
ている．本書の “終わり” に，当時の日本領土に産する
510 種全てのチョウの目録と分布表（樺太，北海道，本州，
四国，九州，琉球，朝鮮，台湾，南洋諸島別）を掲示し
ている．なお，各チョウの記載は，種以外に亜種・型も
記し，命名者・その記載年次も書かれている．

この図鑑で松村が新種・新亜種・新型を命名した種
数は，日本列島では 18 新種，28 新亜種，57 新型，樺
太では 2 新種，16 新亜種，19 新型，朝鮮では 7 新
種，11 新亜種，27 新型，台湾では 35 新型，32 新亜種，
39 新型，南洋諸島では 5 新亜種と，非常に多くの記載
をしている．ただし，その後の研究で，既に外国の研究
家が新種記載をしており，命名者名とその年次が修正さ
れたものも多い．

以上のように，日本の昆虫学を先導し，日本産のチョ
ウの多くの新種の発見を含む確認をし，学名，和名を定
め，本格的な日本の昆虫図鑑の出版をした功績は大きい．
チョウを語る場合は松村松年の名前と「日本通俗昆虫図
説」は記憶しておくべきであろう．

②「原色蝶類圖譜」平山修次郎著　三省堂（東京）
＜1939(S14)年6月発行．Ｂ6版　原色図鑑（写真）．図版60ｐ，

種の解説 122 ｐ，本文掲載種を含む掲載種 433 種，写真 651

枚（日本列島・琉球含 + 樺太 + 朝鮮 , 南洋 + 台湾産）＞

平山修次郎は大正から昭和にかけての昆虫学者で，
東京都の井之頭公園に平山博物館を造り日本の昆虫だけ
でなく世界の珍しい蝶を集めていた．本図鑑の序に “こ

れらの所蔵標本中から新鮮な標本を用い，優秀な原色写
真で天然色を出した” と記しており，「日本通俗昆虫図
説　蝶之部」では使えなかったカラー写真の蝶類図鑑を
著した．また，“それまでは昆虫愛好家が見る図鑑は種
類数が少なかったため，名前を調べるのに不便であった
ため 433 種の標本を掲示した” とある．

本「原色蝶類圖譜」は平山修次郎の「原色千種昆虫
圖譜」「原色甲虫圖譜」との三部作の一つである．平山
修次郎は松村松年の教示も受けており，「日本通俗昆虫
図説　蝶之部」の構成に類似するところが多い．末尾の
日本産蝶類分布表に掲載されているチョウは，当時日本
の領土となっていた日本列島と琉球以外に樺太，朝鮮，
南洋，台湾が掲載されており，樺太 62 種，北海道 115 種，
本州 158 種，四国 109 種，九州 124 種，朝鮮 223 種，
琉球 90 種，台湾 40 種，南洋 35 種の種類のチョウが
分布していることを記している．

この図鑑段階で日本人が新種記載したチョウはウス
バキチョウやクモマツマキチョウなどの 24 種で，その
うち松村松年記載種は 21 種である．「日本通俗昆虫図
説 蝶之部」の 18 種より 6 種が増えている．

この図鑑は A5 版で手軽で，しかも高価格でなかった
こともあり，一般の昆虫愛好家に “平山の昆虫図鑑” と
して広く活用された図鑑である．この図鑑を愛用した一
人に漫画家の手塚治虫がいた．手塚少年は小学校 5 年
生の時に平山の昆虫図鑑を友人から見せられ昆虫採集を
するようになり，自宅の宝塚御殿山周辺や箕面公園など
へ出かけた．一方で中学生時代には，この図鑑を見て正
確な模写を多く書いていた．写真は手塚治虫記念館の許
可で撮影させてもらったチョウのスケッチと本図鑑の同
じチョウを比較したものである（図 3）．手塚少年の模
写力には驚かせられる．

③「日本昆蟲圖鑑」改訂版　江崎悌三・白水隆他著　北
隆館（東京）

＜ 1950（S25）年 11 月発行．Ａ５版　モノクロ図鑑．全

1738ｐ，蝶の部60ｐ，図版・解説182種．昆虫綱概説13ｐ .＞

本図鑑は，戦後に出された日本の全昆虫分野を掲載
した最初の本格的な図鑑である．そのため B5 版サイズ
であるが 1738 頁という分厚い図鑑となっている．図版

図 4．「日本昆蟲圖鑑」江碕悌三・白水隆他著　昭和 25(1950) 年初版発行．
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は扉の所で 11 種の原色図版が掲載されているが，本文
の図版はモノクロであるため，これまでの昆虫図鑑が原
色図版であるだけに，特にチョウに関しては利用するも
のにとっては物足りなさがある．しかし，全昆虫を調べ
ることができる図鑑としては貴重で，公共図書館や学校
には必ず配架されていた．添付の写真の本図鑑は，西宮
の小学校で 50 年ほど子どもたちに活用され，手垢にま
みれ，ぼろぼろに痛み廃棄になったものを譲り受けた
ものである．虫好きの子どもたちの夢を育んだ貴重な 1
冊と言えよう．

本図鑑のチョウの項には，182 種が掲載され，当時
の日本領土に産するチョウをほぼ網羅している．また，
末尾に，昆虫綱概説として昆虫の形態，分類，日本の昆
虫類についての解説を執筆者の江崎悌三が書いている．

④「原色日本蝶類図鑑」横山光男著，江崎悌三校閲　保
育社（大阪）

＜ 1954(S29) 年 6 月発行．Ａ５版　原色図鑑．全 193 ｐ，図

版 63p，種の解説 74p．掲載種 199 種（日本列島）．末尾に蝶

生態一覧表 50 ｐ＞

戦後少し落ち着きを見せてきて，子どもたちを含み
昆虫採集や研究の機運が高まってきた．その中で，本格
的な原色の蝶類図鑑が出版された．特に，「日本昆虫圖鑑」
が高価であることもあり，チョウ愛好家にとっては待ち
遠しかった図鑑である．当時中学生の筆者は兄と大阪周
辺の昆虫採集地へ出かけ，帰宅後にはこの図鑑でチョウ
の確認をすることが一番の楽しみであった．

本図鑑では日本人が命名記載した種は 34 種，そのう
ち松村松年の記載は 27 種，白水隆の記載が 3 種である．
シーボルトが命名記載した種がナガサキアゲハ（1826
年），ルリタテハ（1824 年）の 2 種が見られるのは興
味深い．ただ現在は，ナガサキアゲハはリンネの 1758
年記載，ルリタテハもリンネの 1763 年記載に修正され
ている．

なお，本図鑑が出版された後に保育社から，川副昭人・
若林守男著で「原色蝶類図鑑」の大幅な改訂版が 1976
年（S51）に出版されている．この改訂版の作成に当た
り多くの海外の文献と大英博物館のタイプ標本等を検し
ている（本書、序より）．また，分類に必要な各種の交

尾器を図鑑として初めて図示している．

⑤「原色昆虫大図鑑 第 1 巻（蝶・蛾）」白水隆  北隆館（東京）
＜ 1985(S60) 年 11 月 15 版発行．Ｂ５版　原色図鑑．全 366

ｐ，図版 63p（蝶部門 48 ｐ），種の解説 83p．掲載種 213 種（日

本列島産）＞

北隆館が戦後すぐに出版された「日本昆蟲圖鑑」が
昆虫全分野を対象としており 5000 種近くを１冊に収め
ていた．図版もモノクロであった．その後の学問的な進
歩で，名称の変更，種数の増加，内容の一部改訂，さら
に印刷技術の進歩で原色図版への改定を行い出版され
たのである．さらに，蝶と蛾だけでも 2700 種を掲載し，
さらに雌雄，季節型，地理的変異をも図示し，約 3900
頭の個体数を掲載するため，昆虫の部門別に出版された．
本図鑑はその第 1 巻，蝶・蛾篇として出版されたので
ある．戦後の北隆館の昆虫図鑑は，昆虫学の深化の歴史
を示すものと言えよう．

初版の時期は南西諸島がまだ日本への返還前であっ
たため，掲載されたチョウは主に屋久島以北に生息する
種が掲載されており，本図鑑では現在の全日本領土の
チョウ 213 種，734 個体が掲載されている．チョウ部
門の著者は「日本昆蟲圖鑑」と同じ，戦後の昆虫図鑑の
執筆第一人者である九州大学教授の白水隆である．

本図鑑は原色図版，A4 版と大型で分厚い図鑑であっ
たため，青少年の昆虫愛好家には手が届きにくい図鑑で
あった．一方，日本を代表する昆虫図鑑だけに，多くの
学校の図書室や公共図書館などには設置され，多くの昆
虫愛好家に活用されている．

本図鑑の中で掲載されているチョウは 213 種である．
その中で，日本人が命名記載した種は 34 種であり，そ

図 6．「原色昆虫大図鑑」蝶の項　白水隆著　昭和 60(1985) 年発行．図 5．「原色日本蝶類図鑑」横山光男著，江崎悌三校閲　昭和 29(1954) 年発行．

図 7．「原色蝶類検索図鑑」猪俣敏男著　平成 2(1990) 年発行．
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のうち松村松年の記載によるものが 23 種と多い．本図
鑑著者の白水隆の記載は 6 種である．

⑥「原色蝶類検索図鑑」猪又敏男著　北隆館（東京）
＜ 1990(H2) 年 6 月発行．Ａ５版　全 284p，原色図鑑．検

索図表 48 ｐ，図・説明 205p，掲載種 246 種（迷蝶 4 種含）

+12 亜種（日本列島）＞

本図鑑は，チョウの分類学が深化し，種，亜種，地方型，
季節型など詳細に図鑑でも掲載されており，研究熱心な
アマチュアの愛好家にも応えられるように出版された図
鑑である．

この図鑑は，最初に族・科・属・種へと検索を進め
られるように翅脈図なども豊富に提示した”検索図表“が
48 ｐにまとめて掲載されている．そのあとに 246 種の
種別のチョウの写真とその分布図が入っての説明が記さ
れている．ただ，後にタテハチョウ科にテングチョウ科，
マダラチョウ科，ジャノメチョウ科は統合されるが，こ
の図鑑ではまだ別科になっている．

本図鑑では 246 種が掲示されているが，その中で日
本人の命名種は 33 種であり，そのうち松村松年の記載
種は 19 種，白水隆の記載種は 7 種である．

⑦「日本産蝶類標準図鑑」白水隆著　学習研究社（東京）
＜ 2006(H18) 年 8 月発行．Ａ 4 版　全 336p，原色図鑑．図

鑑の使い方と用語解説 11 ｐ，図版 127・解説 180p，掲載種

324 種（迷蝶 50 種含）+ 追補疑問種 28 種（日本列島）＞

本図鑑の執筆者は白水隆となっているが，“発刊に
当って” で「故・白水隆九州大学名誉教授が生前に企画
されたものを，先生の遺志を引き継ぐべく，各分野の専
門家が集まり，先生の言葉に従いこの図鑑を編集した」
と記されている．編集代表者は九州大学教授矢田脩であ
る．これまで日本のチョウ類図鑑を記述してきたが，戦
後のチョウ類図鑑の骨組みを造ってこられたのは白水隆
名誉教授であった．その集大成としての本図鑑であるた
め，貴重な図鑑であるといえるであろう．

本図鑑の内容は，これまでの図鑑で見られる各チョ
ウの命名記載者と記載年号がかなり修正されている．前
図鑑と比較するとモンキアゲハなど 90 種が修正されて

いること，タテハチョウ科にテングチョウ科，マダラチョ
ウ科，ジャノメチョウ科が含まれる新分類となっている
こと，迷蝶や北上種などに関しても詳細に記述されてい
ること，ギフチョウなど地方による斑紋などの変異を多
数の産地別個体写真を示し解説されていること，類似種
の見分け方やその分布地の地図上への明示など，現在出
版されているチョウ類図鑑の中では，最も新しい情報に
より充実化された図鑑であると思う．

本図鑑での日本人命名種は 12 種であり，そのうち松
村松年の命名種は 7 種，白水隆の命名種は 2 種であった．

⑧「フィールドガイド 日本のチョウ」日本チョウ類保
全協会編　誠文堂新光社（東京）

＜ 2012(H24) 年 6 月発行．Ａ５版　全 326p，原色図鑑．図・

説明 264p，検索表 44p．記載種 271 種（外来種 4 種含），（日

本列島）＞

本書は，一般の昆虫愛好家が扱いやすいポケットサ
イズでありながら，現在の日本のチョウについての同定，
生態など必要な情報が十分得られる優れた図鑑になって
いる．特に類似種ないし雌雄を見分けるポイントが図示
されて見易くなっている．さらに，その種の分布地を日
本地図に明示してある点も一般の昆虫愛好家には有難い．

本書の科の分類は，近年修正された通り，タテハチョ
ウ科の中にテングチョウ科，マダラチョウ科，ジャノメ
チョウ科を統合させている．

筆者も少年たちと昆虫採集に同行することが多いが，
昆虫に興味を持っている少年たちに推薦している一冊で
ある．

4．おわりに
日本のチョウに学名がいつ頃付けられたか，そのう

ち日本人が命名者になっていったのはいつ頃かを見てき
た．また，それらの学名で掲載された蝶類の図鑑がどの
ように変遷してきたかを記してきた．

日本のチョウの学名については，江戸時代の 1875
年にリンネにより初めて学名が付けられ，それ以降
1941（S16）年まで外国人による新種発表が続いた．
1896 年になり松村松年により日本人で初めての新種記

図 8．「日本産蝶類標準図鑑」白水隆著　平成 18(2006) 年発行． 図 9．「フィールドガイド　日本のチョウ」日本チョウ類保全協会編　　
平成 24(2012) 年発行．
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載がなされ，その後近年まで新種の発見が続いたが，そ
の数は 12 種で日本のチョウの約 95％までが外国人に
よる命名であった．逆に見ると，それほど外国から見て，
日本のチョウに対する関心が古から強かったと言えるだ
ろう．

日本の蝶類の図鑑については，明治時代に入りプラ
イヤーによる「日本蝶類圖譜」が最初であるが，日本人
による本格的な図鑑は松村松年の 1929(S4) 年「日本通
俗昆虫圖説」が最初であり，昆虫学ないし昆虫図鑑の発
展の道を開いていったと言えるだろう．戦前の図鑑には
当時の占領地域の樺太，朝鮮，台湾などが含まれており，
図鑑で登場するチョウも多彩であった．松村松年の流れ
をくむ平山修次郎の「原色蝶類圖譜」が出される頃から，
手塚治虫などのアマチュア昆虫愛好家の登場が，図鑑類
の必要性を高めていった．戦後は北隆館が本格的な「日
本昆虫圖鑑」のシリーズ図鑑を今日まで順次出されてい
く，一方で，横山光男の「原色日本蝶類図鑑」などはア
マチュアの愛好家に愛読されていった．その後，チョウ
の分類も亜種，地方型，迷蝶などの詳細な記載がされ充
実度が高い白水隆の「日本産蝶類標準図鑑」へと発展し
て行った．因みに，松村松年が新種記載した22種は，「日
本産蝶類標準図鑑」では７種が残り，他は外国人の記載
に修正されている．

蝶類の図鑑の充実は，アマチュアの中でも亜種や地
方型，迷蝶などを求めてのレベルの高い採集を楽しむ傾
向となっていった．一方で，子どもたちや一般の自然愛
好家にとって使いやすい軽便な「フィールドノート日本
のチョウ」などの図鑑も出され，図鑑に対する多様な期
待に応える時代になっている．しかし，最近昆虫採集会
をすると，参加の子どもや一般の方が現地でスマホを使
い即座に IT でチョウなどの同定をする姿が多くなった．
しかもその同定はアマチュアの子どもや一般の方にすれ
ば十分な回答が出てくる．一方で，某大手の本屋に行っ
てみると本格的な昆虫図鑑類は全くなく，店の方に尋ね
ると，販売が少ない図鑑類は置かないようにしましたと
のことであった．時代が変わることを痛感し，子どもや
昆虫愛好家が図鑑から離れていく傾向に寂しさを感じた．
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兵庫県産蛾類文献目録 2024

宇野 宏樹１）・池田 大 2）・阪上 洸多 3）

1) Hiroki UNO　大阪府豊中市；2) Hiroshi IKEDA　橿原市昆虫館；3) Kota SAKAGAMI　兵庫県立人と自然の博物館

1. はじめに
―兵庫県産蛾類データベースの作成にあたって―
これまで筆者らは，兵庫県の蛾類相を把握するため

文献調査を行ってきた．兵庫県に生息する蛾類について
記述がある文献は，確認できた範囲では 1900 年代初期
に出版されたものにまで遡る．だが，残念なことに古い
文献の一部は，地元の図書館などにも収蔵されておらず，
入手や閲覧が困難な状況である．これでは，せっかく先
人たちが積み上げてきた記録を活用することができない．
このような入手困難な文献を可能な限り利用しやすい形
にし，また埋没していない文献についても記録を一覧化
して調査者が確認しやすい状態にするため，筆者らは蛾
類の各種が県内のどの地域から記録されているかの情報
をまとめたデータベースを作成することにした．その作
業の一環としてまずは文献についての目録を作成するこ
とにした．

なるべく完成度の高い文献目録となるよう努めたが，
見落としの可能性も否定できない．ほかに情報をご存じ
の方は，筆者らまで報告いただけると幸いである．なお，
文献調査に当たっては，片岡義方氏・鈴木信也氏・谷田
昌也氏・植田義輔氏にお世話になった．また，枝恵太郎
氏には蛾類の学名についてご教示いただいた．この場を
借りて厚くお礼申し上げる．

2. 文献目録
現時点までに筆者らが確認した，兵庫県産の蛾類に

ついて記述のある文献は以下のとおりである．なお，す
べての文献を参照できたわけではないため，内容を参照
できた文献とできなかった文献は別々に表記した．

2-A. 兵庫県産蛾類データベースの作成にあたって，内容
を参照することのできた文献．
安達誠文，2008．宝塚市武庫川渓谷と西宮市甲山のキ

リガ相．共生のひろば，3：52-59．
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たんぽう

上郡町でチビアシナガサシガメ（Hemiptera: Reduviidae）
を採集

大貝秀雄
チビアシナガサシガメ P lo iaria z h e ngi Cai  et  Y i l i y ar, 

2 0 0 2 はサシガメ科 Reduviidae に属し，別族のカモドキ
サシガメ類と外見が似た微小な肉食性のカメムシで，国
内では栃木県（石川・宮本，2012），愛知県（石川・宮本，
2012，大野・石川，2021），兵庫県（長島，2014，菊田・
長島，2016），大分県（石川・宮本，2012）と沖縄県（名
嘉・石川，2020）から発見されているにすぎない稀な
種である．

筆者は 2023 年 7 月 7 日に兵庫県上郡町野桑の白旗
山登山路において，本種 1 ♂ 2 ♀を得ているので，採
集地環境の記述とあわせて報告する（図 1）．

採集地は平坦な登山コース沿いにあって，比較的明
るく乾燥した斜面に生えた生木の根元付近の土が崩落し
て根が大きく露出しており，かつ根際の幹が腐朽してウ

図 1：チビアシナガサシガメ♂．

図 2：生息環境．

名嘉ら（2020）は本種が日中は樹洞などにひそみ休止
して夜間に活動する可能性を示唆しており，本報の例も生
木のウロに隠れていた個体であったのかもしれない．

謝辞
引用文献を御教示いただいた東京農業大学の石川忠

教授に深く感謝申しあげる．

〇引用文献
石川忠・宮本正一，2012．サシガメ科．石川忠ら編．

日本原色カメムシ図鑑第 3 巻．231-288．全国農
村教育協会，東京．

菊田幸雄・長島聖大，2016．チビアシナガサシガメの
捕食観察例．Rostria，(59)：61-62．

長島聖大，2014．チビアシナガサシガメの新産地．
Rostria，(56)：27-28．

名嘉猛留・石川忠，2020．チビアシナガサシガメ
P lo iaria z h e ngi の琉球列島からの初記録．Rostria，
(64)：74-75．

大野友豪・石川忠，2021．チビアシナガサシガメ
の愛知県における採集記録と採集状況．住香蝶，
73(288)：126-127．

（Hideo OGAI　兵庫県上郡町）

兵庫県丹波篠山市でムネアカハラビロカマキリを確認

宇野宏樹
ムネアカハラビロカマキリ H ie ro d ula ch ine nsis は

2010 年に国内で初めて記録された外来種のカマキリ
の 1 種である（伊與田ほか , 2022；Yamasaki et al., 
2022）．筆者は本種を記録が多くないと思われる兵庫県
丹波篠山市で確認したので報告しておきたい．

1ex. ( 図 1・図 2), 兵庫県丹波篠山市草野付近 . 2023 年 10 月

27 日 . 筆者確認 .

道に落ちていた個体を確認した．本種が兵庫県に定
着しているのかは定かではないが，今後の動向に注意が
必要だと思われる．

〇参考文献
愛知県 , 2017. 平成 29 年度愛知県外来種調査結果

の 概 要 . https://www.pref.aichi.jp/uploaded/life 
/195505_473673_misc.pdf（2023年 10月閲覧）.

ロのようになった箇所
であった（図 2）．チ
ビアシナガサシガメは，
このウロを中心に殺虫
用エアゾールを噴霧し
て落ちてきたものであ
り，その生活様式など
は残念ながら観察す
ることができなかった．
なお，同時に確認でき
た昆虫は少数のケシデ
オキノコムシ類のみで
あった．



-64-

きべりはむし，47 (1)，2024．

伊與田翔太・根本宗一郎・髙坂晴香・幸村帆夏・佐橋拓
弥・岸村晋作・犬飼瑠那・杉浦宏亮・長坂優斗・白
石友也・立脇隆文 , 2022. 愛知県岡崎市におけるム
ネアカハラビロカマキリとハラビロカマキリの分布
状況 . 豊橋市自然史博物館研報 . 32: 1‒7.

Yamasaki K., Schütte K., Nawa T., 2022. New record 
of Chinese Reddish Mantis, H i e ro d ula ch ine nsis 
W e r n e r ,  1 9 2 9  (Mantodea ,  Mant idae )  f rom 
Japan. Check List 18(1): 147-150. https://doi.
org/10.15560/18.1.147

（Hiroki UNO　大阪府豊中市）

京都府京丹後市におけるホソバセセリの 2020 年の記録

宇野宏樹
ホソバセセリ I so t e ino n lamp ro sp ilus は国内では本州・

四国・九州・隠岐・対馬・甑島列島に分布することが確
認されているセセリチョウの 1 種である（中峯 , 2006; 
日本チョウ類保全協会 , 2012; 兵庫県 , 2023）．今井

（2007）によると，本種は京都北郊西賀茂地域で 1930
年代から 1960 年代にかけて観察されているが，2006
年から 2007 年にかけては観察されていない．また，京
都府京丹後市における本種の記録は 2001 年に弥栄町
丹後あじわいの郷で採集されたもの（中嶋ほか , 2006）
があるが，この報告では 2000 年から 2005 年までの調

査にもかかわらず，本種が確認されたのは 2001 年のみ
のようである．筆者は京都府京丹後市で 2020 年に本種
を得ているので，情報の蓄積のため，報告しておきたい．
なお本種は，隣接する兵庫県では，兵庫県版レッドリス
ト 2022 において C ランクに指定されている．

2exs.（図）, 京都府京丹後市久美浜町湊宮付近 . 25. VI. 2020

－ 26. VI. 2020. 筆者採集 .

丹後砂丘の近くの植物が生い茂ったエリアにいた個
体を採集した．これらの個体の標本は筆者が保管してい
る．京都府丹後砂丘が，様々な生物の生息に適した環境
であり続けることを祈りたい．

〇参考文献
今井健介 , 2007. 京都市北郊における 1930 年代以降の

里山の衰退とチョウ類生息状況の変化 . 第 21 回（平
成 18 年度）TaKaRa ハーモニストファンド研究助
成報告 : 17-31.

京都大学蝶類研究会 , 2014. 2013 年日本産蝶類情報 . 
SPINDA, 29: 123 ‒ 163.

中嶋智子・水谷文恵・白岩秀昭・小松正幹・田辺隆志 , 
2006. 農業公園「丹後あじわいの郷」園内の昆虫リ
スト（2000 年から 2005 年）. 京都府保環研年報 , 
51: 62-66.

中峯浩司 , 2006. 鹿児島県甑島列島2005年の昆虫類（第
1 報）. 鹿児島県立博物館研究報告 , 25: 38-55.

日本チョウ類保全協会（編）, 2012. フィールドガイド日
本のチョウ . 327pp. 株式会社誠文堂新光社 . 東京 . 

兵庫県 , 2023. 兵庫県版レッドリスト 2022. ホソバセセ
リ https://www.kankyo.pref.hyogo.lg.jp/application/
files/6216/8075/5568/213..pdf（2023年 9月閲覧）

広畑政巳 ・近藤伸一 ·, 2007. 兵庫県の蝶 . 331pp. 自費
出版 .

（Hiroki UNO 大阪府豊中市）

図．京都府京丹後市で 2020 年に得られたホソバセセリ

図 1．丹波篠山市で確認されたムネアカハラビロカマキリ．

図 2．同一個体の胸部などの写真
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図 1．ライトトラップのシーツに掴まるヒメカマキリ．

図 1．西宮市産ケブカマルクビカミキリ (2024.4.11)．

京都府亀岡市で確認されたヒメカマキリの記録

山下航平・大秦正揚
ヒメカマキリはハナカマキリ科ヒメカマキリ亜科に

属する樹林性のカマキリである．一般的な体長は 2.5 ～
3.2 ㎝であり，草地性の小型種であるコカマキリと比較
してもさらに小さい（日本直翅類学会，2016）．京都府
での確認情報は相楽郡と京都市に限られた準絶滅危惧種
であり（京都府，2015），京都府における確実な記録は
少ないとされている（中尾，2022）．本稿では，京都府
でこれまでに記録のない亀岡市において本種を複数個体
確認したので報告する．

2023 年 9 月 13 日，京都府亀岡市の某所樹林内（準
絶滅危惧種指定であることを考慮して詳細は記載しな
い）において，20：00 ～ 24：00 までのライトトラッ
プ（カーテン法）調査を行ったところ，本種が 2 頭確
認された．確認された時間は 20：40 と 21：55 であっ
た．確認された 2 頭の内 1 頭の写真画像を図に記す（図
1）．体長が 3 ㎝前後である小型のカマキリであること，
確認時期が 9 月であり近縁種サツマヒメカマキリの出
現期（5-7 月）と異なっていることから，ヒメカマキリ
と同定した．本種の亀岡市での確実な報告記録は今回
が初となるが，個人のホームページではすでに発見確
認事例が存在する（「アタの雑記」https://atanote.blog.
fc2.com/blog-entry-250.html /2024 年 1 月 22 日閲覧）．
また，兵庫県の 2015 年版レッドリストで要注目種とし
て取り上げられていた本種は，2022 年版では「生息地
の環境は普遍的な雑木林等で，各地から情報がある」と
して削除されており（兵庫県，2022），かつ兵庫県以外
の京都府の近隣府県ではレッドリストへの記載がない．
これらのことから，今回報告した季節と時間帯に樹林内
でライトトラップによる調査などを行えば，京都府の他
所の樹林内においても，本種がひそやかに個体数を維持

して生息していることが分かるかもしれない．

〇参考文献
中尾史郎，2022．ヒナカマキリとヒメカマキリの京都

市における最近の記録 . 京都府立大学学術報告 生命
環境学，(74): 21-22

日本直翅類学会（編），2016．日本産直翅類標準図鑑．
学研プラス．

京都府，2015．京都府レッドデータブック 2015．京
都府環境部自然環境保全課．（https://www.pref.
kyoto.jp/kankyo/rdb/bio/db/ins0225.html）

兵庫県，2022．兵庫県版レッドリスト 2022．兵庫県
環境部自然鳥獣共生課．（https://www.kankyo.pref.
hyogo.lg.jp/application/files/2816/8429/7316/d3
754a971baa12dcf89737bfed57cb7f.pdf）

（Kouhei YAMASHITA　京都先端科学大学）

（Masaaki OHATA　京都先端科学大学）

ケブカマルクビカミキリを西宮市で確認

小西和夫
2024 年 4 月 11 日，西宮市 ( 仁川町 ) でケブカマル

クビカミキリ Atimia okayamensis H ay as h i , 19 72 を 1ex. 確
認したので報告する．

甲山の裾野から広がる丘陵地帯にネズミサシが点在
しており，この数年春先に掬っていたが今回初めて網に
入った．
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図 2．ネズミサシ ( 西宮市仁川町 )．

兵庫県内では三木市，宝塚市，神戸市，三田市など
の記録があるが，西宮市では初の記録になると思われる．

三木市の報告 ( 三木，1979) では「本種は幹がまっ
すぐ上に伸びた建常木からは見出されず，いずれも道路
際などの，地を這うようなひねた木の直径 2 ～ 3cm ほ
どの枝部分から落ちた」

また京都府の報告 ( 小西・新野，2018) では「大半
の個体は他の植物に囲まれて根元が日陰になっている高
さ 2 ～ 3m 程度の木のやや上部から得られた」とあるが，
今回は幹がまっすぐ上に伸びた健常木 (6 ～ 7m) の枝葉
から得られた．

〇参考文献
小西堯生・新野晃一郎，2018．京都府におけるケブカ

マルクビカミキリの新産地および生態に関する知見．
月刊むし (572)：22-24

廣田嘉正・三木三徳・八木正道，2001．兵庫県のカミ
キリムシ．

三木進，1979．兵庫県でケブカマルクビカミキリを採集．
ELYTRA，7(1)：16

（Kazuo KONISHI　兵庫県西宮市）

尼崎市でキマダラコヤガを確認

外村俊輔・上森教慈
キマダラコヤガ Acontia trabealis (S c o p o l i , 176 3 ) は，

国内では北海道から九州にかけて分布するが（岸田，
2011），主に河川敷などの良好な草原環境を選好する（京
都府環境部自然環境保全課，2015）ため，生息域は局
所的であるとされる．幼虫の寄主として国外ではヒルガ
オ科のセイヨウヒルガオ C o nv o lv ulus arv e nsis L . ，国内で
はヒルガオ Calystegia pubescens L i n d l . の葉が知られてい
る（岸田，2011；手塚，2019）．兵庫県内では近年ま
で記録がなく（高島，2003），2018 年に小野市の加古
川河川敷で初めて発見された（柴田，2021）．今回，筆
者らは尼崎市の西武庫公園で本種を確認したため，兵庫
県内の新たな分布記録として報告する．

西武庫公園は武庫川河川敷に隣接する都市公園であ
り，市民による分区園（花壇）がある．筆者のうち上森
が 2023 年 8 月 18 日の 17 時ごろに分区園を訪れた際，
オミナエシ科のオミナエシ Patrinia scabiosifolia F i s c h .  ex  
T rev i r. の花に訪花する本種を発見した（図 1）．上森は
以前から本地域のハチ相を調査しており，訪花昆虫に注
視していた．今回，これまでに見覚えのない蛾を発見し
たため，筆者の外村に写真を送り同定を依頼した．その
後，写真を確認した外村が本種と同定した．

1ex., 兵庫県尼崎市武庫元町西武庫公園 , 18. VIII. 2023

本稿を執筆するにあたり，文献を恵与いただいた長
田庸平博士（大阪市立自然史博物館）に厚く御礼申し上
げる．

〇引用文献
岸田泰則（編），2011．日本産蛾類標準図鑑Ⅱ．学研教

育出版，東京．416 pp
京都府環境部自然環境保全課，2015．京都府レッドデー

図 1. オミナエシに訪花するキマダラコヤガ．
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図 1. 姫路市産アカマダラハナムグリ．

タ ブ ッ ク 2015 昆 虫 類．URL: https://www.pref.
kyoto.jp/kankyo/mokuroku/bio/insect.html（閲覧：
2023 年 8 月 28 日）

柴田剛，2021．小野市でキマダラコヤガを確認．きべ
りはむし，44(1)：94

高島昭，2003．兵庫県のコヤガ亜科．きべりはむし，
31(1)：81-95

手塚浩，2019．蝶屋の楽蛾記（V）．大昆 Crude，63：
6-11

（Shunsuke TOMURA　徳島県立博物館）

（Kazushige UEMORI　九州大学大学院生物資源環境科学府）

姫路市内でアカマダラハナムグリを採集

花房高志・榮藤亘輝・宮下直也
ア カ マ ダ ラ ハ ナ ム グ リ A nt h raco p h o ra rust ico la 

B u rmei s t er, 18 4 2 はコガネムシ科の昆虫で，幼虫が大型
の鳥類の巣に依存するなど生息環境が特殊な希少種で
あることから，環境省のレッドリスト（環境省，2020）
では情報不足，兵庫県版レッドリスト（兵庫県，2022）
では A ランクに選定されている．兵庫県内では，加古
川市（柴田，2018），淡路市（久保，2012），加東市（山本，
2010）などの比較的新しい記録に加え，古くは洲本市，
神戸市，西宮市，川西市，旧氷上郡，旧一宮町，旧但東町，
旧出石町などで採集例があるが（高橋，1984），これま
で姫路市内での生息は確認されていない．今回，姫路市
初記録であると思われる本種を採集したので報告する．

2024 年 5 月 11 日午前 11 時頃，姫路科学館の教育
普及活動事業であるサイエンスエキスパート講座「昆虫
の達人」の活動中に，クヌギの幹の樹皮の隙間に頭を突っ
込んで樹液を吸っているオス 1 個体を発見した．手に
取って確認すると，体表には若干のスレが見られたこと
から，越冬個体であると考えられた．本種を発見したク
ヌギは 5 月中旬であるにも関わらず，周囲の広葉樹の
中でもひときわ多く樹液を出しており，本種の他にもコ
クワガタやヨツボシオオキスイが集まっていた．展足後
に体長を測定すると 20.2 ㎜あり，本種としては大型の
個体であった．

【標本記録】1 ♂，兵庫県姫路市石倉（姫路市石倉峯相の里），

11-V-2024，花房高志採集・保管（図 1）．

最後に，施設内での昆虫採集について許可をいただ
きました姫路市石倉峯相の里の皆様に御礼申し上げます．

〇引用文献
環境省，2020．環境省レッドリスト 2020，（https://

www.env.go.jp/press/107905.html）．
久保弘之，2012．淡路島でアカマダラコガネを採集．

きべりはむし，35（1）：43．
柴田剛，2018．兵庫県加古川市でアカマダラハナムグ

リを採集．きべりはむし，41（１）：28
高橋寿郎，1984．兵庫県のハナムグリ．てんとうむし，

219：8
兵庫県，2022．兵庫県版レッドリスト 2022（昆虫

類 ），（https://www.kankyo.pref.hyogo.lg.jp/jp/
environment/leg_240/leg_289/2022）．

山本勝也，2010．アカマダラコガネ加東市での採集例．
きべりはむし，32（2）：39．

（Takashi HANAFUSA　兵庫県姫路市）

（Koki ETO　甲南大学 自然科学研究科）

（Naoya MIYASHITA　姫路科学館）
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神戸市立本山南小学校校庭（神戸市東灘区本山南町）で
ミカドアゲハを採集

石川大馳
2024 年５月 18 日（土）晴れ．午前 9 時 35 分から

45 分のあいだ，休み時間に一輪車で遊んでいた時，運
動場の北がわにある垣根に蝶がみえた．ナミアゲハでは
なさそうだったので，行ってみるとミカドアゲハだった．
とろうと思ったけど高くに止まっていて飛ぶのを待って
いたら，低いところにとまってくれたから，素手でとっ
た．急いで教室に戻って，プリントで三角紙を作ってい
れた．

天気は快晴で暑かった．花（１）は満開ではなれていて
も分かるぐらいにおいが強かった．他にはツマグロヒョ
ウモンやセイヨウミツバチがきていた．

5 月 3 日に住吉川でミカドアゲハのような蝶をみか
けた（２）のでそれがずっと気になっていた．住吉川でみ
た場所も記録がある場所（３）とはかなりはなれた場所な
のでそれもびっくりした．

（Daichi ISHIKAWA　神戸市立本山南小学校）

図 1. 本原稿の原文．

図 2. 採集されたミカドアゲハ． 図 1. シナチクノメイガ．開帳 29.4 mm．

編集部註
（１）花はネズミモチ．保護者撮影の写真で確認．
（２）神戸市東灘区魚崎南町５丁目の住吉川河口付近で目
撃．保護者によるヒアリングによると，魚とりをして
いるとき砂地へ吸水に降りてきた個体を取り逃したと
いう．

（３）神戸市東灘区西岡本．新井雅夫，2021．ミカドアゲ
ハを神戸市東灘区で撮影．きべりはむし，44 (1), 104.

ハチ北高原から得られた蛾類 3種の採集例

阪上洸多
ハチ北高原（兵庫県美方郡香美町大笹）は，兵庫県

北西部に位置する鉢伏山（標高 1,222 m）の北側に位置
する高原であり，広い草地と冷温帯樹林，湿地が混在し
た環境をもつ．筆者は，ハチ北高原において行われた灯
火採集にて，以下の蛾類を採集したため，報告する．標
本はすべて兵庫県立人と自然の博物館にて保管される．

1. シナチクノメイガ Eumorphobotys eumorphalis (Carad j a, 
19 2 5)（図 1）

1 ♂ , 7. VIII. 2023

本種は，2018 年に多数の個体が愛知県で採集され（間
野 2022），岩下・松井（2022）によって日本初記録と
して報告された . タケ類を寄主とし（Chen et al. 2018），
中国南部または台湾が原産だと考えられている（岩下・
松井 2022）．現在，関東（横田 2023），静岡県（金
子 2023），岐阜県（間野 2022），石川県（富沢 2023），
大阪府（長田 2023）からも記録されている．筆者の知
る限り本記録が兵庫県初記録である．中国山地に隣接し
たハチ北高原から本種が得られたことから，中国地方お
よび兵庫県南部にも広がっていると予想される．
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2. ヨモギガ S ch inia scut o sa (Denis & Schiffermüller, 1775)

（図 2）
1 ♂ , 6. VIII. 2018

本種は，和名の通りヨモギ類数種を寄主とし，北海道，
本州，九州から散発的に採集されている（吉松 2011）．
本州西部ではこれまで島根県（三島 2017）および広島
県（杉 1982）から記録されているが，近畿圏内からは
記録されていないようである．ただし，本種は移動性が
強いと言われており（杉 1982），本州および九州の記
録は北海道あるいは海外からの移動個体である可能性が
ある．

小雨が降り，全体の蛾類の飛来数が多く，非常に条
件が良い晩に飛来した．

3. エゾチャイロヨトウ Lacanobia splendens (H ü b n er, [ 18 0 8 ] )

（図 3）
2 ♂ 1 ♀ , 7. VIII. 2023

本種は，国内ではキク科およびオオバコ科を寄主と
することが知られており（吉松 2011），兵庫県内では
これまで神河町（八木ら 2003, 植田 2009），上郡町（高
橋 2022），新温泉町（宇野 2023）から記録されている．

末筆ながら，ハチ北高原での採集の機会を与えてく
ださった八木剛氏（兵庫県立人と自然の博物館），採集
を補助いただいた兵庫県立人と自然の博物館セミナー

「ユース昆虫研究室」2018 年度・2023 年度受講生およ
びスタッフの皆様，文献をお恵与いただいた富沢章氏に
厚くお礼申し上げる．

〇引用文献
Chen, K., Zhang, D., & StĂnescu, M., 2018. Revision of 

the genus Eumorphobotys with descriptions of two 
new species (Lepidoptera, Crambidae, Pyraustinae). 
Zootaxa, 4472(3): 489-504.

岩下幸平・松井悠，2021．中国南部からの外来種と
考 え ら れ る ノ メ イ ガ Eumorphobotys eumorphalis 
(Carad j a, 19 2 5) の日本からの初記録．蛾類通信，
300：683-684．

金子岳夫，2023．静岡県におけるシナチクノメイガの
採集例．誘蛾燈，252：93．

間野隆裕，2022．シナチクノメイガの愛知県と岐阜県
の記録．誘蛾燈，247：43-44．

三島秀夫，2017．島根県で採集されたガ数種について．
島根県立三瓶自然館研究報告，15：77-81．

長田庸平， 2023．大阪府堺市でシナチクノメイガを採
集．誘蛾燈，254：166．

図 2. ヨモギガ．開帳 30.4 mm．

図 3. エゾチャイロヨトウ．開帳 34.0 mm．

杉繁郎，1982．ヤガ科．日本産蛾類大図鑑：669-936．
講談社，東京． 

髙橋弘樹，2022. 2021 年～ 2022 年に西播磨地域で採
集・撮影した注目すべき蛾類の記録 . きべりはむし , 
45 (2): 36-40.

富沢章，2023．石川県において急増するシナチクノメ
イガ．とっくりばち，91：40-41．

植田義輔，2009．2004 年 5,6,7 月に砥峰高原で採集さ
れた蛾類．きべりはむし，32(1)：44-48．

宇野宏樹，2023．兵庫県新温泉町で 2021 年に見られ
た昆虫類の記録．きべりはむし，46(2)：27-31．

八木 剛・中西明徳・稲畑憲昭・杉野広一・植田義輔・
勝又千寿代・木全俊明・古賀督尉・高島 昭・谷口
登志夫・中濱春樹・福島秀毅・水野辰彦・森脇竹男・
山崎敏雄・吉田 武 , 2003. 砥峰高原の昆虫相 -2002
年の昆虫調査から -( 第一部 ). きべりはむし , 31(1): 
1-46.

横田光邦，2023．生田緑地におけるシナチクノメイ
ガ Eumorphobotys eumorphalis (Carad j a, 19 2 5) の記録，
川崎市青少年科学館紀要，33：26-27．

吉松慎一，2011．タバコガ亜科．日本産蛾類標準図鑑
II：312-313．学研教育出版，東京．

（Kota SAKAGAMI　兵庫県立人と自然の博物館）
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図 1. イボイボアナアキゾウムシ成虫．体長 11.1 mm．

図 2. B raco n 属の一種の雌成虫．体長 3.4 mm．

兵庫県で得られたイボイボアナアキゾウムシの採集記録
およびその寄生者

阪上洸多
イボイボアナアキゾウムシ P arame co p s granulat us 

M o ri mo t o , 19 8 2 はホオノキ Magnolia obovata（モクレン
科）の果実を食べるアナアキゾウムシ亜科の一種である

（小島 1993）．本種は，北海道，本州，九州から局所的
に得られており（鈴木 2024），生活史が明らかになる
までは稀な種であったようである（小島 1993）．

筆者は，2019 年 7 月 27 日にハチ北高原（兵庫県美
方郡香美町大笹）にて，ホオノキの落下果実を採集した
ところ，同年 8 月 16 日に本種成虫 1 個体の羽化を確認
した（図 1）．本記録は兵庫県では初記録となる．また，
ホオノキの実を割り，本種幼虫を観察したところ，多数
の寄生蜂幼虫が本種幼虫 1 個体に付着していることが
確認された．羽化日は不明だが，後日，B raco n 属の一
種（コマユバチ科）1 ♂ 5 ♀の羽化が確認された（図 2）．
イボイボアナアキゾウムシの寄生者もこれまで記録され
ていなかったと思われる．イボイボアナアキゾウムシお
よび B raco n 属の一種の標本は兵庫県立人と自然の博物
館にて保管される．

B raco n 属全体は，鱗翅目，鞘翅目，双翅目，膜翅目
など非常に広い寄主範囲を示すが，種としては寄主範
囲が狭い種が多いようである（Shaw and Huddleston 
1991）．イボイボアナアキゾウムシに寄生していた
B raco n 属の一種が他にどのような昆虫に寄生するか興
味がもたれる．

末筆ながら，ホオノキの落下果実採集時には屋宜禎
央博士，岩下幸平氏，松井悠樹博士にご助力いただいた．
標本の写真の撮影には徳平拓朗氏，寄生蜂の同定には前
藤薫博士にご協力いただいた．厚くお礼申し上げる．

〇引用文献
小島弘昭，1993．イボイボアナアキゾウムシに関する

知見．甲虫ニュース，103：7．
Shaw MR., Huddleston T., 1991. Classification and 

Biology of Braconid Wasps (Hymenoptera: 
Braconidae). Handbooks of the Identification of 
British Insects, 7. Royal Entomological Society of 
London, London.

鈴木茂，2024．日本列島の甲虫全種目録 (2024 年 )． 
https://japanesebeetles.jimdofree.com/ (2024 年 5
月 28 日アクセス )

（Kota SAKAGAMI　兵庫県立人と自然の博物館）
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［新刊紹介］井上大成 ぶん・中田彩郁 え，『くさぶえあ
そび』（福音館書店）

前藤 薫
湯川先生の虫こぶの絵本を紹介する原稿を書き上げ

て，投稿しようとしていたところに，井上さんから新し
い絵本が送られてきた．タイトルのとおり植物を材料に
して草笛をつくり，それを鳴らせる技が紹介されている
絵本なのだが，最後に虫こぶの笛が登場する．

ひと言に草笛といっても，植物の種類や使われる部
位はさまざまである．アオキやヒサカキ，ネズミモチの
葉を折りたたんだり，巻いたりしてつくる笛もあれば，
スズメノテッポウの茎やヨシの芽，タンポポの茎にすこ
しだけ手を加えてつくる笛もある．

絵本の中では，お母さんと男の子が自宅の庭や田ん
ぼ，川岸や草原，神社の境内を散歩しながら，笛の材料
を見つけ，折ったり切ったりしていろいろな草笛をつく
る．材料になる草木を探すところから，草笛を鳴らすま
でのコツが丁寧に描かれている．絵を担当された中田さ
んはアニメーターさんなので人も植物もじつに生き生き
としている．草笛でメロディーを吹ける井上さんにはと
おく及ばないが，私もアオキの葉を鳴らすことが出来た． 

ほかにも折り込み付録には，カキノキやアジサイの
葉，サザンカの花びら，ムクロジやナズナの実などを使っ
て音を鳴らす工夫がふんだんに紹介されている．吹くだ
けでなく，潰したり，振ったりして鳴らす方法もある．

植物をつかった遊びから疎遠になってしまって久し
いが，今でも遊びの材料は身近にふんだんにある．デジ
タルの世の中だからこそ，大人もそうだが，不自由なと
ころから工夫しながら，楽しみを紡ぎだす肌感覚を養う
ことが，ますます大切になるのではないかと思う．

さて，この絵本の最後には，昆虫がつくってくれた

笛もふたつ紹介されている．ひとつめは穴のあいたツバ
キの種である．健全な種に穴を開け，中身をかき出して
笛にしてもよいが，穴の開いた種が落ちていれば，その
まま笛になる．ツバキの種は小さいので音色は高く鋭い．
中身を空にして，穴を開けてくれたのは，ツバキシギゾ
ウムシの幼虫だろうか．

もうひとつは，イスノキの虫こぶである．モンゼン
イスアブラムシやイスノフシアブラムシがイスノキにつ
くる虫こぶは，大きなものでは長さが 8cm ほどにもな
る．秋になると 5mm ほどの丸い穴が開けられ，多数の
アブラムシが飛び出して，中身は空っぽになる．その穴
に息を吹き込むと，ホーッ，ホーッとフクロウの鳴き声
のような豊かな音色が響くという．

絵本の折り込み付録によれば，30 年ほど前，井上さ
んは高知市の日曜市でイスノキの大きな虫こぶが「猿笛」
という名で売られていたのを見つけて驚いたという（そ
の当時の日曜市の様子も書きとめられて面白い）．今も
猿笛は売られているのだろうか．ちなみにイスノキの別
名ヒョンノキは，虫こぶに風が当たって，ヒョウ，ヒョ
ウと鳴るからだという説があるのだそうだ．

絵本を見返してみて，草笛の幾つかがハマキガやメ
イガの幼虫が綴った葉に似ていることに気づいた．草笛
の音はいろいろな虫の鳴き声にも似ている．昔の人たち
は昆虫によるそうした造形や音色から草笛を着想したの
かもしれないと思った．

（Kaoru MAETO 兵庫県宝塚市）



-72-

きべりはむし，47 (1)，2024．

［既刊紹介］湯川淳一 文・松岡達英 絵，『虫こぶはひみ
つのかくれが？』（福音館書店）

前藤 薫
湯川先生の訃報を知り，生前にいただいた本書をあ

らためて手にとった．「先生，見つけました！」と，女
の子が，イノコズチの茎に虫こぶを見つけて湯川先生に
告げるところから，物語は始まる．先生は「…，中を調
べてごらん．」とうながし，となりにいた男の子が虫こ
ぶを割ると，中からイノコズチウロコタマバエの白い幼
虫が現れる．

虫こぶ探しがテーマの自然観察会では，イノコズチ
のほかにも，サクラの葉（中にいたのはアブラムシ）や
ケヤキの葉（ワタムシ），エノキの葉（タマバエ），ヨモ
ギの茎（タマバエ）などにつくられた虫こぶが見つかっ
た．虫こぶをつくる昆虫には，ほかにもタマバチやキジ
ラミ，ハバチ，スカシバ，ゾウムシなどがあり，それぞ
れの昆虫ごとに虫こぶをつくる植物や部位はほぼ決まっ
ていることが分かる．松岡さんの勢いのある精細画から
は，虫こぶの生々しさや虫こぶをつくる昆虫たちのざわ
ざわとした暮らしぶりが迫ってくる．

もっとも，虫こぶの彼是だけであれば，今ならもっ
と詳しい図鑑があるしインターネット上にも情報があふ
れている．だが，この絵本の真骨頂はここからである．

湯川先生は，「虫こぶほど安全で，住みごこちのよい
家はなさそうに思える．… まるで，お菓子の家の中に
いるようだ．」「でも，… ほんとうにいいことずくめな
のだろうか？」と問いかける．この問いに答えてくれる
のは，シロダモ（クスノキ科の常緑樹）の葉に虫こぶを
つくるシロダモタマバエである．このタマバエは春にシ
ロダモの葉に産卵し，幼虫が 1 頭だけ入った虫こぶを
つくる．幼虫はそのまま冬を越し，翌春，成虫になって
虫こぶから脱出する．つまり，年 1 世代の生活環をも
つ昆虫である．

湯川先生（と学生さんたち？）は，1989 年 4 月に
35 本のシロダモの新葉 2850 枚を調べ，そのうちの
349 枚から合計 2792 個の虫こぶを見つけ，目印をつ
けて追跡を始めた（この時点の幼虫数は 2792 頭）．5
月になると，さっそく虫こぶごとヒメリンゴカミキリに
食べられて残った幼虫は 1699 頭に．7 月末までに虫こ
ぶの生長が止まるものがあり幼虫は 1388 頭に．8 月に
は暑さで虫こぶが枯れて幼虫は 987 頭に．さらに 9 月
になると台風に見舞われて多数の虫こぶが落ちてしまい，
12 月に越冬をはじめた幼虫は 473 頭にまで減っていた．
そのうちの 369 頭には寄生蜂（コガネコバチとコマユ
バチ）が寄生しており（寄生率 78%），ほかの 25 頭は
原因不明のまま死亡したので，翌春 4 月に羽化したタ
マバエ成虫は 79 頭だけ．さらにその多くがクモに食べ

られたり寒くて飛べなかったりしたので，無事に寿命
をまっとうした成虫はわずか 24 頭であった．これは前
年春の幼虫の 0.9% にすぎない．ちょっと心細くなるが，
成虫の 2/3 はメスであり（約 16 頭），それらが生涯に
約 200 個の卵を産むので、今年も 3000 個くらいの新
しい虫こぶがつくられる計算になる．なんとか前年と同
じくらいの幼虫数が保たれていることがわかりホッとす
る．

虫こぶは安全な住みかに見えるが，虫こぶごと食べ
られたり嵐で葉っぱが落ちたりすると逃げられないし，
虫こぶに鋭い産卵管を突き刺して攻撃してくる寄生蜂を
避けるのは難しい．彼らもいろいろな危険をのりこえて，
がんばって生きているのだなと感心する．

湯川先生が専門にされたタマバエ類は，蚊によく似
たなんとも地味な昆虫である．分類学的にはきわめて多
様なのだが，どれもこれも小さくて同じような見た目ば
かりだ．しかし，少し調べてみると虫こぶをつくる植物
や虫こぶの構造の多彩さはもちろん，寄生する天敵や共
生する生き物との関係がとても豊かであることがわかる．
湯川先生のまわりにも色々な人が集まって，いつもたい
へん賑やかだった．

なお，本書の初版は 1992 年（第 2 刷は 1998 年）だが，
今でもオンライン古本屋などから入手できる．

（Kaoru MAETO 兵庫県宝塚市）
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